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発刊にあたって 

 
平成１５年３月に「健康保険法等の一部を改正する法律附則第２条第２項に基づ

く基本方針（医療保険制度体系及び診療報酬体系に関する基本方針について）」が示

された。同「基本方針」において、診療報酬体系は、「患者の視点から質が高く最適

の医療が効率的に提供されるよう、必要な見直しを進める」とともに、「診療報酬の

評価に係る基準・尺度の明確化を図り、国民に分かりやすい体系とする」こととさ

れた。 

この方針を踏まえ、中央社会保険医療協議会・診療報酬調査専門組織・医療機関

のコスト調査分科会では、平成１５年度より厚生労働省保険局医療課委託事業とし

て、財団法人医療経済研究機構が着手していた「医療機関の部門別収支に関する調

査研究」を継続し、医療機関のコストを把握するための手法開発を進めた。 

こうした手法開発として、取組むべき課題のひとつに「部門別原価計算」がある。

すなわち、実際の医療にかかる原価が診療報酬の設定に際して適正に反映される仕

組みづくりの一環として部門別原価計算の手法の開発が求められる。また、現状で

は、独自のルールにより部門別原価計算を実施している医療機関が少なくなく、医

療機関間で原価計算結果を比較しうる汎用性の高い手法の開発が必要である。 

平成１６年度調査研究は、部門別の統一的収支計算方法の確立と、データ収集を

通じて診療報酬改定が病院経営に与える影響を測定するための分析手法の確立、基

盤作りを目的とした。 

調査研究の実施においては、慶應義塾大学医学部池上直己教授を委員長とした委

員会を組織し、研究内容についてご議論・ご教示を戴いた。 

本調査研究の実施にあたって、ご協力いただいた医療機関様、適切なアドバイス

をいただいた委員の皆様に厚く御礼を申し上げる。 

 
平成１７年３月 

 
財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会 

医療経済研究機構 
専務理事 岡部 陽二 
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医療機関の部門別収支に関する調査研究 
【研究要旨】 

I.目的 

平成１６年度調査研究は、部門別の統一的収支計算方法の確立と、データ収集を通

じて診療報酬改定が病院経営に与える影響を測定するための分析手法の確立、基盤作

りを目的とした。具体的には、１）対象病院数を拡大した上で、精度の高い部門別収

支計算を行うための手法間の比較を行う「一般原価調査」とともに、２）手術、検査

および画像診断部門に計上・配賦された費用を入院、外来部門の診療科に階梯配賦す

る際の係数を得るために「特殊原価調査」を実施した。 

II.方法 

１.調査方法 

本調査は、収益、費用データを収集し、階梯式配賦を行い、入院、外来、診療科別

の部門別収支計算を行う「一般原価調査」、手術、検査および画像診断部門に計上・

配賦された費用を入院、外来部門の診療科に階梯式配賦する際の係数を得るために

「特殊原価調査」を行った。また、調査は合計 12 病院を対象として行った。内 10 病

院は一般原価調査および特殊原価調査を、内 2 病院については特殊原価調査のみを行

った。 

（１）一般原価調査 

部門別収支計算を実施するために必要な収益、費用データ、部門設定に関する情報

等を把握するための「入力ファイル」、部門別収支計算において各種収益、費用デー

タを配賦する際の係数を作成するために必要な「レセプト・データ」の提供を求めた。

また、部門別収支計算において、医師人件費を各部門に計上する際の係数を得るため

に医師勤務時間調査を実施した。 

調査対象期間は、「入力ファイル」および「レセプト・データ」による調査につい

ては平成１６年６月、医師勤務時間調査については、平成１７年３月の連続した一週

間とした。 

（２）特殊原価調査 

特殊原価調査は、一次調査と二次調査で構成されており、一次調査では、「手術台

帳」、「レセプト・データ」および「その他の情報1」を、二次調査では、手術ならびに

院内検査、画像診断についてサービス種類別に該当部門以外の場所でそのサービスが

実施されている割合について一次調査結果を用いた調査票を病院別に作成し、これに

対し記入を求める調査を行った。 

調査対象期間は、平成１６年４月診療月分から平成１６年１２月診療月分の間で１

２月分から遡り提供可能な期間とした。 

                                            
1 医療保険請求外薬剤・材料の使用量 
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２.部門別原価計算方法 

一次計上、二次配賦、三次配賦からなる階梯式配賦を用いた原価計算を行った。 

一次計上では、収益データは、各部門で発生した収益が直接把握されていればその値

を直課。直課されなかった収益は、診療報酬点数を集計し、点数比率を用いて入院部門、

外来部門、中央診療部門に計上した。費用データは、各部門で発生した費用が直接把握

されていればその値を直課。直課されなかった費用は、費目別に設定された基準に則り

計上した。 

二次配賦では、補助・管理部門を診療支援系及び運営管理系の２部門に大別し、それ

ぞれに含まれる部門（部署）に一次計上されていた値を、費目別に配賦基準設定し、そ

れぞれ配賦した。 

三次配賦では、中央診療部門に一次計上、二次配賦時点で計上されていた値を、費目

別に設定した配賦基準に基づきそれぞれ配賦した。うち、「手術」「検査」「画像診断」に

ついては、「特殊原価調査」のデータよりサービス種類別に算定された重み付け係数（等

価係数）を診療行為別実施回数に乗じて診療科別に費用を配賦した。 

III.結果 

１.一般原価調査 

一般原価調査結果として、二次配賦後の病院ごとの入院・外来・中央診療部門割合、

また、三次配賦後の入院・外来別患者 1 人 1日あたりの医業収益と医業費用を示すこ

とができた。 

図表 1 三次配賦結果（患者１人１日あたり入院部門・医業費用／医業収益） 
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また、各配賦段階での入院・外来別、診療科ごとの収支計算例（全体）を示すこと

ができた。 

図表 2 三次配賦で得られた診療科別の収支計算例（全体） 

 

【三次配賦】

内科 神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 外科 整形外科 形成外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 婦人科
13.9 3.2 2.7 10.8 6.1 0.8 8.1 6.4 1.3 4.8 1.6 0.9 0.4 2.2 1.8 1.2

(13.9) (3.2) (2.7) (10.8) (6.1) (0.8) (8.1) (6.4) (1.3) (4.8) (1.6) (0.9) (0.4) (2.2) (1.8) (1.2)
11.1 2.7 2.8 8.2 6.6 0.9 7.9 6.9 1.3 4.8 1.3 1.5 0.3 1.9 2.9 1.0

(11.2) (2.8) (2.9) (8.3) (6.6) (0.9) (8.0) (6.9) (1.3) (4.9) (1.3) (1.6) (0.3) (1.9) (2.9) (1.0)
5.6 1.4 1.6 4.1 2.2 0.5 3.7 3.3 0.8 2.4 0.6 0.6 0.1 1.2 1.6 0.5

(11.2) (2.8) (3.3) (8.3) (4.5) (1.0) (7.5) (6.7) (1.5) (4.8) (1.2) (1.3) (0.3) (2.3) (3.1) (1.0)
2.4 0.7 0.3 2.3 3.2 0.1 2.6 2.1 0.2 1.3 0.5 0.7 0.1 0.3 0.3 0.2

(9.9) (2.9) (1.4) (9.4) (13.0) (0.5) (10.6) (8.5) (0.8) (5.4) (1.9) (3.0) (0.2) (1.3) (1.2) (0.8)
2.3 0.5 0.6 1.4 1.0 0.2 1.2 1.1 0.2 0.9 0.2 0.1 0.1 0.4 0.6 0.2

(12.5) (2.5) (3.4) (7.3) (5.3) (1.2) (6.5) (5.8) (1.2) (4.8) (0.9) (0.7) (0.3) (1.9) (3.4) (1.3)
0.7 0.1 0.2 0.4 0.2 0.1 0.3 0.3 0.1 0.2 0.1 0.0 0.0 0.1 0.4 0.0

(11.8) (2.0) (3.8) (7.4) (2.7) (1.5) (5.6) (5.7) (1.2) (3.8) (1.0) (0.6) (0.2) (1.7) (6.9) (0.3)
0.1 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 0.0 － 0.0 － － 0.0 0.0 － 0.0

(18.6) (12.3) － － (4.0) (0.0) (15.8) (8.9) － (10.7) － － (0.2) (3.8) － (1.6)
0.0 － － － － 0.0 0.0 0.0 － － － － 0.0 0.0 0.0 －

(18.2) － － － － (4.7) (9.4) (5.5) － － － － (0.6) (2.0) (11.4) －

2.8 0.4 -0.1 2.6 -0.4 -0.2 0.1 -0.4 0.0 -0.1 0.3 -0.7 0.1 0.2 -1.1 0.3
(305.2) (48.8) -(12.8) (280.8) -(47.1) -(16.8) (16.4) -(49.2) (3.9) -(6.7) (30.8) -(74.2) (11.2) (26.3) -(123.3) (30.5)

眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 麻酔科 リハビリテーション科 入院計
0.7 1.2 0.5 0.6 2.8 72.0

(0.7) (1.2) (0.5) (0.6) (2.8) (72.0)

0.6 1.0 0.3 1.9 2.3 68.2
(0.6) (1.0) (0.3) (1.9) (2.4) (68.9)
0.3 0.5 0.2 1.2 1.5 33.9

(0.7) (1.1) (0.4) (2.3) (3.0) (68.2)
0.1 0.2 0.1 0.5 0.3 18.5

(0.3) (0.8) (0.2) (1.9) (1.1) (75.3)
0.1 0.2 0.1 0.2 0.5 11.9

(0.5) (0.9) (0.4) (1.1) (2.5) (64.3)
0.0 0.1 0.0 0.1 0.1 3.7

(0.6) (1.0) (0.5) (1.9) (1.8) (62.0)
0.0 0.0 － － － 0.2

(0.0) (0.4) － － － (76.3)
0.0 0.0 0.0 － － 0.0

(1.0) (2.4) (2.1) － － (57.1)
0.2 0.3 0.2 -1.3 0.5 3.7

(20.5) (30.4) (21.9) -(144.9) (53.4) (405.0)
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内科 精神科 神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 外科 整形外科 形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外科 皮膚科 ひ尿器科
8.7 0.2 1.0 1.4 3.5 1.1 0.7 2.2 1.8 0.5 － 0.7 0.1 0.1 0.3 1.8

(8.7) (0.2) (1.0) (1.4) (3.5) (1.1) (0.7) (2.2) (1.8) (0.5) － (0.7) (0.1) (0.1) (0.3) (1.8)

6.9 0.1 0.7 0.6 3.2 1.0 0.8 2.5 3.1 1.1 0.0 1.4 0.1 0.2 0.5 2.0
(7.0) (0.1) (0.7) (0.7) (3.2) (1.0) (0.8) (2.5) (3.2) (1.1) (0.0) (1.4) (0.1) (0.2) (0.5) (2.0)

3.7 0.1 0.3 0.4 1.4 0.6 0.4 1.2 1.7 0.8 0.0 0.6 0.1 0.1 0.3 0.9
(7.4) (0.1) (0.5) (0.7) (2.9) (1.1) (0.8) (2.4) (3.4) (1.5) (0.0) (1.2) (0.1) (0.3) (0.6) (1.7)

1.4 0.0 0.3 0.1 0.9 0.1 0.0 0.7 0.5 0.2 － 0.5 0.0 0.0 0.0 0.6
(5.5) (0.1) (1.3) (0.5) (3.8) (0.2) (0.2) (3.0) (2.1) (0.6) － (2.0) (0.0) (0.0) (0.1) (2.4)

1.4 0.0 0.1 0.1 0.7 0.3 0.2 0.4 0.7 0.2 0.0 0.2 0.0 0.0 0.1 0.4
(7.7) (0.2) (0.6) (0.8) (3.6) (1.6) (1.2) (2.3) (3.6) (0.9) (0.2) (1.1) (0.2) (0.2) (0.8) (2.1)

0.4 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.1 0.1 0.2 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1
(7.0) (0.4) (0.6) (0.7) (2.7) (1.2) (1.0) (2.0) (4.1) (0.7) (0.1) (1.1) (0.2) (0.2) (0.8) (2.1)

0.0 － 0.0 － － － 0.0 0.0 0.0 0.0 － 0.0 － － 0.0 0.0
(4.8) － (0.1) － － － (1.2) (4.5) (3.6) (0.6) － (1.5) － － (1.5) (2.4)

0.0 － － － － － 0.0 0.0 0.0 － － － － － 0.0 0.0
(11.4) － － － － － (3.0) (3.5) (3.7) － － － － － (2.2) (2.2)

1.8 0.1 0.2 0.7 0.3 0.1 -0.1 -0.2 -1.4 -0.6 -0.0 -0.6 -0.0 -0.1 -0.2 -0.2 
(197.5) (9.7) (24.8) (78.5) (32.4) (15.2) -(6.0) -(25.9) -(150.7) -(70.9) -(4.6) -(69.5) -(1.2) -(12.9) -(25.8) -(20.8)

産婦人科 婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 麻酔科 リハビリテーション科 外来計
0.5 0.3 1.5 0.8 0.6 0.0 0.4 28.0 100.0

(0.5) (0.3) (1.5) (0.8) (0.6) (0.0) (0.4) (28.0) (100.0)

1.2 0.6 1.8 1.0 1.1 0.1 0.8 30.8 99.1
(1.2) (0.6) (1.8) (1.0) (1.1) (0.1) (0.8) (31.1) (100.0)

0.7 0.4 1.0 0.5 0.4 0.0 0.4 15.8 49.7
(1.4) (0.7) (2.1) (1.1) (0.9) (0.1) (0.7) (31.8) (100.0)

0.1 0.1 0.2 0.1 0.3 0.0 0.0 6.1 24.5
(0.2) (0.4) (0.6) (0.4) (1.1) (0.0) (0.1) (24.7) (100.0)

0.3 0.1 0.4 0.3 0.2 0.0 0.2 6.6 18.5
(1.7) (0.6) (2.1) (1.4) (1.3) (0.2) (1.3) (35.7) (100.0)

0.1 0.0 0.2 0.1 0.1 0.0 0.2 2.3 6.0
(2.0) (0.5) (2.7) (1.6) (2.4) (0.1) (3.7) (38.0) (100.0)

－ 0.0 － 0.0 － － － 0.1 0.3
－ (1.5) － (1.9) － － － (23.7) (100.0)

0.0 － 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1
(4.4) － (3.2) (2.2) (3.3) (2.0) (1.6) (42.9) (100.0)

-0.7 -0.3 -0.3 -0.2 -0.5 -0.1 -0.4 -2.8 0.9
-(77.3) -(32.5) -(32.5) -(24.8) -(52.3) -(7.3) -(48.2) -(305.0) (100.0)

三次配賦

三次配賦
外来部門

給与費

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額

合計

外来部門

医業収益

医業費用

材料費

経費

減価償却費

収支差額

本部費

役員報酬

 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合）

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
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２.特殊原価調査 

手術、検査、画像診断部門のそれぞれについて、給与費、材料費についてサービス

種類ごと病院ごとに等価係数を作成した。 

図表 3 サービス種類別医療機関別等価係数一覧（画像診断部門・給与費） 

 
  

サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

E000 透視診断 0.59 3.00 4.60 1.11 9.76 3.30 2.12 11.16 1.21 1.12

E001 写真診断 0.20 0.75 0.30 1.11 1.45 0.22 - 2.62 0.01 - 

E002 撮影 0.50 0.75 0.30 0.33 1.00 2.00 - 3.00 0.02 0.48

E003 造影剤注入手技 2.28 3.00 1.09 0.28 1.95 41.37 0.62 63.66 0.03 - 

E004 基本エックス線診断料 - - 0.30 - - - - - - - 

E100 
シンチグラム(画像を伴う

もの) 
- - - - 3.00 - - - 0.19 - 

E101 
シングルホトンエミッション

コンピューター断層撮影 
- - - - 3.00 - - - 0.05 - 

E101-2 ポジトロン断層撮影 - - - - - - - - - 2.28

E102 核医学診断 - - - - 2.91 - - - 0.04 - 

E200 コンピューター断層撮影 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

E201 
非放射性キセノンの脳血

流動態検査 
- - 4.00 1.33 - - - - - - 

E202 
磁気共鳴コンピューター

断層撮影 
2.00 1.00 0.97 1.33 2.00 2.00 1.84 2.50 0.33 0.64

E203 コンピューター断層診断 0.99 0.87 - 2.23 2.91 1.10 - 13.10 0.49 - 

 
３.配賦基準の変更による収支計算結果への影響に関する分析 

平成１５年度調査研究に対し、平成１６年度調査研究では二次配賦基準を変更した

ことによる影響を分析した。また、三次配賦における等価係数を用いた手法と、診療

報酬点数比率を用いた手法について比較を行った。何れの比較も収支計算結果を用い

て行った。 

図表 4 二次配賦基準を変更した場合の配賦状況の違い 

 

注 1：各セルには、特定サービス種類（E200 コンピューター断層撮影）を 1 とした場合の比率を表示。

注 2：“－”は数値のない項目を表す。 

44.3

44.2

21.0

20.6

34.7

35.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H15年度

H16年度

入院部門 外来部門 中央診療部門

物品払出し量比率で比較した場合の配賦状況医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合 

（補助・管理部門→入院部門・外来部門・中央診療部門） 
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IV.平成１７年度調査研究に向けて 

１.一般原価調査 

（１）入力ファイルおよびレセプト・データに関する調査 

調査における直課項目を給与費、医薬品費に限定し、物品払出し量、端末台数につ

いては調査項目から削除する。なお、レセプト・データについては、引き続き電算化

された病院に限って調査の対象とする。 

（２）医師勤務時間調査 

各病院で把握している医師勤務時間データ等を活用した簡易な方法を採用し、一部

の病院に限って、詳細調査と簡便調査の両方を実施する。 

（３）当該病院固有の診療科と基本診療科との対応 

平成１６年度調査研究では、当該病院の固有な診療科と、内科・外科等の基本診療

科とは必ずしも対応しなかった。特に例えば｢脳卒中センター｣等の方式を採用してい

る病院について、対応しなかった。そこで、平成１７年度調査研究においては、当該

病院固有の診療科にまず内科、外科などの基本診療科と対応させ、それができないセ

ンター方式の場合は、当該センターの基本診療科ごとの医師人数を把握し、その人数

に従って按分することによって、全体と比較できるようにする。但し、標榜科目とし

て認められている循環器科等については、個別に集計するとともに、基本診療科の内

科としても集計して、比較できるようにする。 

２.特殊原価調査 

（１）減価償却費の把握 

平成１６年度調査研究では、手術、検査、画像診断に係る診療報酬点数表区分別の

給与費、材料費（薬剤点数、特定保険医療材料点数）の収集を行った。しかし、これ

らについて減価償却費を把握していない。 

そのため、平成１７年度調査研究では、手術、検査、画像診断に係る減価償却費の

収集を行うこととする。その際、手術、検査、画像診断に係る医療機器について、診

療報酬上の区分、例えば MRI や CT 等、にそれぞれ従ってリース料または購入価格と

購入年、さらには保守契約料について把握する方法を検討する。なお、各機材の具体

的な機種名等は調査の対象としない。 

（２）サービス単位の検討 

平成１６年度調査研究では、等価係数のサービス単位を診療報酬点数表区分とした

が、レセプトの電算化が定着しているので、診療行為コードに主眼を置いた、等価係

数の作成についても検討する必要がある。 
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1.1. 目的 

「健康保険法等の一部を改正する法律（平成１４年法律第１０２号）」の附則に基

づいて、平成１５年３月に「健康保険法等の一部を改正する法律附則第２条第２項

に基づく基本方針（医療保険制度体系及び診療報酬体系に関する基本方針につい

て）」が策定された。ここでは、診療報酬体系の見直しの方向性として、「医療機関

のコスト等の適切な反映」が示された。具体的には、「入院医療について必要な人員

配置を確保しつつ、医療機関の運営や施設に関するコスト等に関する調査・分析を

進めるとともに、医療機関等の機能の適正な評価を進める」とされた。 

 

この方針を踏まえ、平成１５年度調査研究では、医療機関の部門別コストを把握

するための統一的手法開発を目的に、複数の医療機関を対象に「一般原価調査」（収

益、コストデータを収集し、階梯式配賦を行い、入院、外来、診療科別の部門別収

支計算を行う）を試行し、レセプト･データ等を用いた統一的原価計算手法の整理と

その課題の把握を行った。 

 

平成１６年度調査研究は、部門別の統一的収支計算方法の確立と、データ収集を

通じて診療報酬改定が病院経営に与える影響を測定するための分析手法の確立、基

盤作りを目的とした。具体的には、１）対象病院数を拡大した上で、精度の高い部

門別収支計算を行うための手法間の比較を行う「一般原価調査」とともに、２）手

術、検査および画像診断部門に計上・配賦された費用を入院、外来部門の診療科に

階梯配賦するための係数を得るための「特殊原価調査」を実施した。 
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1.2. 実施体制 

調査研究の実施にあたっては、調査委員会を設け調査内容の検討を行った。 

なお、上記調査委員会内に、調査内容、分析内容の詳細を検討する作業委員会を

設けた。 

図表 1-1 調査委員会 委員一覧 

委 員 名 所     属 

◎ 池上 直己 慶應義塾大学医学部教授 
  荒井  耕 大阪市立大学大学院経営学研究科助教授（※） 
  池田 俊也 慶應義塾大学医学部専任講師（※） 
  猪口 雄二 医療法人財団 寿康会病院 理事長・院長 
  川合 弘毅 医療法人若弘会 理事長 
  高木 安雄 九州大学大学院医学研究院教授 
  日野 頌三 特定医療法人頌徳会 理事長 
  平川 淳一 医療法人社団光生会 平川病院 院長 

渡辺 明良 聖路加国際病院 人事課 課長（※） 

◎ 調査委員会委員長 （※）作業委員会委員  

 

 

 

1.3. 調査対象 

調査対象の病院は、以下の条件を勘案して決定した。 

１）レセプト・データをレセプト電算処理フォーマット形式で提出することが可

能な病院 

２）病床種類が一般病床で構成されている病院 

３）病床規模の違いによる特性の違いが明確になるように、許可病床数２００床

以上、未満の病院が複数施設ずつ含まれていること  

加えて、手術部門の特殊原価調査を行うことから、手術実施件数及び種類数の多

い病院を対象に加えた。 
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図表 1-2 対象病院の概要と参加した調査 

No 病院名 許可病床数 標榜診療科数 一般原価調査 特殊原価調査 

1 Ａ病院 97 床 13 診療科 ○ ○ 

2 Ｂ病院 161 床 23 診療科 ○ ○ 

3 Ｃ病院 199 床 19 診療科 ○ ○ 

4 Ｄ病院 274 床 16 診療科 ○ ○ 

5 Ｅ病院 304 床 18 診療科 ○ ○ 

6 Ｆ病院 349 床 17 診療科 ○ ○ 

7 Ｇ病院 360 床 15 診療科 ○ ○ 

8 Ｈ病院 500 床 22 診療科 ○ ○ 

9 Ｉ病院 520 床 1 29 診療科 ○ ○ 

10 Ｊ病院 592 床 2 24 診療科 ○ ○ 

11 Ｋ病院 465 床 13 診療科 － ○ 

12 Ｌ病院 925 床 3 36 診療科 － ○4 

 
1.4. 調査内容 

本調査研究は、一般原価調査と特殊原価調査から構成されている。 

「一般原価調査」は病院の診療科別収支計算を行うことを目指した。収支計算に

際して、病院内の各部門で実際に発生した費用のうち直接把握できる費目について

は、該当部門にその値を直接積み上げる「直課」を行った。直接結びつけられない

費目は、基準値を用いて按分しその値を各部門に積み上げる「配賦」を行った。 

なお、収支計算の単位として、調査対象病院の各部門を入院部門、外来部門、中央

診療部門および補助・管理部門に分類し用いた。それぞれの部門に収益、費用を計

上した後、病院全体に係るサービスを提供している補助・管理部門に計上された費

用を収益部門（入院部門、外来部門、中央診療部門）に「階梯配賦」する二次配賦、

中央診療部門に計上された収益、費用をその他の収益部門（入院部門、外来部門）

に再度階梯配賦する三次配賦を行い、最終的に入院、外来診療科別の収支計算結果

を算出した。 

                                            
1 レセプト・データについては収集せず 
2 感染症病床6床を含む 
3 精神病床40床、結核病床80床を含む 
4 手術部門のみ調査協力 
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「特殊原価調査」は三次配賦における配賦の為の基準値「等価係数」について、

診療報酬点数表区分ごとに作成することを目指した。具体的には、病院内の手術、

検査および画像診断部門に投入された給与費、材料費を、診療報酬点数表区分ごと

に把握し算出した作成した「等価係数」は、三次配賦の際に、配賦先の収益部門に

おける診療行為回数に乗じて、各収益部門における配賦の為の比率を算出し、さら

に、二次配賦後の手術、検査、画像診断部門の給与費、材料費に乗じて、配賦を行

った。 

それぞれの調査における平成１６年度調査研究の検討事項は以下のとおりであっ

た。 

1.4.1. 一般原価調査 

統一的な原価計算手法の開発に関する検討として以下の二点に取組んだ。 

１）部門間の医師勤務時間の把握方法 

２）補助・管理部門に計上された費用を配賦するための基準の検討 

1.4.2. 特殊原価調査 

診療報酬点数表区分（例：Ｋ○○○、Ｄ○○○、Ｅ○○○）を単位として、その

実施に要する給与費および材料費のデータを収集した。 

病院別に資源投入量に応じた等価係数の調査について取組んだ。 

図表 1-3 階梯配賦の流れ 
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1.5. 調査のながれ 

1.5.1. 集計結果作成までのながれ 

 

①入力シート

②医師勤務時間調査票（方法１，２）

③特殊原価調査票（一次）

④レセプト・データの提出方法

①特殊原価調査（二次）

＜成果物＞
・入院、外来、診療科別患者一人当たり原価
・手術等価係数
・検査等価係数
・画像診断等価係数
・各種シミュレーション結果

Ⅰ　調査対象病院の選定・依頼

Ⅱ　調査票の作成

Ⅲ　調査実施説明会の開催

Ⅳ　データ作成・回収

Ⅴ　照会、データ修正依頼、特殊原価二次調査

Ⅵ　データ集計、分析

 

⇒ 

個別訪問を通じて１２病院の調査参

加の承諾を得る。 

⇒ 

一般原価調査、特殊原価調査におい

て必要なデータを収集するための調

査票を作成。 

 

⇒ 

調査方法、スケジュール等に関する

説明ならびに質疑応答。 

 

⇒ 

対象病院においてデータ作成作業を

行い、完了後回収。 

⇒ 

回収されたデータについて内容確認

を行うとともに、必要に応じ修正依

頼を実施。特殊原価二次調査票の配

付と回収も実施。 

⇒ 

完成したデータセットをもとに等価

係数ならびに一般原価計算を実施。

計算過程において各種シミュレーシ

ョンも実施。
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1.5.2. 原価計算プログラムのながれ 

ﾚｾﾌﾟﾄ・データ集計結果
（診療行為コードごとの
点数、回数）

等価係数作成　処理

「一般原価調査」
入力シート②
・人件費データ

「一般原価調査」
入力シート⑥
・基本情報
（職員数、物品払出
量など）

「医師勤務時間調
査」
データ

検査委託費単価表
データ

「特殊原価調査」
（手術、検査等の実施
状況、給与費情報な
ど）

1次計上　処理

2次配賦処理

1次計上結果表

2次配賦結果表

3次配賦処理

3次配賦結果表

『特殊原価調査』

『一般原価調査』

等価係数集計結果表

「一般原価調査」
入力シート①③④⑤
・部門設定
・収支データ
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1.6. 本調査研究の特徴 

本調査研究の特徴としては以下の三点があげられる。 

 

１）診療科別に入院、外来部門の収支計算が行える。また、診療科別の入院診療

収益および外来診療収益について、入院料等の分析方法検討に資するものと

できる。 

 
２）統一的な計算方法に基づき、部門別収支の計算を行っている。そのため、計

算結果の施設間比較が行える。 

 
３）手術室、検査室、画像診断室に計上、配賦された費用を入院、外来の各診療

科に再配賦する際に、サービス別の等価係数を用いて費用配賦を行っている。

こうした方法により、実際に提供されたサービス種類とその件数を勘案した

費用配賦を行うことが可能となり、部門別収支計算の精度向上が図られる。 
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第2章 調査研究の方法 
 



 - 10 - 

2.1. 一般原価調査 

一般原価調査は、部門別収支計算を行うために必要な各種データを収集し、最終

的には入院、外来診療科別の収支計算を行うことを目的とした。 

一般原価調査の実施方法は以下のとおりであった。 

 

 

2.1.1. 入力ファイル 

一般原価調査は、部門別収支計算を実施するために必要な収益、費用データ、部

門設定に関する情報等を把握することを目的とした。調査の概要は以下のとおりで

あった。 

 

図表 2-1 一般原価調査の概要 

調 査 方 法 磁気式入力ファイルへの入力方式 

調査対象時期 平成１６年６月分 

調 査 項 目  

 入力ファイル① 部門設定に関する情報、施設全体収支データ 

 入力ファイル② 医業収益、給与費の直接計上（一次計上） 

 入力ファイル③ 材料費の直接計上（一次計上） 

 入力ファイル④ 経費、委託費、研究研修費の直接計上（一次計上） 

 入力ファイル⑤ 減価償却費の直接計上（一次計上） 

 入力ファイル⑥ 基礎情報 

注 1：対象病院の会計管理の仕組みによっては、調査期間にデータを整理することが

難しい項目もみられた。そこで斜体字は入力必須項目とし、それ以外の項目に

ついては、任意とした。 
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2.1.2. レセプト・データ 

部門別収支計算において各種収益、費用データを配賦する際の係数を作成するた

めに必要なレセプト・データの提供を求めた。 

調査の概要は以下のとおりであった。 

図表 2-2 レセプト・データの提供 

提 供 形 式 
レセプト電算処理システム記録条件仕様 
「共通部分」および「摘要情報部分」の磁気ファイル 

調査対象時期 平成１６年６月分 

調 査 対 象 入院、入院外患者全数 

 
図表 2-3 レセプト電算処理システム記録条件仕様 

◆共通部分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆摘要情報部分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

医療機関情報
レコード

レ
コ
ー

ド

識
別
情
報

審
査
支
払
機
関

都
道
府
県

点
数
表

医
療
機
関
コ
ー

ド

診
療
科
コ
ー

ド

医
療
機
関
名
称

請
求
年
月

マ
ル
チ
ボ
リ

ュ
ー

ム識
別
情
報

（記録例） IR 1 01 1 3512040 01 41506 00

レセプト共通
レコード

レ
コ
ー

ド

識
別
情
報

レ
セ
プ
ト
番
号

レ
セ
プ
ト
種
別

診
療
年
月

氏
名

男
女
区
分

生
年
月
日

給
付
割
合

入
院
年
月
日

病
棟
区
分

一
部
負
担
金
・

食
事
療
養
費
・

標
準
負
担
額
区
分

レ
セ
プ
ト
特
記
事
項

病
床
数

カ
ル
テ
番
号
等

割
引
点
数
単
価

自
己
負
担
区
分

処
方
せ
ん
交
付
区
分

項目
レコード名

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

診療行為
レコード

レ
コ
ー

ド

識
別
情
報

診
療
識
別

負
担
区
分

診
療
行
為

コ
ー

ド

数
量
デ
ー

タ

点
数

回
数

（記録例） SI 24 1 120001110 7 5

医薬品
レコード

レ
コ
ー

ド

識
別
情
報

診
療
識
別

負
担
区
分

医
薬
品

コ
ー

ド

使
用
量

点
数

回
数

（記録例） IY 21 1 611140432 30.000 20 4

特定器材
レコード

レ
コ
ー

ド

識
別
情
報

診
療
識
別

負
担
区
分

特
定
器
材

コ
ー

ド

使
用
量

点
数

回
数

単
位
コ
ー

ド

単
価

特
定
器
材
名
称

（記録例） TO 1 733070000 1.000 249 001 009 2490.00

コメント
レコード

レ
コ
ー

ド

識
別
情
報

診
療
識
別

負
担
区
分

コ
メ
ン
ト

コ
ー

ド

文
字
デ
ー

タ

（記録例） CO 33 1 810000001 ニプロバイオラインカテーテルキット（中心静脈カテ・標準

項目レコード名
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2.1.3. 医師勤務時間調査 

部門別収支計算において、医師人件費を各部門に計上する際の係数を得るために

医師の勤務時間を調査した。調査の概要は以下のとおりであった。 

対象病院に勤務する医師全員に対して、常勤・非常勤を問わず調査を実施した。 

調査に当たっては、医師への負荷を考慮し、調査期間内の１日の勤務実態（勤務

場所と勤務時間）を各医師が概ね３０分単位で記入する方法のほかに、医師には病

棟・手術室・検査室・画像診断室のみの通算勤務時間を記入してもらう簡易な方法

も提示して、調査対象病院の選択制にした。 

 

図表 2-4 医師勤務時間調査の概要 

調査期間 平成１７年３月の連続する１週間 

調査対象 調査対象病院に勤務する全医師 
（常勤・非常勤を問わない） 

調査方法 

各病院が、２種類の方法のうちいずれかを選択し実施した。 
方法１ 
記入者は医師本人とする。７日間の勤務実態（勤務場所と勤務時

間）を、各医師が概ね３０分単位で毎日記入する。また入院患者１

回当たりの平均回診時間、同平均処置時間を記入。 
 
 

方法２ 
＜医師記入欄＞ 

病棟業務、手術、検査・画像診断のそれぞれにに投入した時間の

1 日合計値を７日分記入する。 
＜事務部門記入欄＞ 
外来勤務時間、会議時間、院外活動時間の 1 日合計値を７日分記

入する。また、入院患者について病棟×診療科別に当該医師が主治

医として担当する患者数、治療を担当する患者数を各々記入する。
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図
表

 2
-5
 

医
師
勤
務
時
間
調
査
票
（
方
法
１
）

 

●
 
お

手
数

で
す
が

7
日

分
（

1
週

間
分

）
の

勤
務

時
間
の
概
数
を
①
か
ら
⑩
の
カ
テ
ゴ
リ
別
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
（

30
分

単
位

程
度

で
結

構
で

す
。
よ
り

細
か

く
書

い
て

頂
い

て
も

差
し

支
え

あ
り

ま
せ

ん
）
。
な
お

、
調

査
票

1
枚

は
1
日

分
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 
●

 
①

か
ら

⑩
の

各
項

目
に

含
ま

れ
る

勤
務

時
間

の
範

囲
は
下
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 
●

 
本

調
査

票
は

回
収

後
全

て
デ

ー
タ

化
さ

れ
診

療
科

別
の
勤
務
時
間
平
均
値
を
算
出
し
、
医
師
給
与
費
の
配
賦
係
数
を
作
成
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
お

り
ま

す
。
そ

の
た

め
、
記

入
者

個
人

に
ご

迷
惑

を
お
か

け
す

る
こ

と
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

カ
テ

ゴ
リ

 
含

ま
れ

る
業

務
の
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①
外
来
勤
務
時
間

 
（

診
療

科
名

を
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・
 
外
来
で
行
う
業
務
一
般
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作
業
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・
 
必
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名
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さ

い
 

②
手
術
室
勤
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時
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・
 
手
術
室
で
行
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業
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一
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等
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※
手
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室
以
外
で
行
わ
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「
手
術
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数
表
に
お
い
て

K
コ
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と
し
て
分
類
さ
れ
る
行
為
）
は
別
途
調
整
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
手
術
室
内
で

勤
務
さ
れ
た
時
間
の
み
を
対
象
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
検
査
室
勤
務
時
間

 
・
 
検
査
室
で
行
う
業
務
一
般
（
事
務
作
業
等
を
含
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）

 
※
検
査
室
以
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「
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為
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室
内
で

勤
務
さ
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時
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の
み
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対
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と
し
て
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さ
い
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④
画
像
診
断
室
勤
務
時
間

 
・
 
画
像
診
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室
で
行
う
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一
般
（
事
務
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等
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※
画
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以
外
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診
療
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点
数
表
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E
コ
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ド
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れ
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行
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画

像
診
断
室
内
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勤
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さ
れ
た
時
間
の
み
を
対
象
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑤
入

院
患

者
の

診
療

等
に

関
わ

る
勤

務
時
間
（

病
棟

名
を

記
入

）
 

・
診

察
、

回
診

、
病

棟
内

検
査

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

、
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テ
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示
票

作
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入
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⑥
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法
２
）
 

記
入

日
 

 
2
0
0
5

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

 
日

 

診
療

科
名

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
／

年
齢

（
 

 
 

 
 

歳
）
 

Ａ
．
部
門
別
勤

務
時
間
 

 
1
日
目
(
 
/
 
)
 

2
日
目
(
 
/
 
)
 

3
日
目
(
 
/
 
)
 

4
日
目
(
 
/
 
)
 

5
日
目
(
 
/
 
)
 

6
日
目
(
 
/
 
)
 

7
日
目
(
 
/
 
)
 

①
病
棟
勤

務
時
間
 

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分
 

②
手
術
時

間
 

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分
 

③
検
査
時

間
 

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分
 

④
画
像
診

断
時
間
 

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分
 

※
以

下
は

事
務

部
門
で
想
定

時
間
を

入
れ
ま
す
 

 
 

 
 

 
 

 

⑤
外
来
勤

務
時
間
 

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分
 

⑥
会
議
時

間
 

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分
 

⑦
院
外
活

動
時
間
 

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間

 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分

時
間
 
 

 
分
 

【
記
入
方
法
の
ご
説
明
】

 
・
 
連
続
す
る

1
週
間
を
対
象
に
上
記
①
か
ら
④
の
勤
務
時
間
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 
・
 
記
載
に
あ
た
っ
て
は
、
勤
務
終
了
後
の
思
い
出
し
方
式
で
実
施
し
て
頂
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

 
・
 
本
調
査
は
医
師
給
与
費
の
配
賦
係
数
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

30
分

単
位

の
凡

そ
の

時
間

を
ご

記
入

頂
け

れ
ば

結
構

で
す

。
 

＜
カ
テ
ゴ
リ
の
説
明
＞

 
①
 
病
棟
勤
務
時
間
：
入
院
患
者
に
対
す
る
診
察
、
回
診
、
病
棟
内
検
査
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
カ
ル
テ
作
成
、
指
示
票
作
成
、
診
察
記
録
 
等
（
入

院
患

者
に

対
し

て
外

来
で

行
う

検
査

等
に

つ
い

て
は

こ
こ

に
含

め
て

く
だ

さ
い

）
に

投
入

し
た

時
間

を
指

し
て

い
ま

す
。

な
お

、
医

局
に

お
い

て
同
様
の
業
務
を
行
っ
た
場
合
に
は
病
棟
勤
務
時
間
に
含
め
て
く
だ
さ
い
。

 
②
 
手
術
時
間
：
手
術
室
で
行
っ
た
業
務
（
事
務
作
業
等
を
含
む
）
に
投
入
し
た
時
間
を
指
し
て
い
ま
す
。
手
術
室
以
外
で
行
わ
れ
た
「
手
術
」
（

診

療
報
酬
点
数
表
に
お
い
て

K
コ
ー
ド
と
し
て
分
類
さ
れ
る
行
為
）
は
別
途
調
整
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
手
術
室
内
で
勤
務
さ
れ
た
時
間
の
み
を

対
象
と
し
て
く
だ
さ
い
。
調
査
対
象
期
間
中
に
な
け
れ
ば

0
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 
③
 
検
査
時
間
：
検
査
室
で
行
っ
た
業
務
（
事
務
作
業
等
を
含
む
）
に
投
入
し
た
時
間
を
指
し
て
い
ま
す
。
検
査
室
以
外
で
行
わ
れ
た
「
検
査
」
（

診

療
報

酬
点

数
表

に
お

い
て

Ｄ
コ

ー
ド

と
し

て
分

類
さ

れ
る

行
為

）
は

別
途

調
整

す
る

た
め

、
こ

こ
で

は
検

査
室

内
で

勤
務

さ
れ

た
時

間
の

み
を

対
象
と
し
て
く
だ
さ
い
。
調
査
対
象
期
間
中
に
な
け
れ
ば

0
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
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 ④
 
画

像
診

断
時

間
：

画
像

診
断

室
で

行
っ

た
業

務
（

事
務

作
業

等
を

含
む

）
に

投
入

し
た

時
間

を
指

し
て

い
ま

す
。

画
像

診
断

室
以

外
で

行
わ

れ

た
「
画
像
診
断
」（

診
療
報
酬
点
数
表
に
お
い
て

E
コ

ー
ド

と
し

て
分

類
さ

れ
る

行
為

）
は

別
途

調
整

す
る

た
め

、
こ

こ
で

は
画

像
診

断
室

内
で

勤
務
さ
れ
た
時
間
の
み
を
対
象
と

し
て
く
だ
さ
い
。
調
査
対
象
期
間
中
に
な
け
れ
ば

0
と
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

 
  

B
．
主
治
医
な

ら
び
に
治
療
担
当
を
さ
れ
て
い
る
入
院
患
者
数
 

 
病

棟
名

（調
査

1
日

目
時

点
の

入
院

患
者

数
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

） 

診
療

科
名

 
西

３
階

 
東

４
階

 
西

４
階

 
東

５
階

 
西

５
階

 

0
1

内
科

 
主

治
医

 
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

 
人

0
2

呼
吸

器
科

 
主

治
医

 
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

 
人

0
3

消
化

器
科

（
胃

腸
科

）
 

主
治

医
 

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
 

人

0
4

循
環

器
科

 
主

治
医

 
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

 
人

0
5

小
児

科
 

主
治

医
 

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
 

人

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
6

歯
科

口
腔

外
科

 
主

治
医

 
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

人
主

治
医

人
担

当
人

主
治

医
人

担
当

 
人

   

C
．
1
回
当
た

り
の
回
診
時
間
 

●
入
院
患
者

1
回
当
た
り
の
平
均
的
回
診
時
間
 
 
 
 
 
 
分
 

 ●
入
院
患
者

1
回
当
た
り
の
平
均
的
処
置
時
間
 
 
 
 
 
 
分
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2.1.4. 部門別収支計算の方法 

2.1.4.1. 原価計算のながれ 

本調査研究は、入院部門、外来部門の各診療科を最終集計単位とした。 

部門別収支計算は、一次計上、二次配賦、三次配賦の３つの段階から構成されて

いる。計算に先立ち部門設定を行った。具体的には、病院を構成している各部門（例：

病棟、外来診療室、手術室、総務課 等）を入院部門、外来部門、中央診療部門、

補助・管理部門の４つの部門にふりわけた。その後、病院全体にかかるサービスを

提供している補助・管理部門から順番にその他の部門に段階的に配賦を行い、収支

計算を行った。この方法を階梯式配賦と表現している。 

各段階の概要と考え方は以下のとおりであった。 

 

○一次計上：病院を構成している各部門を入院部門、外来部門、中央診療部門、補

助・管理部門の４部門に分類し、それぞれの部門で発生した収益、費

用を計上するステップである。 

 
○二次配賦：一次計上の段階で補助・管理部門に計上された費用を医業収益が発生

している入院部門、外来部門、中央診療部門に階梯配賦するステップ

である。 

 
○三次配賦：中央診療部門に一次計上された収益、費用、ならびに二次配賦の段階

で補助・管理部門から中央診療部門に階梯配賦された費用を入院部門、

外来部門の診療科に階梯配賦するステップである。 

 

図表 2-7 部門設定の例 

部 門 含まれる部門例 

入 院 部 門 A 病棟、B 病棟、C 病棟 等 
※病棟別の患者別主たる診療科についても合わせて調査 

外 来 部 門 内科、外科、小児科 等 

中 央 診 療 部 門 手術室、検査室、画像診断室、リハビリテーション室 
、薬剤部、栄養課、地域連携室 等 
診療支援系 医事、用度、情報管理 

補助・管理部門 
運営管理系 総務、施設管理、図書室 
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図表 2-8 階梯式配賦のながれ 

＜一次計上＞ 
以下４部門に収益、費用を計上する。 
入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 

内
科 

外
科 

・
・
・ 

内
科 

外
科 

・
・
・

手
術

検
査

画
像
診
断

・・・

診
療 

支
援
系 

運
営 

管
理
系 

＜二次配賦＞ 
補助・管理部門の費用を入院部門、外来部門、中央診療部門
へ配賦する。 
入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 

内
科 

外
科 

・
・
・ 

内
科 

外
科 

・
・
・

手
術

検
査

画
像
診
断

・・・

診
療 

支
援
系 

運
営 

管
理
系 

           

＜三次配賦＞ 
中央診療部門の費用を入院部門、外来部門へ配賦する。注１ 
入院部門 外来部門 中央診療部門 

内
科 

外
科 

・
・
・ 

内
科 

外
科 

・
・
・

手
術

検
査

画
像
診
断

・・・

      
      

 

 
 

注 1：手術、検査、画像診断については、等価係数により重み付けして配賦。他につ

いては、材料費以外の場合、レセプト上の特掲診療料区分別、診療科別に診療

実施回数に応じて配賦。材料費は、特定保険医療材料点数比に応じて配賦。 
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2.1.4.2. 部門別収支計算の方法 

本調査研究の部門別収支計算の方法は、平成１５年度調査研究（「医療機関の部門

別収支に関する調査研究のルールを踏襲しつつ（平成１５年３月財団法人医療経済

研究・社会保険福祉協会医療経済研究機構）」参照）、再度計算方法について有識者

による作業委員会を開催し決定した。 

本調査研究で実施した部門別収支計算の方法は、以下のとおりであった。 

 

①一次計上の方法 
○収益データは、各部門で発生した収益が直接把握されていればその値を直課。

直課されなかった収益は、診療報酬点数を集計し、点数比率を用いて入院部門、

外来部門、中央診療部門に計上（診療報酬点数の該当区分は、図表 2-11 参照）。 

 
○費用データは、各部門で発生した費用が直接把握されていればその値を直課。

直課されなかった費用は、費目別に設定された基準に則り計上。 

 
 
②二次配賦の方法 

○補助・管理部門を診療支援系及び運営管理系の２部門に大別し、それぞれに含

まれる部門（部署）に一次計上されていた値を、費目別に以下の配賦基準に基

づきそれぞれ配賦。 

 

図表 2-9 二次配賦の基準 

 補助・管理部門 

  診療支援系 運営管理系 

 医事 用度 情報管理 総務 施設管理 図書室 

給 与 費 
延べ患者数

比率 

物品払い出

し額比率 

端末台数 

比率 

職員数 

比率 

面積 

比率 

医師数 

比率 

材 料 費 － － － － － － 

経 費 

委 託 費 

研究研修費 

物品払い出

し額比率 

端末台数 

比率 

職員数 

比率 

面積 

比率 

医師数 

比率 

減価償却費 

延べ患者数

比率 

延べ患者数

比率 

延べ患者数

比率 

延べ患者数

比率 

延べ患者数

比率 

延べ患者数比

率 

本 部 費 

役 員 報 酬 
－ － － 職員数 

比率 
－ － 
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③三次配賦の方法 
○中央診療部門に一次計上、二次配賦時点で計上されていた値を、費目別に以下

の配賦基準に基づきそれぞれ配賦。 

 
○「手術」「検査」「画像診断」については、特殊原価調査のデータよりサービス

種類別に算定された重み付け係数（等価係数）を診療行為別実施回数に乗じて

診療科別に費用を配賦した（詳細は、「2.2 特殊原価調査」参照）。 

 

図表 2-10 三次配賦の基準 

  中央診療部門 

   手術 検査 画像診断 リハ 薬剤 人工透析 栄養 地域連携

入 院 収 益 

外 来 収 益 

そ の 他 の 

医 業 収 益 

診療報酬

手術 

点数比 

診療報酬

検査 

点数比

診療報酬

画像診断

点数比

給 与 費 

診療報酬

リハ 

点数比

診療報酬

薬剤 

点数比 

診療報酬

J038 

点数比 

医薬品費 

診療報酬

リハ 

薬剤点数

比 

診療報酬

薬剤 

薬剤点数

比 

診療報酬

J038 

薬剤点数

比 

給食用材料費 

診療報酬

リハ 

点数比

診療報酬

薬剤 

点数比 

診療報酬

J038 

点数比 

診療材料費

材 料 費 

医療消耗器具

備品費 

診療報酬

リハ 

特定保険

医療材料

点数比

診療報酬

薬剤 

特定保険

医療材料

点数比 

診療報酬

J038 

特定保険

医療材料

点数比 

診療報酬

点数比

診療報酬

B,C 点数

比 

経 費

委 託 費

研 究 研 修 費

減 価 償 却 費

手術 

等価係数 

× 

実施件数 

検査 

等価係数

× 

実施件数

画像診断

等価係数

× 

実施件数

延べ 

患者数

延べ 

患者数 

延べ 

患者数 

延べ 

患者数

 延べ

患者数 

本 部 費 － － － － － － － － 

役 員 報 酬 － － － － － － － － 
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図表 2-11 一次計上のルール 
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図表 2-12 階梯式配賦に用いた配賦基準 
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2.2. 特殊原価調査 

特殊原価調査は、手術、検査、画像診断部門で実施されたサービスについて種類

別に人件費、材料費といった資源投入量を把握することを目的に実施した。本調査

研究では、特殊原価調査を通じて作成されたサービス種類別の資源投入量を等価係

数と呼んでいる。 

等価係数は、一般原価調査の三次配賦の際に中央診療部門に属している手術、検

査、画像診断部門に計上されていた費用を入院部門、外来部門に再配賦する際に配

賦基準（係数）として用いている。 

特殊原価調査の実施方法は以下のとおりであった。 

 

 

2.2.1. 調査項目 

特殊原価調査は、一次調査と二次調査で構成されており、それぞれ以下の項目に

ついてデータ収集した。二次調査は手術ならびに院内検査、画像診断についてサー

ビス種類別に該当部門以外の場所でそのサービスが実施されている割合について記

入を求める調査である。 

調査対象期間は、平成１６年４月診療月分から平成１６年１２月診療月分の間で

１２月分から遡り提供可能な期間とした。 

 

2.2.1.1. 一次調査 

一次調査では、以下の３種類のデータ提供を求めた。 

【手術に関するデータ】 

データソース データ内容 代替可能なデータ内容 

関与医師数（麻酔医除く） 関与医師数（総数） 

執刀時間 手術時間（入室から退室まで） 

関与麻酔医数 関与医師数（総数） 

麻酔時間 手術時間（入室から退室まで） 

手 術 台 帳 

関与看護師数 － 

診療科情報 － 

診療行為コード － 
レセプト・データ 

医療保険請求薬剤・特定保険医

療材料の点数 
－ 

そ の 他 
※医療保険請求外薬剤・材料の

使用量 

（手術１件ごとではなく） 

該当月に手術室で使用した総量

でも可 

注：「請求外薬剤・材料の使用量」は把握可能な場合のみとした。 
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【給与費および薬剤・材料費に関するデータ】 

データソース データ内容 代替可能なデータ内容 

医師平均時給 

看護師平均時給 人事部門 

麻酔医平均時給 

各職種の平均月給および 

法定勤務時間 

用度部門 薬剤・材料購入価格 薬価に対する平均購入価格比率 

注：平均時給・平均月給を計算する際の給与費は、賞与および法定福利費を含む。 

 

【外部に委託している検査に関するデータ】 

データソース データ内容 

外注会社の価格表 
外注検査定価表 

※診療報酬点数区分Ｄコードとの対応関係を示したもの 

 

 

2.2.1.2. 二次調査 

○診療報酬点数の特掲診療料の区分に基づく、手術、検査、画像診断の各診療行

為が、該当部門以外の場所で実施される割合を調査することを目的としている。

例えば、「Ｄ２０６：心臓カテーテル法による諸検査」は、診療報酬点数表区分

では「検査」に分類されているが、実施場所は、手術室であることが多い。 

 

○こうした診療行為については、想定部門と異なる部門で実施された（通常され

る）割合について調査することによって、できる限り実際に費用が発生した部

門に、費用を配賦するための係数を得ることを目指している。 

 

【手術の実施場所に関するデータ】 

 データ内容 

診療行為別に該当病院で実

施されたＫコード別に回答 
部門別に実施した（通常行っている）割合を記入 
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【院内で実施している検査に関するデータ（実施場所含む）】 

データソース データ内容 代替可能なデータ内容 

診療行為別に該当病院で実

施されたＤコード別に回答 

検査を実施する場所の

内訳 
主に実施する場所 

検査に関与するスタッ

フの職種と人数 
検査に関与するスタッフの職種 

臨床検査技士等に記入依頼 
職種別の標準的な１回

あたり検査時間 

標準的な１回あたり検査時間 

（開始から終了まで） 

 

 

【画像診断に関するデータ（実施場所含む）】 

データソース データ内容 代替可能なデータ内容 

医事部門 診断を実施する場所の内訳 主に実施する場所 

診断に関与するスタッフの 

職種と人数 
診断に関与するスタッフの職種 

診療放射線技士 

などに記入依頼 職種別の標準的な１回あたり

診断時間 

標準的な１回あたり診断時間 

（開始から終了まで） 
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2.2.2. 等価係数の計算方法 

手術、検査、画像診断の等価係数を作成した。等価係数は、人件費と材料費につ

いてそれぞれ作成した。なお、検査については、検体検査を中心とした外部委託部

分の検査は、検査委託費の定価を等価係数として用いているため、人件費、材料費

を合わせた資源投入量の比率となっている。院内で実施される検査については、人

件費と材料費それぞれの等価係数を作成した。 

 

図表 2-14 等価係数の種類 

 種類 調査対象病院 

給与費等価係数 ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬ 

（計 12 病院） 
手 術 

材料費等価係数 ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬ 

（計 12 病院） 

検体検査 
（外部委託分） 

外注費等価係数 
（人件費＋材料費合計）

人件費等価係数 検 査 検体検査および 
検体検査以外 
（院内検査） 材料費等価係数 

給与費等価係数 
画像診断 

材料費等価係数 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＪＫ 

（計 1０病院） 
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2.2.2.1. 手術等価計数の計算方法 

 

【手術・給与費等価係数】 

例：K005（皮膚、皮下腫瘍摘出術（露出部））サービスの 1 回当たり給与費 

 
＝（K005 サービスに医師が関与する平均的な 1 回当たり執刀時間   ×医師時給） 

＋（K005 サービスに看護師が関与する平均的な 1 回当たり手術時間※※ ×看護師時給）
＋（K005 サービスに麻酔医が関与する平均的な 1 回当たり麻酔時間 ×麻酔医師時給）
＋・・・ 

 
※当該病院で実施された全てのＫコードについて上記と同じ方法により給与費比率を算出

後、特定のＫコードの給与費を 1.00 とし、他の手術サービスの給与費の比を出す。この
値が等価係数（手術・給与費）である。 

※※手術時間＝入室から退室までの時間 

【手術・材料費等価係数】 

例：K005（皮膚、皮下腫瘍摘出術（露出部））サービスの 1 回当たり材料費 
 
   ＝（K005 サービスに 1 回当たり使用した請求薬剤費 ＋ 特定保険医療材料費） 
  
※当該病院で実施された全てのＫコードについて上記と同じ方法により当該病院で実施さ

れた手術の材料費比率を算出後、特定のＫコードの材料費を 1.00 とし、他の手術サービ
スの材料費の比を出す。この値が等価係数（手術・材料費）である。 

 
 

2.2.2.2. 検査等価係数の計算方法 

 

【検査・給与費等価係数】 

例：D007（血液化学検査）サービスの 1 回当たり給与費 
 
＝（D007 サービスに医師が関与する平均的な 1 回当たり検査時間   ×医師時給） 

＋（D007 サービスに看護師が関与する平均的な 1 回当たり検査時間  ×看護師時給）
＋（D007サービスに検査技師が関与する平均的な1回当たり検査時間 ×検査技師時給）
＋・・・ 

  
※当該病院で実施された全てのＤコードについて上記と同じ方法により給与費比率を算出

後、特定のＤコードの給与費を 1.00 とし、他の検査サービスの給与費の比を算出する。
この値が等価係数（検査・給与費）である。 
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【検査・材料費等価係数】 

例：D007（血液化学検査）サービスの 1 回当たり材料費 
   ＝（D007 サービスに 1 回当たり使用した特定保険医療材料費） 
  
※当該病院で実施された全てのＤコードについて上記と同じ方法により検査の材料費比率を算

出後、特定のＤコードの材料費を 1.00 とし、他の検査サービスの材料費の比を算出する。
この値が等価係数（検査・材料費）である。 

※検体検査については外部委託先の定価表を用いて等価係数とした。 

 

 

2.2.3. 画像診断 

 

【画像診断・給与費等価係数】 

例：E001（写真診断）の 1 回当たり給与費 
 

＝（E001 サービスに医師が関与する平均的な 1 回当たり画像診断時間 × 医師時給） 
＋（E001サービスに看護師が関与する平均的な1回当たり画像診断時間 × 看護師時給）
＋（E001 サービスに診療放射線技師が関与する平均的な 1 回当たり画像診断時間  

× 診療放射線技師時給） 
＋・・・ 

  
※当該病院で実施された全てのＥコードについて上記と同じ方法により給与費比率を算出

後、特定のＥコードの給与費を 1.00 とし、他の画像診断サービスの給与費の比を算出す
る。この値が等価係数（画像診断・給与費）である。 

【画像診断・材料費等価係数】 

例：E001（写真診断）サービスの 1 回当たり材料費 
 
＝（E001 サービスに 1 回当たり使用した特定保険医療材料費 ＋ 同薬剤費） 
  

※当該病院で実施された全てのＥコードについて上記と同じ方法により材料費比率を算出
後、特定のＥコードの給与費を 1.00 とし、他の画像診断サービスの材料費の比を算出す
る。この値が等価係数（画像診断・材料費）である。 
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3.1. 一般原価調査結果 

3.1.1. 病院別の収支計算結果（入院、外来、中央診療、補助・管理の各部門別） 

病院別の収支計算結果を、入院、外来、中央診療、補助・管理の各部門別に示す。 

三次配賦において手術、検査および画像診断の各部署に計上されていた医業収益、

費用は当該病院で作成した等価係数を使用した上で原価計算を行った。 

 

 

3.1.2. 一次計上結果 

3.1.2.1. 医業収益合計 

医業収益を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＦ病院で、全体の

61.7％を占めた。外来部門ではＡ病院の比率が最も高く 24.3％であった。中央診療

部門ではＣ病院が最も高く 47.8％であった。 

なお、F 病院は、外来機能を同系列の診療所が担っているため病院としての医業

収益比率が他病院と比較して低くなっている。 

 

図表 3-1 一次計上結果（医業収益合計） 

35.4%

35.8%

41.3%

42.6%

48.5%

61.7%

49.4%

46.8%

50.7%

24.3%

17.9%

10.9%

12.0%

9.1%

10.7%

10.8%

7.3%

40.3%

46.3%

47.8%

45.5%

42.4%

35.6%

39.9%

42.4%

41.9%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ病院

Ｂ病院

Ｃ病院

Ｄ病院

Ｅ病院

Ｆ病院

Ｇ病院

Ｈ病院

Ｊ病院

入院部門 外来部門 中央診療部門
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3.1.2.2. 医業費用合計 

医業費用合計の構成比を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＨ病院

で、全体の 46.2％を占めた。外来部門では、Ａ病院の比率が最も高く 25.2％であっ

た。中央診療部門ではＦ病院が最も高く 44.0％、補助・管理部門ではＢ病院が最も

高く 17.8％であった。 

なお、F 病院は、外来機能を同系列の診療所が担っているため病院としての医業

費用比率が他病院と比較して低くなっている。 

図表 3-2 一次計上結果（医業費用合計） 

29.7%

34.4%

38.9%

37.8%

38.2%

45.8%

45.7%

46.2%

43.8%

25.2%

16.5%

16.3%

18.4%

18.0%

20.8%

14.9%

13.1%

34.2%

31.4%

33.7%

33.0%

32.1%

44.0%

25.8%

28.7%

36.5%

10.9%

17.8%

11.1%

10.8%

11.6%

6.6%

7.7%

10.2%

6.5%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ病院

Ｂ病院

Ｃ病院

Ｄ病院

Ｅ病院

Ｆ病院

Ｇ病院

Ｈ病院

Ｊ病院

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門  
 

 

（１）給与費 
給与費を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＦ病院で、全体の

55.3％を占めた。外来部門ではＡ病院の比率が最も高く 29.5％であった。中央診療

部門ではＦ病院が最も高く 30.3％、補助・管理部門ではＢ病院が最も高く 20.8％で

あった。 
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図表 3-3 一次計上結果（給与費） 
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Ａ病院
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（２）材料費 

材料費を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＣ病院で、全体の

45.8％を占めた。外来部門では、Ｅ病院の比率が最も高く 28.7％であった。中央診

療部門ではＢ病院が最も高く 67.7％、補助・管理部門はいずれの病院もゼロであっ

た。 

図表 3-4 一次計上結果（材料費） 
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Ｈ病院

Ｊ病院

入院部門 外来部門 中央診療部門
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（３）経費 
経費を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＦ病院で、全体の 52.2％

を占めた。外来部門では、Ｇ病院の比率が最も高く 20.3％であった。中央診療部門

ではＡ病院が最も高く 48.8％、補助・管理部門ではＣ病院が最も高く 23.1％であっ

た。 

図表 3-5 一次計上結果（経費） 
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（４）減価償却費 

減価償却費を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＤ病院で、全体の

61.4％を占めた。外来部門では、Ａ病院の比率が最も高く 20.4％であった。中央診

療部門ではＪ病院が最も高く 40.6％、補助・管理部門ではＨ病院が最も高く 20.0％

であった。 

図表 3-6 一次計上結果（減価償却費） 
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3.1.3. 二次配賦結果 

3.1.3.1. 医業収益合計 

医業収益の二次配賦結果は、一次計上の結果（3.1.2.1）と同じである。 

 
図表 3-7 二次配賦結果（医業収益） 
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3.1.3.2. 医業費用合計 

医業費用合計を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＨ病院で、全体

の 50.0％を占めた。外来部門ではＡ病院の比率が最も高く 31.1％、中央診療部門で

はＦ病院が最も高く 46.1％であった。 

 

図表 3-8 二次配賦結果（医業費用合計） 
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（１）給与費 
給与費を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＦ病院で、全体の

60.6％を占めた。外来部門ではＡ病院の比率が最も高く 37.0％、中央診療部門では

Ｆ病院が最も高く 33.1％であった。 

図表 3-9 二次配賦結果（給与費） 
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（２）材料費 

材料費を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＣ病院で、全体の

45.8％を占めた。外来部門ではＥ病院の比率が最も高く 28.7％、中央診療部門では

Ｂ病院が最も高く 67.7％であった。 

 
図表 3-10 二次配賦結果（材料費） 
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（３）経費 
経費を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＦ病院で、全体の 58.5％

を占めた。外来部門ではＧ病院の比率が最も高く 27.6％、中央診療部門ではＡ病院

が最も高く 53.1％であった。 

 

図表 3-11 二次配賦結果（経費） 
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（４）減価償却費 

減価償却費を病院別に見ると、入院部門の比率が最も高いのはＤ病院で、全体の

62.7％を占めた。外来部門ではＨ病院の比率が最も高く 31.5％、中央診療部門では

Ｃ病院が最も高く 51.2％であった。 

 

図表 3-12 二次配賦結果（減価償却費） 
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3.1.3.3. 収支差額 

病院別に各部門の医業収益合計に対する収支差額を見ると、入院部門の比率が最

も高いのはＦ病院で、医業収益全体の 13.4％であった。外来部門ではＦ病院の比率

が最も高く-1.3％、中央診療部門ではＧ病院が最も高く 14.1％であった。 

病院全体の収支差額比率では A 病院が最も高く 11.0％であった。 

 

図表 3-13 二次配賦結果（収支差額） 
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3.1.4. 三次配賦結果 

3.1.4.1. 入院部門 

入院部門の各診療科1における患者1人1日あたりの医業収益と医業費用を見ると、

黒字の診療科が多い傾向がみられた。 

診療科別に見ると内科と外科はともに多くの病院で黒字であった。整形外科では、

一部赤字の病院も見られたが、多くの病院で医業収益、医業費用がともに 40,000 円

前後に収まっていた。小児科、眼科についてはほとんどの病院で黒字であるが、特

にＦ病院については、両科とも費用の 2 倍近い収益をあげていた。 

 

 

 

図表 3-14 三次配賦結果（患者１人１日あたり入院部門・医業費用／医業収益） 
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1 本分析では、内科、外科、小児科、整形外科、眼科を例にとりグラフ化した。 
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3.1.4.2. 外来部門 

外来部門の各診療科2における患者1人1日あたりの医業収益と医業費用を見ると、

赤字の診療科が多い傾向が見られた。 

診療科別にみると、多くの病院において内科は黒字、外科は赤字傾向にあった。

整形外科においても赤字の病院が多く見られ、医業収益、医業費用がともに 10,000

円程度に収まるものだった。小児科では、病院ごとに医業費用にばらつきがみられ

た。眼科については赤字の病院が多い傾向にあった。 

 

図表 3-15 三次配賦結果（患者１人１日あたり外来部門・医業費用／医業収益） 
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2本分析では、内科、外科、小児科、整形外科、眼科を例にとりグラフ化した。 
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3.1.5. 入院・外来別の診療科ごとの収支計算例（全体） 

全病院（計 9 病院）に対する入院・外来別の診療科ごとの収支計算を行った（図

表 3-16）。各計算結果は、施設全体の収益額を 100 とした場合の割合とした（数値）。

さらに、診療科別の収支構造を明らかにする必要から、各部門による項目別部門合

計への寄与を計算した（括弧付数値）。但し、各項目の割合は、各病院について計算

した割合に対し、さらに全病院について単純平均値を算出したものである。よって、

病院の特性を含んでおらず、計算例とした。 

 

三次配賦で得られた診療科別の収支計算例をみると、入院部門は、施設全体の医

業収益の 7 割強、外来部門が 3 割弱を占めた。 

医業費用については施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は 7 割弱、

外来部門は 3 割であった。 

収支差額について施設全体の医業収益に占める割合は、入院部門で 3.7％の黒字、

外来部門は 2.8％の赤字であった。診療科別にみると、入院部門では内科が 2.8％の

黒字、整形外科が 0.4%の赤字となっていた。外来部門では内科が 1.8％の黒字、外

科が 0.2%の赤字となっていた。 
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図表 3-16 三次配賦で得られた診療科別の収支計算例 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【三次配賦】
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内科 精神科 神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 外科 整形外科 形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外科 皮膚科 ひ尿器科
8.7 0.2 1.0 1.4 3.5 1.1 0.7 2.2 1.8 0.5 － 0.7 0.1 0.1 0.3 1.8

(8.7) (0.2) (1.0) (1.4) (3.5) (1.1) (0.7) (2.2) (1.8) (0.5) － (0.7) (0.1) (0.1) (0.3) (1.8)

6.9 0.1 0.7 0.6 3.2 1.0 0.8 2.5 3.1 1.1 0.0 1.4 0.1 0.2 0.5 2.0
(7.0) (0.1) (0.7) (0.7) (3.2) (1.0) (0.8) (2.5) (3.2) (1.1) (0.0) (1.4) (0.1) (0.2) (0.5) (2.0)

3.7 0.1 0.3 0.4 1.4 0.6 0.4 1.2 1.7 0.8 0.0 0.6 0.1 0.1 0.3 0.9
(7.4) (0.1) (0.5) (0.7) (2.9) (1.1) (0.8) (2.4) (3.4) (1.5) (0.0) (1.2) (0.1) (0.3) (0.6) (1.7)

1.4 0.0 0.3 0.1 0.9 0.1 0.0 0.7 0.5 0.2 － 0.5 0.0 0.0 0.0 0.6
(5.5) (0.1) (1.3) (0.5) (3.8) (0.2) (0.2) (3.0) (2.1) (0.6) － (2.0) (0.0) (0.0) (0.1) (2.4)

1.4 0.0 0.1 0.1 0.7 0.3 0.2 0.4 0.7 0.2 0.0 0.2 0.0 0.0 0.1 0.4
(7.7) (0.2) (0.6) (0.8) (3.6) (1.6) (1.2) (2.3) (3.6) (0.9) (0.2) (1.1) (0.2) (0.2) (0.8) (2.1)

0.4 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.1 0.1 0.2 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1
(7.0) (0.4) (0.6) (0.7) (2.7) (1.2) (1.0) (2.0) (4.1) (0.7) (0.1) (1.1) (0.2) (0.2) (0.8) (2.1)

0.0 － 0.0 － － － 0.0 0.0 0.0 0.0 － 0.0 － － 0.0 0.0
(4.8) － (0.1) － － － (1.2) (4.5) (3.6) (0.6) － (1.5) － － (1.5) (2.4)

0.0 － － － － － 0.0 0.0 0.0 － － － － － 0.0 0.0
(11.4) － － － － － (3.0) (3.5) (3.7) － － － － － (2.2) (2.2)

1.8 0.1 0.2 0.7 0.3 0.1 -0.1 -0.2 -1.4 -0.6 -0.0 -0.6 -0.0 -0.1 -0.2 -0.2 
(197.5) (9.7) (24.8) (78.5) (32.4) (15.2) -(6.0) -(25.9) -(150.7) -(70.9) -(4.6) -(69.5) -(1.2) -(12.9) -(25.8) -(20.8)

産婦人科 婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 麻酔科 リハビリテーション科 外来計
0.5 0.3 1.5 0.8 0.6 0.0 0.4 28.0 100.0

(0.5) (0.3) (1.5) (0.8) (0.6) (0.0) (0.4) (28.0) (100.0)

1.2 0.6 1.8 1.0 1.1 0.1 0.8 30.8 99.1
(1.2) (0.6) (1.8) (1.0) (1.1) (0.1) (0.8) (31.1) (100.0)

0.7 0.4 1.0 0.5 0.4 0.0 0.4 15.8 49.7
(1.4) (0.7) (2.1) (1.1) (0.9) (0.1) (0.7) (31.8) (100.0)

0.1 0.1 0.2 0.1 0.3 0.0 0.0 6.1 24.5
(0.2) (0.4) (0.6) (0.4) (1.1) (0.0) (0.1) (24.7) (100.0)

0.3 0.1 0.4 0.3 0.2 0.0 0.2 6.6 18.5
(1.7) (0.6) (2.1) (1.4) (1.3) (0.2) (1.3) (35.7) (100.0)

0.1 0.0 0.2 0.1 0.1 0.0 0.2 2.3 6.0
(2.0) (0.5) (2.7) (1.6) (2.4) (0.1) (3.7) (38.0) (100.0)

－ 0.0 － 0.0 － － － 0.1 0.3
－ (1.5) － (1.9) － － － (23.7) (100.0)

0.0 － 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1
(4.4) － (3.2) (2.2) (3.3) (2.0) (1.6) (42.9) (100.0)

-0.7 -0.3 -0.3 -0.2 -0.5 -0.1 -0.4 -2.8 0.9
-(77.3) -(32.5) -(32.5) -(24.8) -(52.3) -(7.3) -(48.2) -(305.0) (100.0)

三次配賦

三次配賦
外来部門

給与費

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額

合計

外来部門

医業収益

医業費用

材料費

経費

減価償却費

収支差額

本部費

役員報酬
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3.1.6. 入院・外来別の診療科ごとの収支計算結果例（200床以上） 

3.1.5 入院・外来別の診療科ごとの収支計算例（全体）に対し、200 床以上の病院

（計 6 病院）についてのみ収支計算を行った。 

 

三次配賦で得られた診療科別の収支結果（200 床以上 ｎ＝６）をみると、入院

部門は、施設全体の医業収益の 8 割弱、外来部門が 2 割強を占めた。 

医業費用については施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は 7 割強、

外来部門は 3 割弱であった。 

収支差額について施設全体の医業収益に占める割合は、入院部門で 4％の黒字、

外来部門は 3％程度の赤字であった。診療科別にみると、入院部門では内科が 2.7％

の黒字、整形外科が 0.4%の赤字となっていた。外来部門においては、内科が 0.8％

の黒字、外科が 0.1％の赤字となっていた。 

 

図表 3-17 三次配賦で得られた診療科別の収支結果（200床以上 ｎ＝６） 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【三次配賦】

内科 神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 外科 整形外科 形成外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 婦人科
12.7 3.4 2.9 11.5 6.6 0.8 8.8 6.7 1.4 5.9 1.7 0.9 0.4 2.5 2.2 1.3

(12.7) (3.4) (2.9) (11.5) (6.6) (0.8) (8.8) (6.7) (1.4) (5.9) (1.7) (0.9) (0.4) (2.5) (2.2) (1.3)

9.9 2.9 3.0 8.8 7.0 1.1 9.2 7.1 1.3 5.8 1.4 1.7 0.3 2.1 2.5 1.0
(10.0) (3.0) (3.1) (8.9) (7.1) (1.1) (9.3) (7.2) (1.4) (5.9) (1.4) (1.7) (0.3) (2.1) (2.5) (1.0)

4.7 1.5 1.8 4.4 2.4 0.6 3.8 3.1 0.8 2.8 0.6 0.7 0.1 1.2 1.4 0.5
(9.8) (3.2) (3.7) (9.2) (5.0) (1.2) (7.9) (6.4) (1.7) (5.9) (1.3) (1.4) (0.3) (2.6) (3.0) (1.1)

2.4 0.8 0.4 2.5 3.4 0.2 3.6 2.6 0.2 1.6 0.5 0.8 0.1 0.4 0.4 0.2
(8.7) (2.8) (1.3) (9.0) (12.5) (0.6) (13.3) (9.4) (0.8) (5.7) (1.9) (2.9) (0.2) (1.3) (1.5) (0.8)

2.3 0.5 0.7 1.4 1.1 0.2 1.4 1.1 0.2 1.1 0.2 0.1 0.1 0.4 0.5 0.3
(12.4) (2.6) (3.6) (7.7) (5.6) (1.3) (7.6) (6.1) (1.3) (6.0) (0.9) (0.8) (0.3) (2.1) (2.7) (1.4)

0.4 0.1 0.2 0.5 0.2 0.1 0.3 0.3 0.1 0.3 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0
(9.1) (2.6) (5.1) (10.0) (3.6) (2.2) (5.4) (6.1) (1.6) (5.4) (1.4) (0.8) (0.3) (2.2) (3.0) (0.4)

0.1 0.0 － － 0.0 0.0 0.1 0.0 － 0.0 － － 0.0 0.0 － 0.0
(19.9) (8.7) － － (2.9) (0.0) (18.0) (9.5) － (10.7) － － (0.1) (3.6) － (1.1)

0.0 － － － － 0.0 0.0 0.0 － － － － 0.0 0.0 0.0 －
(19.0) － － － － (3.9) (10.4) (5.7) － － － － (0.4) (1.9) (10.6) －

2.7 0.5 -0.1 2.7 -0.5 -0.3 -0.4 -0.4 0.0 0.1 0.3 -0.7 0.1 0.4 -0.3 0.3
(248.7) (43.1) -(11.3) (248.3) -(41.7) -(22.8) -(32.0) -(36.6) (3.5) (8.7) (27.2) -(65.6) (9.9) (32.3) -(23.6) (26.9)

眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 麻酔科 リハビリテーション科 入院計
0.6 1.6 0.6 0.6 2.4 75.5

(0.6) (1.6) (0.6) (0.6) (2.4) (75.5)

0.4 1.2 0.4 2.1 2.3 71.5
(0.4) (1.2) (0.4) (2.1) (2.4) (72.3)

0.2 0.7 0.2 1.2 1.5 34.2
(0.5) (1.4) (0.4) (2.6) (3.2) (72.0)

0.1 0.3 0.1 0.5 0.3 21.1
(0.3) (0.9) (0.2) (1.8) (1.0) (77.0)

0.1 0.2 0.1 0.2 0.4 12.7
(0.4) (1.1) (0.4) (1.1) (2.3) (67.9)

0.0 0.1 0.0 0.1 0.1 3.1
(0.4) (1.6) (0.6) (2.5) (2.0) (66.2)

0.0 0.0 － － － 0.3
(0.0) (0.4) － － － (75.0)

0.0 0.0 0.0 － － 0.1
(1.1) (2.3) (1.4) － － (56.6)

0.2 0.4 0.2 -1.4 0.1 4.0
(16.4) (36.8) (19.4) -(128.2) (5.0) (364.5)

収支差額

本部費

役員報酬

経費

減価償却費

給与費

材料費

医業収益

医業費用

入院部門
三次配賦

三次配賦
入院部門

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額  
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内科 精神科 神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 外科 整形外科 形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外科 皮膚科 ひ尿器科
4.7 0.3 1.0 1.5 3.7 1.2 0.7 2.4 1.4 0.5 － 0.7 0.1 0.1 0.4 2.1

(4.7) (0.3) (1.0) (1.5) (3.7) (1.2) (0.7) (2.4) (1.4) (0.5) － (0.7) (0.1) (0.1) (0.4) (2.1)
3.9 0.2 0.8 0.7 3.4 1.1 0.7 2.5 2.2 1.2 0.0 1.6 0.1 0.2 0.7 2.2

(4.0) (0.2) (0.8) (0.7) (3.4) (1.1) (0.7) (2.5) (2.2) (1.2) (0.0) (1.6) (0.1) (0.2) (0.7) (2.3)
1.8 0.1 0.3 0.4 1.5 0.6 0.4 1.1 1.2 0.8 0.0 0.6 0.1 0.1 0.4 0.9

(3.8) (0.2) (0.6) (0.8) (3.2) (1.3) (0.8) (2.3) (2.5) (1.7) (0.0) (1.3) (0.2) (0.3) (0.8) (1.9)
1.0 0.0 0.3 0.1 1.0 0.1 0.1 0.8 0.3 0.2 － 0.8 0.0 0.0 0.0 0.7

(3.7) (0.0) (1.3) (0.4) (3.6) (0.2) (0.2) (3.1) (1.2) (0.6) － (2.8) (0.0) (0.0) (0.2) (2.6)
0.9 0.1 0.1 0.2 0.7 0.3 0.2 0.4 0.5 0.2 0.0 0.2 0.0 0.0 0.2 0.4

(4.7) (0.4) (0.6) (0.8) (3.8) (1.7) (1.2) (2.4) (2.7) (1.0) (0.2) (1.0) (0.2) (0.3) (1.0) (2.4)
0.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1

(3.8) (1.0) (0.8) (1.0) (3.7) (1.7) (1.1) (1.8) (2.7) (1.0) (0.1) (1.0) (0.3) (0.3) (1.2) (2.8)
0.0 － 0.0 － － － 0.0 0.0 0.0 0.0 － 0.0 － － 0.0 0.0

(5.1) － (0.1) － － － (1.0) (4.8) (4.1) (0.4) － (1.6) － － (1.6) (2.4)
0.0 － － － － － 0.0 0.0 0.0 － － － － － 0.0 0.0

(11.9) － － － － － (2.4) (3.6) (4.2) － － － － － (2.3) (2.2)
0.8 0.1 0.2 0.8 0.3 0.1 0.0 -0.1 -0.8 -0.7 -0.0 -0.9 -0.0 -0.1 -0.3 -0.1 

(74.7) (5.2) (21.9) (69.4) (28.6) (13.4) (0.4) -(10.2) -(72.1) -(62.7) -(4.0) -(81.7) -(1.0) -(11.4) -(25.5) -(13.3)

産婦人科 婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 麻酔科 リハビリテーション科 外来計
0.5 0.4 0.8 0.8 0.8 0.0 0.1 24.5 100.0

(0.5) (0.4) (0.8) (0.8) (0.8) (0.0) (0.1) (24.5) (100.0)

0.9 0.8 1.1 1.1 1.4 0.1 0.4 27.4 98.9
(0.9) (0.8) (1.1) (1.1) (1.4) (0.1) (0.4) (27.7) (100.0)

0.5 0.4 0.6 0.6 0.6 0.0 0.2 13.3 47.5
(1.0) (0.9) (1.3) (1.4) (1.2) (0.1) (0.5) (28.0) (100.0)

0.1 0.2 0.1 0.1 0.4 0.0 － 6.3 27.3
(0.3) (0.6) (0.4) (0.4) (1.4) (0.0) － (23.0) (100.0)

0.3 0.1 0.3 0.3 0.3 0.0 0.1 6.0 18.8
(1.4) (0.7) (1.6) (1.4) (1.6) (0.2) (0.7) (32.1) (100.0)

0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 1.6 4.7
(1.9) (0.6) (1.7) (1.4) (2.6) (0.1) (1.1) (33.8) (100.0)

－ 0.0 － 0.0 － － － 0.1 0.5
－ (1.6) － (2.2) － － － (25.0) (100.0)

0.0 － 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1
(4.1) － (3.9) (2.4) (3.1) (1.4) (1.8) (43.4) (100.0)
-0.4 -0.3 -0.2 -0.3 -0.6 -0.1 -0.3 -2.9 1.1

-(34.6) -(31.6) -(21.9) -(26.9) -(50.3) -(6.4) -(24.6) -(264.5) (100.0)

収支差額

本部費

役員報酬

経費

減価償却費

給与費

材料費

医業収益

医業費用

合計

外来部門
三次配賦

三次配賦

収支差額

外来部門

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬
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3.1.7. 入院・外来別の診療科ごとの収支計算結果例（200床未満） 

3.1.5 入院・外来別の診療科ごとの収支計算例（全体）に対し、200 床未満の病院

（計 3 病院）についてのみ収支計算を行った。 

 

三次配賦で得られた診療科別の収支結果（200 床未満 ｎ＝３）をみると、入院

部門は、施設全体の医業収益の 6 割、外来部門が 4 割を占めた。 

医業費用については施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は 6 割弱、

外来部門は 4 割強であった。 

収支差額について施設全体の医業収益に占める割合は、入院部門で 0.7％の黒字、

外来部門は 2.2％の赤字であった。診療科別にみると、入院部門では、内科が 4.4％

の黒字、整形外科が 0.8％の赤字となっていた。外来部門は、内科が 5.3％の黒字、

外科が 0.7％の赤字であった。 

図表 3-18 三次配賦で得られた診療科別の収支結果（200床未満 ｎ＝３） 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【三次配賦】

内科 小児科 外科 整形外科 脳神経外科 ひ尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 リハビリテーション科 入院計
24.6 1.0 10.6 9.2 4.1 2.4 1.2 1.5 0.8 4.3 59.7

(24.6) (1.0) (10.6) (9.2) (4.1) (2.4) (1.2) (1.5) (0.8) (4.3) (59.7)

20.2 0.6 9.3 10.0 4.7 2.4 6.4 1.2 0.7 3.3 58.9
(19.9) (0.6) (9.2) (9.9) (4.7) (2.4) (6.3) (1.2) (0.7) (3.3) (58.1)

11.0 0.4 5.5 5.9 2.4 1.6 3.1 0.8 0.5 2.1 33.2
(19.3) (0.7) (9.8) (10.4) (4.2) (2.7) (5.5) (1.3) (0.8) (3.7) (58.4)

3.9 0.0 1.8 2.0 1.4 0.3 0.0 0.2 0.1 0.4 10.0
(23.8) (0.1) (10.9) (12.2) (8.6) (1.8) (0.2) (1.0) (0.5) (2.3) (61.4)

3.5 0.2 1.3 1.5 0.7 0.4 1.5 0.2 0.1 0.7 10.1
(18.8) (0.9) (7.0) (7.8) (3.5) (2.2) (8.2) (0.9) (0.7) (3.7) (53.7)

1.8 0.1 0.7 0.7 0.3 0.2 1.7 0.1 0.1 0.2 5.6
(18.6) (0.8) (7.1) (6.9) (2.9) (1.7) (17.7) (0.9) (0.5) (1.7) (58.8)

－ － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － －

4.4 0.4 1.3 -0.8 -0.6 -0.1 -5.2 0.3 0.0 1.0 0.7
-(298.0) -(23.7) -(87.7) (54.8) (40.4) (3.6) (348.8) -(20.1) -(2.0) -(65.2) -(49.1)

収支差額

本部費

役員報酬

経費

減価償却費

給与費

材料費

医業収益

医業費用

三次配賦
入院部門

 

 

内科 精神科 呼吸器科消化器科循環器科 小児科 外科 整形外科形成外科 脳神経外科 皮膚科 ひ尿器科 婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 リハビリテーション科 外来計
23.8 0.3 － － － 1.0 3.0 3.5 － 1.1 0.4 1.8 0.1 3.2 1.1 1.1 40.3 100.0

(23.8) (0.3) － － － (1.0) (3.0) (3.5) － (1.1) (0.4) (1.8) (0.1) (3.2) (1.1) (1.1) (40.3) (100.0)

18.5 0.1 － － － 1.5 3.7 6.8 － 1.4 0.9 2.2 0.3 3.8 1.2 2.1 42.6 101.5
(18.2) (0.1) － － － (1.5) (3.7) (6.7) － (1.4) (0.8) (2.2) (0.3) (3.7) (1.2) (2.0) (41.9) (100.0)

10.6 0.0 － － － 1.0 2.0 3.7 － 0.9 0.5 1.2 0.2 2.3 0.5 0.8 23.6 56.9
(18.7) (0.1) － － － (1.8) (3.5) (6.4) － (1.5) (0.8) (2.0) (0.3) (4.1) (1.0) (1.4) (41.6) (100.0)

3.0 0.1 － － － 0.0 0.8 1.2 － 0.1 0.0 0.5 0.0 0.3 0.1 0.1 6.3 16.3
(18.5) (0.3) － － － (0.1) (5.2) (7.4) － (0.7) (0.2) (2.8) (0.0) (2.0) (0.8) (0.4) (38.6) (100.0)

3.6 0.0 － － － 0.4 0.6 1.3 － 0.3 0.2 0.5 0.1 0.7 0.4 0.6 8.7 18.7
(19.1) (0.0) － － － (2.1) (3.3) (7.2) － (1.7) (1.3) (2.5) (0.3) (3.9) (2.0) (3.0) (46.3) (100.0)

1.3 0.0 － － － 0.1 0.3 0.6 － 0.1 0.1 0.2 0.0 0.4 0.2 0.6 4.0 9.6
(13.2) (0.1) － － － (1.5) (2.9) (6.4) － (1.4) (1.1) (1.7) (0.2) (4.0) (2.1) (6.7) (41.2) (100.0)

－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － － － －

5.3 0.2 － － － -0.6 -0.7 -3.3 － -0.3 -0.5 -0.4 -0.2 -0.5 -0.2 -1.0 -2.2 -1.5 
-(357.3) -(11.4) － － － (37.6) (46.0) (224.3) － (20.1) (33.6) (29.7) (11.0) (36.1) (13.0) (66.4) (149.1) (100.0)

収支差額

本部費

役員報酬

経費

減価償却費

給与費

材料費

医業収益

医業費用

三次配賦
外来部門

合計
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3.2. 特殊原価調査結果 

3.2.1. 手術部門 

3.2.1.1. 手術部門・給与費等価係数 
図表 3-19  サービス種類別医療機関別等価係数一覧（手術部門・給与費） 

注 1：各セルには、特定サービス種類（K633 ヘルニア手術）を 1 とした場合の比率を

表示。 

注 2：“－”は数値のない項目を表す。 

 
  

サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院

L 

病院

K000 創傷処理 - - 0.82 0.39 - 0.60 0.78 - 0.24 1.36 0.05 - 

K001 皮膚切開術 - - 0.10 0.28 - 0.25 - 0.20 - - 0.98 0.31

K002 デブリードマン 0.55 - - 0.49 - - - 0.19 0.29 1.55 - 0.46

K003 
皮膚、皮下、粘膜下血管

腫摘出術（露出部） 
- - - - - - - - 0.30 - - - 

K004 
皮膚、皮下、粘膜下血管

腫摘出術（露出部以外） 
- - - 0.35 - - - 1.29 - - - - 

K005 
皮膚、皮下腫瘍摘出術

（露出部） 
- - 0.46 0.46 0.29 0.20 0.32 0.26 0.16 1.44 0.11 0.55

K006 
皮膚、皮下腫瘍摘出術

（露出部以外） 
- - 0.23 0.35 0.29 2.57 0.38 0.13 0.26 0.41 0.17 0.13

K007 皮膚悪性腫瘍切除術 - - - - - - 0.20 - 0.29 0.33 0.55 - 

K008 腋臭症手術 - - - 1.23 - - - - 0.21 - - - 

K009 皮膚剥削術 - - - - - - - - 0.24 - - - 

K010 指瘢痕拘縮形成手術 - - - 0.95 - - - - 0.28 0.86 - - 

K012 

前層、分層植皮術（露出

部・粘膜部・関節部以外

の部位） 

- 2.38 - 2.63 - - - 5.50 0.53 1.34 - - 

K013 
前層、分層植皮術（露出

部・粘膜部・関節部） 
- - - 2.63 - 1.81 2.39 - 0.25 1.34 - 0.65

K014 皮膚移植術 - - - - - - - - - - - 1.64

K015 
皮弁作成術、移動術、切

断術、遷延皮弁術 
- - - 1.79 1.96 - 0.61 3.73 0.69 1.23 0.52 7.15

K016 
動脈（皮）弁術、筋（皮）弁

術 
- - - 1.79 - - - - 1.16 - - - 

K017 
遊離皮弁術（顕微鏡下血

管柄付きのもの） 
- - - - - - - - 4.82 - - - 

K020 

自家遊離複合組織移植

術（顕微鏡下血管柄付き

のもの) 

- - - - - - - - 4.40 - 5.73 - 

K023 筋膜切離術、筋膜切開術 - - - 1.79 - - - - - 0.52 - - 

K024 筋切離術 - - - - - - - - 0.54 - - - 

K025 股関節内転筋切離術 - - - - - - 0.10 - - - - - 

K028 
腱鞘切開術（関節鏡下に

よるものを含む） 
0.05 0.84 0.12 0.21 0.47 0.41 0.21 - 0.10 - - - 

K029 筋肉内異物摘出術 - - - 0.53 0.65 - 0.22 - - - - - 

K030 四肢軟部腫瘍摘出術 - - 0.91 0.11 - 0.88 0.48 - 0.59 - - 0.23
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院

L 

病院

K031 四肢軟部悪性腫瘍手術 - - - - - - - - - - 1.73 - 

K034 
筋切離術・腱切除術（関

節鏡下によるものを含む） 
- - - - - - 0.59 - 0.40 - - - 

K037 腱縫合術 0.55 - 0.44 0.86 1.53 0.00 0.91 1.78 1.66 3.38 - 1.12

K040 腱移行術 - - - - - 1.50 1.84 - - 1.66 - - 

K042 骨穿孔術 - - - - - - 0.26 - - - - - 

K043 骨掻爬術 - - - - - 0.84 0.44 3.11 0.82 - 0.09 0.22

K044 骨折非観血的整復術 - - - 0.58 0.49 0.45 0.15 0.49 0.25 - - - 

K045 
骨折経皮的鋼線刺入固

定術 
- - 0.28 0.32 0.66 - 0.41 0.76 0.75 0.28 - 0.95

K046 骨折観血的手術 - 1.49 0.88 2.41 1.78 1.10 1.07 2.04 1.59 1.04 - 1.80

K047-2 
難治性骨折超音波治療

法(一連につき) 
- - - 0.95 - - - - - - - - 

K048 
骨内異物（挿入物）除去

術 
0.46 0.62 1.22 1.79 0.83 0.36 0.69 0.25 0.66 0.61 0.08 1.05

K049 骨部分切除術 0.54 - - - 0.38 - 1.05 - 0.75 - - - 

K050 腐骨摘出術 - - - - - - 0.99 - - - - - 

K052 骨腫瘍切除術 - - - 2.63 - 0.55 - - - - 0.57 - 

K054 骨切り術 - - 1.19 - - - - - - - - - 

K056 偽関節手術 - - - - - - 3.26 - - 1.57 - - 

K059 
骨移植術（軟骨移植術を

含む。） 
- - - 0.58 4.48 2.05 2.28 - 0.86 2.09 - 0.79

K060 関節切開術 - - - - - - - - 0.61 - - - 

K061 
関節脱臼非観血的整復

術 
- - 0.16 2.23 - - 0.04 - 0.38 - - 0.65

K063 関節脱臼観血的整復術 - - - 2.10 - - 1.53 0.30 - 2.06 - - 

K065 

関節内異物（挿入物）除

去術（関節鏡下によるも

のを含む） 

- - 0.09 0.69 1.10 - 0.43 - - - - 0.48

K066 
間接滑膜切除術(関節鏡

下によるものを含む。) 
0.82 - 1.44 0.81 1.30 - 0.86 - 0.77 - - 0.87

K067 
関節鼠摘出手術（関節鏡

下によるものを含む） 
- - 1.04 - - - 1.27 - - - - - 

K068 
半月板切除術（関節鏡下

によるものを含む） 
0.47 - 0.64 0.56 2.94 - 0.88 - 0.77 - - 0.94

K069 
半月板縫合術（関節鏡下

によるものを含む） 
- - 1.32 1.23 - - - - - - - - 

K070 ガングリオン摘出術 0.39 - - 0.31 - 0.30 0.51 - - - - - 

K072 関節切除術 - - - - - - 0.89 - - - - - 

K073 関節内骨折観血的手術 - - - 4.65 2.55 1.89 1.41 1.97 1.80 0.84 - - 

K074 
靭帯断裂縫合術（関節鏡

下によるものを含む） 
- - 1.22 - - - - - - - - 1.15

K075 非観血的関節授動術 - - - 0.63 - - - - - - - - 

K076 観血的関節授動術 - - 0.56 - - - 2.70 - - 2.88 - - 

K077 観血的関節制動術 1.53 - - - - - - - - - - - 

K078 観血的関節固定術 1.11 - 1.73 - 1.51 - - - - - - 0.67

K079 
靭帯断裂形成術（関節鏡

下によるものを含む） 
1.79 - 3.66 3.47 - - 2.38 - - - - 1.74
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院

L 

病院

K080 関節形成手術 1.11 - 6.57 - - - 3.43 3.00 - 1.66 - - 

K081 人工骨頭挿入術 - 2.00 0.95 1.89 2.09 2.44 1.47 2.10 1.65 1.17 - 1.60

K082 人工関節置換術 1.85 - 3.90 - 2.52 3.76 2.58 4.23 3.28 1.76 - 1.83

K084 四肢切断術 - - 1.31 1.26 1.73 1.69 1.30 - - 1.35 1.69 2.33

K085 四肢関節離断術 - - - - - 0.39 - - 1.58 - - - 

K086 
断端形成術（軟部形成の

みのもの） 
- - - - - - 0.18 - - - - - 

K087 
断端形成術（骨形成を要

するもの） 
- - 0.88 0.48 - 0.00 1.10 - - 2.13 - - 

K089 爪甲除去術 - - - 0.29 - - - - - - - - 

K091 陥入爪手術 - - 0.15 0.47 - - 0.23 0.04 0.03 - - - 

K093 
手根管開放手術（関節鏡

下によるものを含む） 
- - 0.29 - 0.57 - 0.38 - - 2.05 - 0.50

K096 
手掌、足底腱膜切離術・

切除術 
0.12 - - - - - - - - - - - 

K097 手掌、足底異物摘出術 - - - 0.37 - - - - - - - - 

K099-2 デュプイトレン拘縮手術 - - - - - - - - - - - 0.30

K116 脊椎、骨盤骨掻爬術 - - - - - - 1.13 - - - - 0.63

K118 脊椎脱臼観血的手術 - - - - - - - - 3.27 - - - 

K125 
骨盤骨折観血的手術（腸

骨翼骨折を除く） 
- - - 2.63 - - 3.46 - - - - - 

K131 椎弓切除術 - - 3.51 2.68 - - 4.73 - 1.96 - - - 

K132 椎弓形成手術 - - 3.25 3.15 4.28 - - 4.24 - - - 2.59

K134 椎間板摘出術 - - 2.49 - - - 2.26 1.83 - - - - 

K142 脊椎固定術 - - - 5.15 - - - 2.22 4.51 - - 3.57

K145 穿頭術後脳室ドレナージ - - - 1.68 - - - - - - - 0.31

K147 穿頭術（トレパナチオン） - - - - 0.52 - - - 0.24 - - - 

K149 減圧開頭術 - - 1.59 - - - - 1.73 - - - 1.26

K154 定位脳手術 - - - - - - - - - 0.90 - - 

K164 
頭蓋内血腫除去術（開頭

して行うもの） 
- - 2.08 3.15 0.82 - - 3.80 - 1.68 - 2.35

K164-2 
慢性硬膜下血腫穿孔洗

浄術 
- - 0.20 1.16 - 0.22 - - - - - 0.30

K166 脳腫瘍全摘術 - - - - - - - - - 3.23 - - 

K167 頭蓋内腫瘤摘出術 - - - - - - - - 8.89 - - - 

K168 脳切除術 - - - - - - - - - - - 1.50

K169 頭蓋内腫瘍摘出術 - - - 1.54 4.30 - - 8.58 - 4.07 1.55 7.79

K170 
経耳的聴神経腫瘍摘出

術 
- - - - - - - - - 6.44 - - 

K174 水頭症手術 - - 1.23 1.42 1.66 - - 0.45 2.08 0.93 - 1.44

K175 脳動脈瘤被包術 - - - - - - - 6.42 - - - - 

K176 
脳動脈瘤流入血管クリッ

ピング（開頭して行うもの） 
- - - - - - - - - - - 4.25

K177 
脳動脈瘤頸部クリッピン

グ 
- - 6.54 4.07 4.98 - - 5.36 16.03 3.44 - - 

K178 脳血管内手術 - - - - 0.74 - - - - - - - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院

L 

病院

K180 頭蓋骨形成手術 - - 1.49 3.04 - - - 1.85 - 2.27 - - 

K182 神経縫合術 0.15 - 1.70 - - - - - - 3.38 - - 

K188 神経剥離術 - - - - 1.22 - - - - - - - 

K191 脊椎腫瘍摘出術 - - 4.28 - - - - - - - - - 

K193 神経腫切除術 - - - - - 3.97 1.77 - - - - 0.81

K196 交感神経節切除術 - - - - - - - - - - - 0.21

K197 神経移行術 1.19 - 2.57 - - - 1.14 - - - - - 

K199 
涙点切開術、涙点閉鎖

術、涙小管拡大術 
- - 0.16 - - - - - - - - - 

K201 
先天性鼻涙管閉塞開放

術 
- - - - - - - - - - - 0.07

K202 
涙管シリコンチューブ挿入

術 
- - 0.13 - - - 0.26 - - - - 0.14

K204 涙嚢鼻腔吻合術 - - - - - - 2.06 - - - - - 

K208 麦粒腫切開術 - - - - - - - 0.06 - - - - 

K211 
睫毛電気分解術（毛根破

壊） 
- - 0.23 - - - 0.09 - - - - - 

K213 
マイボーム腺梗塞摘出

術、マイボーム腺切開術 
- - - 0.50 - - - - - - - - 

K214 霰粒腫摘出術 - - 0.13 0.45 - - 0.32 - - - - - 

K215-2 眼瞼結膜腫瘍手術 - - - - - - - - - - - 0.04

K216 眼瞼結膜悪性腫瘍手術 - - - - - - - - - - 0.23 - 

K217 眼瞼内反症手術 - - 0.30 - - - 0.52 - - 0.28 - - 

K219 眼瞼下垂症手術 - - 0.63 0.45 - - - 0.45 0.26 - - 0.10

K220 結膜縫合術 - - 0.07 - - - 0.34 - - - - 0.16

K221 結膜結石除去術 - - - 0.45 - - - - - - - - 

K222 結膜下異物除去術 - - - 0.31 - - 0.21 - - - - - 

K224 翼状片手術 - - 0.39 0.44 - - 0.27 0.58 0.30 - - - 

K225 結膜腫瘍冷凍凝固術 - - - - - - 0.15 - - - - - 

K225-2 結膜腫瘍摘出術 - - - - - - - - - - - 0.23

K227 

眼窩骨折観血的手術（眼

窩ブローアウト骨折手術

を含む） 

- - 0.63 - - - 1.86 - - 3.29 - - 

K234 
眼窩内腫瘍摘出術（表在

性） 
- - - - - - - - 0.45 - - - 

K235 
眼窩内腫瘍摘出術（深在

性） 
- - - - - - - - - - 0.19 - 

K239 眼球内容除去術 - - - - - - 1.05 - - - - - 

K246 角膜強膜縫合術 0.42 - - - - - - - - - - - 

K247 
角膜縫合術、強膜縫合

術、結膜強膜縫合術 
- - 0.30 0.07 - - - - - - - - 

K248 

角膜パンヌス手術（角膜

パンヌス冷凍凝固術を含

む） 

- - 0.02 - - - - - - - - - 

K253 角膜異物除去術 - - - 0.34 - - - - - - - - 

K254 角膜切除術 - - - - - - - - 0.02 - - - 

K263 虹彩癒着剥離術 - - 0.22 - - - - - 0.14 - - - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院

L 

病院

K264 光学的虹彩切除術 - - - 0.42 - - - - - - - - 

K268 緑内障手術 - - 0.49 - - - 0.38 - - - - 0.29

K275 網膜復位術 - - 0.79 - - - 1.77 0.44 0.45 - - - 

K277 網膜冷凍凝固術 - - - - - - 1.06 - - - - - 

K278 硝子体吸引術 - - 0.33 - - - - - 0.01 - - - 

K279 硝子体切除術 - - - - - - - - - - - 0.49

K280 
硝子体茎顕微鏡下離断

術 
- - 1.03 - - - 1.13 - 0.59 - - - 

K281 
増殖性硝子体網膜症手

術 
- - - - - - - 0.41 1.06 - - - 

K282 白内障手術 0.24 0.02 0.03 0.37 - - 0.14 0.01 0.16 0.43 - 0.08

K283 眼内レンズ挿入術 - 0.10 0.23 0.52 - - 0.37 0.06 0.14 0.40 0.08 0.09

K284 硝子体置換術 - - - - - - 0.51 - - - - 0.78

K285 耳介血腫開窓術 - - - 0.29 - - - - - - - - 

K286 外耳道異物除去術 - - - 0.29 - - - - - - - - 

K287 先天性耳瘻管摘出術 - - - 0.37 - - 1.89 - - 0.74 - 0.26

K288 副耳（介）切除術 - - - 0.33 - - - - - 0.91 - - 

K291 耳介腫瘍摘出術 - - - - - - 0.51 - 0.09 - - 0.22

K296 耳介形成手術 - - - 3.05 - - - - - - - - 

K300 鼓膜切開術 - - - 1.16 - - - - - - - - 

K308 耳管内チューブ挿入術 - - - - - - - - - - - 1.06

K309 
鼓膜（排液、換気）チュー

ブ挿入術 
- - - 1.16 - 0.60 0.56 - - - - 0.81

K318 鼓膜形成手術 - - - - - - 1.51 - - - - 1.43

K319 鼓室形成手術 - - - - - - 5.11 - 1.22 2.46 - 2.22

K331 鼻腔粘膜焼灼術 - - - - 0.16 - 0.23 - 0.05 - - - 

K333 鼻骨骨折整復固定術 - - - 0.84 - - 0.55 - - 0.21 - 0.39

K336 鼻内異物摘出術 - - - 0.58 - - - - - - - - 

K337 鼻前庭嚢胞摘出術 - - - - - - - - - - - 0.77

K338 鼻甲介切除術 - - - - - - 0.46 - 0.10 - - - 

K339 
粘膜下下鼻甲介骨切除

術 
- - - - - - 0.33 - - - - - 

K340 鼻茸摘出術 - - - - - - 0.53 - - 0.22 - - 

K342 鼻副鼻腔腫瘍摘出術 - - - - - - 0.48 - - 1.82 - - 

K347 鼻中隔矯正術 - - - - - - 1.52 - 0.40 - - 1.56

K348 試験上顎洞開窓術 - - - - - - - - - 0.99 - - 

K349 鼻内上顎洞開窓術 - - - - - - - - - 1.44 - - 

K352 上顎洞根本手術 - - 0.75 - - - - - - 1.04 - 1.32

K353 鼻内篩骨洞手術 - - 0.74 - - - 1.02 - 0.31 - - - 

K358 上顎洞篩骨洞根本手術 - - 0.94 - - - 1.56 - 0.59 - - - 

K360 篩骨洞蝶形洞手術 - - - - - - 0.34 0.72 - - - - 

K362 
上顎洞篩骨洞前頭洞根

本手術 
- - - - - - 1.94 - 0.96 - - - 

K364 汎副鼻腔根本手術 - - - - - 2.39 - 0.98 0.99 - - - 
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A 
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病院 

K 

病院

L 

病院

K367 咽後膿瘍切開術 - - - - - - 1.27 - - - - - 

K368 扁桃周囲膿瘍切開術 - - - 0.58 - - 0.20 - - - - - 

K369 咽頭異物摘出術 - - - 0.58 - - 0.24 - - - - - 

K370 アデノイド切除術 - - - - - 0.49 0.31 - 0.16 - - 1.14

K371 上咽頭腫瘍摘出術 - - - - - - 0.08 - - - - - 

K372 中咽頭腫瘍摘出術 - - - - - - 0.25 - - - - - 

K377 口蓋扁桃手術 - 0.88 - 2.16 0.56 0.73 0.88 0.96 0.49 0.50 - 0.68

K381 上咽頭形成手術 - - - - - - 0.85 - - - - 1.25

K382 咽頭瘻閉鎖術 - - - - - - - - - - 0.12 - 

K386 気管切開術 - - - 0.84 - - 1.26 - - 0.30 1.20 1.25

K389 
声帯結節（ポリープ）切除

術 
- - - 1.63 0.41 - 0.64 - 0.66 0.20 0.10 0.66

K393 喉頭腫瘍摘出術 - - - - - - - - 0.68 0.35 - - 

K394 喉頭悪性腫瘍摘出術 - - - - - - - - - - 2.96 - 

K396 気管切開孔閉鎖術 - - - - - - 0.12 - - 0.19 - - 

K402 縦隔気管口形成手術 - - - - - - - - - - - 0.40

K404 抜歯手術 - - - - - - - - 2.16 - - 0.81

K407 顎・口蓋裂形成術 - - - - - - - - - 1.47 - - 

K412 頬粘膜悪性腫瘍摘出術 - - - - - - - - - - 0.93 - 

K413 舌腫瘍摘出術 - - - 6.00 - - 0.37 0.03 - - - - 

K414 舌根甲状腺腫摘出術 - - - - - - 2.46 - - - - - 

K415 舌悪性腫瘍手術 - - - - - - - - - 7.57 0.35 - 

K419 
頬、口唇、舌小帯形成手

術 
- - - - - - 0.28 - - - - - 

K421 口唇腫瘍摘出術 - - 0.11 0.25 - - 0.52 - - - - - 

K423 頬腫瘍摘出術 - - 0.13 - 1.62 - - - - - - 2.35

K426 口唇裂形成手術 - - - - - - - - 0.37 0.85 - - 

K427 頬骨骨折観血的整復術 - - - 4.53 - - - - - 1.14 - 0.07

K428 
下顎骨折非観血的整復

術 
- - - 1.90 - - - - - 0.43 - - 

K429 下顎骨折観血的手術 - - - - - - 1.06 - - - - - 

K430 
顎関節脱臼非観血的整

復術 
- - - 1.90 - - - - - - - - 

K433 上顎骨折観血的手術 - - - - - - 2.49 - - - - - 

K435 術後性上顎嚢胞摘出術 - - - - - - - - - - - 1.17

K450 唾石摘出術 - - - - - - 0.41 2.10 - - - - 

K451 がま腫摘出術 - - - - - - 1.58 - - - - - 

K452 舌下腺腫瘍摘出術 - - - - - - 0.97 - - - - - 

K453 顎下腺腫瘍摘出術 - - - - - - 4.06 - 1.67 - - 1.59

K454 顎下腺摘出術 - - - - - - 2.05 - - - - - 

K457 耳下腺腫瘍摘出術 - - - 2.20 - - 2.84 - - 1.84 - - 

K461 
甲状腺部分切除術、甲状

腺腫摘出術 
- - 2.11 - - - 1.69 - - 4.86 1.12 2.75

K463 甲状腺悪性腫瘍手術 - - - - - - 4.27 - - 2.73 0.88 4.34
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病院
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K464 
上皮小体腺腫過形成手

術 
- - - - - - 0.74 - 2.07 - - - 

K467 頸瘻 、頸嚢摘出術 - - - - - - 1.26 - - 1.43 - - 

K469 頸部郭清術 - - - - - - - - - 4.15 1.05 2.38

K470 頸部悪性腫瘍手術 - - - - - - - - - - 1.15 - 

K474 
乳腺腫瘍摘出術（内視鏡

下によるものを含む） 
0.20 0.41 0.20 - - 0.71 0.71 - 1.11 1.07 0.27 - 

K474-2 乳管腺葉区域切除術 - - 0.11 - - - - - - - 0.22 - 

K475 乳房切除術 - - - - - - - - - - - 4.00

K476 乳腺悪性腫瘍手術 2.78 2.57 1.85 0.91 1.10 3.32 2.21 1.64 1.78 1.33 0.95 3.54

K476-2 
陥没乳頭形成術、再建乳

房乳頭形成術 
- - - - - - - - - - 0.10 - 

K479 
胸骨カリエス又は胸骨骨

髄炎手術 
- - - - 5.29 - - - - - - - 

K484 胸壁悪性腫瘍摘出術 - - - - - - 2.61 - - 0.79 1.47 - 

K485 胸壁腫瘍摘出術 - - 0.11 - - - - 3.75 - - - 1.45

K488 試験開胸術 - - - - - - - - - - 0.63 - 

K496 
醸膿胸膜、胸膜胼胝切除

術 
- - - - - - - - - 4.20 - - 

K502 縦隔腫瘍、胸腺摘出術 - - - - - - - - - - - 3.53

K504 縦隔悪性腫瘍手術 - - - - - - - - 2.36 2.33 - - 

K511 肺切除術 - - - - - - - - 3.50 1.38 1.10 5.87

K513 胸腔鏡下肺切除術 - - - - 1.14 - 2.20 - 1.33 0.56 0.56 2.42

K514 肺悪性腫瘍手術 - - 3.86 - - - 5.59 3.62 3.61 3.07 1.61 5.25

K517 肺縫縮術 - - - - - - - - - 1.31 - - 

K520 食道縫合術（穿孔、損傷） - - - 4.53 - - - - - - - - 

K522 食道狭窄拡張術 0.22 - - - - - - - - - - - 

K527 
食道悪性腫瘍手術（単に

切除のみのもの） 
- - - - - - - - 7.41 - - - 

K529 

食道悪性腫瘍手術（消化

管再建手術を併施するも

の） 

- - 9.05 - - - 10.15 - - - 4.74 6.83

K531 食道切除後 2 次的再建術 - - - - - - - - - - - 16.22

K532 食道・胃静脈瘤手術 - - - - 0.44 - - - - - - - 

K533 
食道・胃静脈瘤硬化療法

（内視鏡によるもの） 
- - - - 0.37 - - - - - - - 

K537 食道裂孔ヘルニア手術 - - - - - - 4.16 - - - - - 

K539 
心 筋 縫 合 止 血 術 （ 外 傷

性） 
- - - - - - - - - 3.17 - - 

K552 ぺースメーカー移植術 0.25 - - - 0.86 - - 0.39 0.71 - - 0.31

K553 体外ベースメーキング - - - - 0.86 0.01 - - - - - - 

K554 
ぺースメーカー交換術（電

池交換を含む） 
0.10 - - - 0.86 - - - - - - 0.24

K561 房室弁輪形成術 - - - - - - - - - - - 2.19

K562 三尖弁閉鎖症根治手術 - - - - - - - - - - - 27.48

K563 弁置換術 - - - - - 6.20 - 6.73 - - - 4.88
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K565 心房中隔欠損閉鎖術 - - - - - - - - - - - 1.21

K588 
冠動脈、大動脈バイパス

移植術 
- - - - - 4.82 - 7.50 5.51 7.25 - 7.97

K598 人工心肺(１日につき) - - - - - 2.83 - - - 6.45 - - 

K599 

大動脈バルーンパンピン

グ法（IABP 法）(１日につ

き) 

- - - - 1.10 0.04 - - - - - 0.61

K602 血管結紮術 - - 1.02 0.58 - - 0.73 - 0.77 0.69 - 1.37

K604 動脈血栓内膜摘出術 - - - - - - - - - - - 4.03

K605 
大動脈瘤切除術（吻合又

は移植を含む） 
- - - 17.28 - 5.87 - 5.20 3.75 4.54 - 9.32

K606 動脈形成術、吻合術 - - 0.88 - 0.86 - 0.91 4.47 0.96 1.55 1.08 1.06

K606-2 

抗悪性腫瘍剤動脈内持

続注入用埋込型カテーテ

ル設置 

- - 0.17 1.11 - - - - - 0.99 - 0.31

K611 
血管移植術、バイパス移

植術 
- - 1.91 14.47 - 4.89 - - - - - 4.54

K612 血管塞栓術 - - - - 1.00 - - - - - - - 

K613 
四肢の血管拡張術・血栓

除去術 
- - - 0.76 0.59 2.09 - - - - - - 

K614 経皮的冠動脈形成術 - - - - 1.35 - - - - - - - 

K615 
経皮的冠動脈ステント留

置術 
- - - - 1.35 - - - - - - - 

K617 下肢静脈瘤手術 - 0.61 - 0.56 1.27 1.05 0.93 - 1.16 3.31 - 0.99

K618 
中心静脈栄養用埋込型カ

テーテル設置 
- - 0.32 0.37 - - - - 0.33 - 0.71 0.39

K623 静脈形成術、吻合術 - - - - - - - - 0.22 - - - 

K626 リンパ節摘出術 - - 0.23 0.63 - - 0.47 0.45 0.17 0.57 0.07 0.62

K627 リンパ節群郭清術 - - 0.75 - - - 2.99 - 1.92 - - 1.55

K632 腹壁腫瘍摘出術 - - 0.87 - - - 0.85 - - - - - 

K633 ヘルニア手術 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

K634 
腹腔鏡下鼠径ヘルニア手

術 
- - - - - 2.96 2.31 - - - - - 

K635 
胸水・腹水濾過濃縮再静

注法 
- - 0.47 - - - - - - - - - 

K636 試験開腹術 - - 0.58 - 0.75 - - - - 1.35 0.52 2.70

K637 限局性腹腔膿瘍手術 - - - 2.85 0.10 - - - - - - - 

K638 
骨盤腹膜外膿瘍開排膿

術（経腹壁） 
- - - - - - - - - - - 1.92

K639 急性汎発性腹膜炎手術 - - 1.92 2.21 0.95 - 1.24 1.14 2.54 - 0.67 - 

K640 腸間膜損傷手術 - - - - - - 0.91 - - - - - 

K641 大網切除術 - - - - - - - - 0.81 - - 0.63

K642 
大網、腸間膜、後腹膜腫

瘍摘出術 
- - - - - - - - - - - 3.43

K643 後腹膜悪性腫瘍手術 - - - - 3.80 - - - - - 1.40 - 

K644 臍腸管瘻手術 - - - 2.21 - - - - - - - - 

K645 骨盤内藏全摘術 - - - 9.59 - - 8.86 - - - - - 
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K646 
胃血管結紮術（急性胃出

血手術） 
- - - - - - 1.71 - - - - - 

K647 
胃縫合術（大網充填術又

は被覆術を含む） 
- - - - 1.38 2.75 1.24 - - 1.64 - 1.28

K647-2 
腹腔鏡下胃、十二指腸潰

瘍穿孔縫縮術 
- - - 1.69 - - - - - - - - 

K648 胃切開術 - - - - - - 1.31 - - - - - 

K653 
内視鏡的胃、十二指腸ポ

リープ・粘膜切除術 
- - - - 0.44 - - - - - - - 

K654 内視鏡的消化管止血管 - - - - 0.77 - - - - - - - 

K655 
胃切除術（腹腔鏡（補助）

下によるものを含む） 
2.28 2.77 4.74 4.53 2.28 - 5.40 3.57 2.94 3.81 1.10 6.54

K657 
胃全摘術（内視鏡（補助）

下によるものを含む） 
3.91 - 4.62 4.53 4.00 - 5.77 4.35 3.39 3.79 1.48 5.68

K662 
胃腸吻合術（ブラウン手

術を含む） 
- - 2.08 4.53 - - 1.40 - - - 1.23 - 

K664 
胃瘻造設術（経皮的内視

鏡下胃  造設術を含む） 
- - - - 0.15 - 3.57 - - - - - 

K671 胆管切開結石摘出術 1.89 3.10 4.99 - 4.10 - 3.33 - - 2.26 - - 

K672 
胆嚢摘除術（開腹による

もの） 
1.90 1.45 2.93 2.21 1.26 5.26 1.61 1.72 1.40 2.94 - 1.99

K672-2 腹腔鏡下胆嚢摘出術 - - 2.15 3.05 - 2.17 - - - - - 2.66

K673 
胆管形成手術（胆管切除

術を含む） 
- - - - - - 2.60 - - - - - 

K675 胆嚢悪性腫瘍手術 - - - - - - 6.75 - - - 1.16 - 

K677 胆管悪性腫瘍手術 - - - - - - - - - 6.52 1.92 - 

K680 総胆管胃（腸）吻合術 - - - - 2.76 - 3.58 - - - - 5.06

K681 胆嚢外瘻造設術 - - - 4.80 0.46 - - - - - - - 

K682 胆管外瘻造設術 - - - 4.80 - - - - - - - - 

K687 内視鏡的乳頭切開術 - - - - 0.44 - - - - - - - 

K688 
内視鏡的胆道ステント留

置術 
- - - - - - - - - - 5.36 - 

K692-2 腹腔鏡下肝嚢胞切開術 - - - - - - - - - - - 1.30

K695 肝切除術 - - 5.71 - 8.02 - 3.63 - 2.96 4.10 2.87 6.94

K697 肝内胆管外瘻造設術 - - - - 0.67 - - 4.27 - - - - 

K702 膵体尾部腫瘍切除術 - - 4.06 - - - 4.14 - 4.31 1.44 1.03 - 

K703 膵頭部腫瘍切除術 - - 9.53 8.21 - - 7.35 - - 8.74 3.66 11.51

K711 脾摘出術 - - - - - - 2.21 - - 3.18 - - 

K711-2 腹腔鏡下脾摘出術 - - - - - - - - - - - 2.92

K712 破裂腸管縫合術 - - - - 2.00 - - - 3.73 - - - 

K714 腸管癒着症手術 - - 0.93 2.00 1.03 - 1.19 3.18 1.27 - 1.42 - 

K714-2 
腹腔鏡下腸管癒着剥離

術 
- - - - - 2.51 - - - - - - 

K715 腸重積症整復術 - - - - - - 0.66 - - - - - 

K716 小腸切除術 - - 2.13 2.74 - - 1.90 - 1.96 2.50 0.66 1.86

K717 

小腸腫瘍、小腸憩室摘出

術（メッケル憩室炎手術を

含む） 

- - - 2.21 - - - - - - 1.59 - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院

L 

病院

K718 虫垂切除術 0.98 0.92 0.86 0.91 0.76 0.79 0.86 0.69 1.05 0.98 - 1.37

K718-2 腹腔鏡下虫垂切除術 - - - 2.62 - 1.16 - - - - - - 

K719 結腸切除術 3.28 - 2.82 4.49 2.73 - 3.58 1.62 2.63 2.73 1.29 3.00

K719-2 腹腔鏡下結腸切除術 - - - 6.43 - - - - - - - - 

K720 

結腸腫瘍（回盲部腫瘍摘

出術を含む）、結腸憩室

摘出術、結腸ポリープ切

除術（開腹によるもの) 

1.78 - - - 1.35 - - - - - - - 

K721 
内視鏡的結腸ポリープ粘

膜切除術 
- - - - 0.44 - - - - - - - 

K724 腸吻合術 - - - - - - 2.29 - - - 0.54 - 

K725 腸瘻、虫垂瘻造設術 - - - 0.58 - - 1.91 - - - - 0.76

K726 人工肛門造設術 1.00 - - 0.88 0.91 - 2.81 - 1.62 - 0.70 1.38

K729 腸閉鎖症手術 - - - - - - - - - - - 1.25

K732 人工肛門閉鎖術 - - - - 0.86 - 2.18 - - 2.62 0.39 2.82

K733 盲腸縫縮術 - - 3.92 - - - - - - - - 4.17

K739 
直腸腫瘍摘出術（ポリー

プ摘出を含む） 
- - 1.38 - - - 0.83 - - - - - 

K740 直腸切除・切断術 5.48 - 5.00 6.48 2.25 - 5.27 - 2.86 3.65 2.03 4.29

K742 直腸脱手術 0.87 - - - - - 3.66 - - 0.86 - 1.22

K743 痔核手術（脱肛を含む） 0.50 - 0.77 0.56 0.38 0.20 0.72 0.92 0.37 - - 0.46

K745 肛門周囲膿瘍切開術 - - 0.24 0.25 0.10 - - - - - - - 

K746 痔瘻根治手術 - - 0.32 0.30 0.26 0.70 0.62 - 0.38 - - 0.11

K747 

肛門良性腫瘍、肛門ポリ

ープ、肛門尖圭コンジロー

ム切除術 

- - - 0.21 - - - - - - - 0.14

K750 肛門括約筋形成手術 - - - - 0.26 - - - - - - 0.23

K754 
副腎摘出術（副腎部分切

除術を含む） 
- - - - - - - 5.29 - - - - 

K754-2 腹腔鏡下副腎摘出術 - - - - - - - - - - - 1.26

K756 副腎悪性腫瘍手術 - - 4.72 - - - - - - - - - 

K764 

経皮的尿路結石除去術

（経皮的腎瘻造設術を含

む） 

- - - - 3.38 - 1.34 1.62 - - - - 

K768 
体外衝撃波腎・尿管結石

破砕術(一連につき) 
- - - - - - - - - 0.76 - - 

K769 腎部分切除術 - - - - - - - - - - - 2.51

K771 経皮的腎嚢胞穿刺術 - - - - - - 0.11 - - - - - 

K772 腎摘出術 - - - - - - - - - - - 2.14

K773 腎（尿管）悪性腫瘍手術 - - 3.00 3.89 3.20 - 3.54 - 2.17 3.70 1.55 1.68

K774 腎（腎盂）瘻造設術 - - - 0.37 - - - - - - - - 

K775 
経皮的腎（腎盂）腸瘻造

設術 
- - - 0.84 - - 0.30 1.09 - - - - 

K778 腎盂形成手術 - - - - - - - - - - - 2.27

K781 

経尿道的尿路結石除去

術（超音波下に行った場

合も含む） 

- - 1.10 1.02 1.09 - 0.69 1.05 - 0.29 - 0.69
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院

L 

病院

K782 尿管切石術 - - - - - - 1.70 - - - - - 

K783 
尿路道的尿管狭窄拡張

術 
- - 0.74 - 0.35 - 0.21 - 0.75 - - - 

K783-2 
経尿道的尿管ステント留

置術 
- - - 0.65 - 0.11 - - - - - 0.21

K783-3 
経尿道的尿管ステント抜

去術 
- - - 0.58 - - - - - - - - 

K784 残存尿管摘出術 - - - - - - - - - - - 1.53

K794 尿管口形成手術 - - 0.67 - - - - - - - - - 

K795 膀胱破裂閉鎖術 - - - - - - - - - 2.76 - - 

K797 膀胱内凝血除去術 - - - - - - 0.86 - - - 0.30 - 

K798 膀胱結石、異物摘出術 - - 0.42 - - - 0.54 1.20 0.71 - - - 

K800 膀胱憩室切除術 - - - - - - - - - 1.23 - - 

K801 膀胱単純摘除術 - - - - - - - - 2.72 - - 2.40

K802 膀胱腫瘍摘出術 - - 0.30 - 0.21 - - - - - - - 

K802-2 膀胱脱手術 - - - - - - - - - - - 0.63

K803 膀胱悪性腫瘍手術 - 0.62 1.44 0.60 1.73 6.02 0.52 1.41 0.85 0.93 1.06 0.57

K804 尿膜管摘出術 - - - 2.21 - - 1.85 - - - - - 

K805 膀胱瘻造設術 - - - 1.24 - - - - 0.66 - - - 

K812 回腸（結腸）導管造設術 - - - - - - - 6.20 8.58 - - 2.76

K813 尿道周囲膿瘍切開術 - - - 1.11 - - - - - - - - 

K815 尿道結石、異物摘出術 - - - - 0.62 - - - - - - - 

K816 外尿道腫瘍切除術 - - - - 0.20 - - - - - - - 

K819 尿道下裂形成中手術 - - - - - - - - 0.88 2.78 - - 

K821 尿道狭窄内視鏡手術 - - - 1.57 - - 0.28 0.91 - - - - 

K822 女子尿道脱手術 - - - - - - 0.55 - - - - - 

K823 尿失禁手術 - - - 0.99 - - 0.96 - - - - - 

K823-2 
尿失禁コラーゲン注入手

術 
- - - 0.37 - - - - - - - - 

K824 
陰茎尖圭コンジローム切

除術 
- 0.44 - - - - 0.16 - - - - 0.06

K826 陰茎切断術 - - - - - - - 0.94 - - - - 

K828 包茎手術 - - 0.34 0.56 0.42 0.14 0.57 - - 0.07 - - 

K830 精巣（睾丸）摘出術 - - 0.61 - 0.65 - 0.78 - - 0.71 - 0.28

K832 
精巣上体（睾丸）悪性腫

瘍手術 
- - - - 0.47 - - - - 0.48 - - 

K833 
精巣（睾丸）悪性腫瘍手

術 
- 0.66 - - 0.69 - 0.56 - 0.66 - - 0.58

K835 陰嚢水腫手術 - - - - - 0.42 0.74 - 0.56 - - 0.34

K836 停滞精巣（睾丸〉固定術 - - - - - - - - 1.59 1.49 - - 

K840 前立腺被膜下摘出術 - - - - - - - - 1.24 - - - 

K841 経尿道的前立腺手術 - 1.53 1.29 - 1.12 0.56 0.64 0.99 0.95 0.59 - 0.78

K841-2 
経尿道的レーザー前立腺

切除術 
- - - 2.35 - - - - - - - - 

K843 
前立腺精嚢悪性腫瘍手

術 
- - 3.75 6.12 2.82 - 3.57 - 2.85 - 1.46 - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院

L 

病院

K844 バルトリン腺膿瘍切開術 - - - 1.69 - - 0.18 - - - - - 

K845 処女膜切開術 - - - - - - 0.83 - - - - - 

K849 女子外性器腫瘍摘出術 - - - - - - - - - - 0.24 - 

K852 
膣壁裂創縫合術（分娩時

を除く） 
- - - - - - 0.76 - - - - 0.67

K856 膣腫瘍摘出術 - 0.11 - - - - - - - - - - 

K860 膣形成手術 - - - - - - - - - - - 0.75

K861 膣内膜掻爬術 - - - - - - 0.06 - 0.23 - 0.02 - 

K863 
腹腔鏡下子宮内膜症病

巣除去術 
- - - - - - - - - 1.56 - - 

K865 子宮脱手術 - - - 1.46 - - 1.59 - 2.86 - - 0.76

K866 子宮頸管ポリープ切除術 - - - 0.37 - - 0.12 - - - - - 

K867 子宮頸部切除術 - - - 2.32 - - 0.39 - 0.52 0.13 0.16 0.36

K872 子宮筋腫核出術 - - - 2.32 - - 0.58 - 1.95 1.11 - 1.02

K872-2 
腹腔鏡下子宮筋腫核出

術 
- - - 2.32 - - - - - - - - 

K873 
子宮鏡下子宮筋腫摘出

術 
- - - - - - 0.78 - 0.35 - - 0.63

K877 子宮全摘術 - 1.97 - 4.53 - 1.19 1.50 1.81 2.22 2.45 1.10 1.65

K879 子宮悪性腫瘍手術 - - - 4.53 - - 3.05 5.79 3.80 - 2.09 2.78

K880 骨盤リンパ節郭清術 - - - - - - - - 1.56 - - 1.23

K885 
膣式卵巣嚢腫内容排除

術 
- - - - - - - - - - - 1.36

K886 子宮附属器癒着剥離術 - - - 2.32 - - 1.41 - 1.68 1.11 0.47 1.13

K887 
卵巣部分切除術（膣式を

含む） 
- - - - - - 0.86 0.78 - - - 0.93

K888 子宮附属器腫瘍摘出術 - - - 2.00 1.44 0.87 1.12 1.56 1.43 1.69 - 0.76

K889 
子宮附属器悪性腫瘍手

術 
- - - - - 4.60 5.89 - 3.99 1.28 1.45 2.94

K898 帝王切開術 - 1.06 - - - - 0.54 0.74 1.54 0.70 - 0.85

K899 
胎児縮小術（娩出術を含

む） 
- - - - - - - - - - - 1.97

K902 胎盤用手剥離術 - - - - - - 0.40 - - - - - 

K906 子宮頸管縫縮術 - 0.50 - - - - 0.21 0.57 1.27 - - - 

K909 流産手術 - 0.27 - - - - 0.10 - 0.22 0.03 - 0.09

K911 胞状奇胎除去術 - - - - - - - - - 0.10 - - 

K912 子宮外妊娠手術 - 1.85 - 1.11 1.22 - 1.03 - 2.02 0.97 - 0.98

K922 骨髄移植 - - - - - - - - - - - 1.38
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3.2.1.2. 手術部門・材料費等価係数 
図表 3-20  サービス種類別医療機関別等価係数一覧（手術部門・材料費） 

注 1：各セルには、特定サービス種類（K633 ヘルニア手術）を 1 とした場合の比率を

表示。 

注２：A、D、G 病院においてはサービス種類（K633 ヘルニア手術）について、等価係

数作成のためのデータが収集されなかった。そこで A、D、G 病院を含む複数の病

院において実施されたサービス種類（K028 腱鞘切開術（関節鏡下によるものを

含む））について、A、D、G 病院における等価係数が A、D、G 病院を除く病院の

等価係数の平均値に等しくなるように調整を行った。 

注３：“－”は数値のない項目を表す。 

  

サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K000 創傷処理 - - 1.86 0.04 - 0.10 0.05 - 1.01 0.28 0.00 0.07

K001 皮膚切開術 - - 0.02 0.04 - 0.01 - 0.02 - - 0.10 0.07

K002 デブリードマン - - - 0.04 - - - 0.95 0.58 - - 0.18

K003 

皮 膚 、 皮 下 、 粘

膜下血管腫摘出

術（露出部） 

- - - - - - - - 0.18 - - - 

K004 

皮 膚 、 皮 下 、 粘

膜下血管腫摘出

術（露出部以外） 

- - - 0.06 - - - 0.40 - - - - 

K005 
皮膚、皮下腫瘍

摘出術（露出部） 
- - 0.11 0.05 0.01 0.00 0.00 0.02 0.28 0.04 0.21 0.21

K006 

皮膚、皮下腫瘍

摘出術（露出部

以外） 

- - 0.06 0.32 0.00 0.01 0.01 0.01 0.39 0.02 0.02 0.02

K007 
皮膚悪性腫瘍切

除術 
- - - - - - - - 0.21 0.00 0.03 0.05

K008 腋臭症手術 - - - 0.05 - - - - 0.10 - - - 

K009 皮膚剥削術 - - - - - - - - 0.21 - - - 

K010 
指瘢痕拘縮形成

手術 
- - - 0.02 - - - - 0.36 0.05 - - 

K012 

前層、分層植皮

術（露出部・粘膜

部・関節部以外

の部位） 

- - - 0.08 - - - 1.26 0.17 0.01 - 0.04

K013 

前層、分層植皮

術（露出部・粘膜

部・関節部） 

- - - - - 0.03 - - 0.40 0.60 - 0.24

K015 

皮弁作成術、移

動 術 、 切 断 術 、

遷延皮弁術 

- - - 0.06 - - - 0.67 0.74 0.02 0.06 - 

K016 
動脈（皮）弁術、

筋（皮）弁術 
- - - - - - - - 0.88 - - - 

K017 

遊離皮弁術（顕

微鏡下血管柄付

きのもの） 

- - - - - - - - 2.08 - - - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K020 

自家遊離複合組

織移植術（顕微

鏡下血管柄付き

のもの) 

- - - - - - - - 15.04 - 10.34 - 

K023 
筋膜切離術、筋

膜切開術 
- - - - - - - - - - - 0.13

K024 筋切離術 - - - - - - - - 0.30 - - - 

K027 筋炎手術 - - - - - - - - - - - 0.01

K028 

腱鞘切開術（関

節鏡下によるも

のを含む） 

0.04 0.02 0.02 0.04 0.01 - 0.04 - 0.11 - - - 

K029 
筋肉内異物摘出

術 
- - - 0.01 - - - - - - - 0.02

K030 
四肢軟部腫瘍摘

出術 
- - 0.39 0.06 - 0.01 - - 0.44 - - 0.45

K031 
四肢軟部悪性腫

瘍手術 
- - - - - - - - - - 0.37 - 

K034 

筋切離術・腱切

除術（関節鏡下

に よ る も の を 含

む） 

- - - - - - - - 17.57 - - - 

K035 

腱剥離術（関節

鏡下によるもの

を含む） 

- - - - - - - - - - - 0.26

K037 腱縫合術 - - 0.03 - 0.85 0.11 - 0.44 2.31 0.05 - 0.19

K040 腱移行術 - - - - - 0.00 - - - - - - 

K043 骨掻爬術 - - - - - 0.03 - 2.09 1.00 - 0.01 - 

K044 
骨折非観血的整

復術 
- - - 0.15 0.02 0.01 0.01 0.19 0.26 - - 0.00

K045 
骨折経皮的鋼線

刺入固定術 
- - 0.84 0.11 - - - 1.57 3.81 - - 0.17

K046 骨折観血的手術 - 4.84 11.22 0.05 2.90 3.00 - 4.74 17.23 8.26 - 8.26

K048 
骨内異物（挿入

物）除去術 
- 0.03 0.06 0.04 0.04 0.01 0.00 0.26 1.16 0.15 0.02 0.49

K049 骨部分切除術 - - - - - - - - 1.29 - - - 

K052 骨腫瘍切除術 - - - 0.07 - 0.00 - - - - 0.37 - 

K054 骨切り術 - - 8.88 - - - - - - - - - 

K059 
骨移植術（軟骨

移植術を含む。） 
- - - - 3.04 1.79 - - 3.58 28.69 - 5.21

K060 関節切開術 - - - - - - - - 6.68 - - 0.19

K061 
関節脱臼非観血

的整復術 
- - 0.04 - - - - - 0.68 - - 0.13

K063 
関節脱臼観血的

整復術 
- - - - - - - 0.10 - 6.30 - - 

K065 

関節内異物（挿

入物）除去術（関

節鏡下によるも

のを含む） 

- - 0.02 - - - - - - - - 0.19

K066 

間接滑膜切除術

(関節鏡下による

ものを含む。) 

1.83 - 0.25 - 0.75 - - - 1.13 - - 0.34
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K067 

関節鼠摘出手術

（関節鏡下による

ものを含む） 

- - 0.33 - - - - - - - - - 

K068 

半 月 板 切 除 術

（関節鏡下による

ものを含む） 

0.97 - 0.09 - - - - - 1.05 - - 0.08

K069 

半 月 板 縫 合 術

（関節鏡下による

ものを含む） 

- - 0.19 - - - - - - - - 0.10

K070 
ガングリオン摘出

術 
0.04 - - 0.00 - 0.04 - - - - - - 

K073 
関節内骨折観血

的手術 
- - - - - 8.07 - 6.58 18.63 3.98 - 2.56

K074 

靭帯断裂縫合術

（関節鏡下による

ものを含む） 

- - 2.90 - - - - - - - - - 

K076 
観血的関節授動

術 
- - 0.04 - - - - - - 0.01 - - 

K077 
観血的関節制動

術 
66.59 - - - - - - - - - - - 

K078 
観血的関節固定

術 
- - 4.34 - - - - - - - - - 

K079 

靭帯断裂形成術

（関節鏡下による

ものを含む） 

139.89 - 9.99 - - - - - - - - 2.54

K080 関節形成手術 17.95 - 10.76 - - - - 1.30 - - - - 

K081 人工骨頭挿入術 - - 50.05 - 10.74 48.02 - 27.10 4.61 - - 34.04

K082 人工関節置換術 267.73 - 43.11 - 8.21 16.40 - 27.96 57.46 31.77 - 18.47

K083 

鋼線等による直

達牽引(初日。観

血的に行った場

合の手技料を含

む。) 

- - - 0.00 - - - - - - - 0.00

K084 四肢切断術 - - 0.27 - - 0.22 - - - 0.05 0.05 1.09

K085 四肢関節離断術 - - - - - 0.09 - - 1.51 - - - 

K087 

断端形成術（骨

形成を要するも

の） 

- - 0.11 0.02 - - 0.08 - - 0.08 - 0.01

K089 爪甲除去術 - - - 0.01 - - - - - - - - 

K091 陥入爪手術 - - 0.02 0.06 - - - 0.01 0.02 - - - 

K093 

手根管開放手術

（関節鏡下による

ものを含む） 

- - 0.03 - 0.40 - - - - - - 0.01

K096 
手掌、足底腱膜

切離術・切除術 
0.04 - - - - - - - - - - - 

K099 指瘢痕拘縮手術 - - - - - - - - - - - 0.01

K116 
脊椎、骨盤骨掻

爬術 
- - - - - - - - - - - 11.28

K118 
脊椎脱臼観血的

手術 
- - - - - - - - 7.92 - - - 

K131 椎弓切除術 - - 4.05 - - - - - 1.68 - - - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K132 椎弓形成手術 - - 8.74 - - - - 9.70 - - - 7.19

K134 椎間板摘出術 - - 2.31 - - - - 0.62 - - - - 

K142 脊椎固定術 - - - - - - - 18.08 22.69 - - 23.64

K144 
体外式脊椎固定

術 
- - - - - - - - - - - 0.01

K145 
穿頭術後脳室ド

レナージ 
- - - - - - - - - - - 0.20

K147 
穿頭術（トレパナ

チオン） 
- - - - - - - - 0.74 - - - 

K148 試験開頭術 - - - - - - - - - - - 0.38

K149 減圧開頭術 - - 6.82 - - - - 8.67 - - - 3.09

K154 定位脳手術 - - - - - - - - - 0.29 - - 

K164 

頭蓋内血腫除去

術（開頭して行う

もの） 

- - 6.67 - - - - 5.09 - 1.51 - 1.69

K164-2 
慢性硬膜下血腫

穿孔洗浄術 
- - 0.38 0.24 - 0.88 - - - - - - 

K167 
頭蓋内腫瘤摘出

術 
- - - - - - - - 30.35 - - - 

K168 脳切除術 - - - - - - - - - - - 2.48

K169 
頭蓋内腫瘍摘出

術 
- - - - - - - 10.05 - 4.88 2.24 2.77

K174 水頭症手術 - - 16.00 - - - - 9.01 2.12 5.43 - 9.55

K175 脳動脈瘤被包術 - - - - - - - 8.76 - - - - 

K177 
脳動脈瘤頸部ク

リッピング 
- - 14.90 - - - - 7.29 32.98 4.68 - 4.79

K178 脳血管内手術 - - - - - - - - - - - 5.04

K180 頭蓋骨形成手術 - - 8.93 - - - - 4.64 - 4.65 - 2.70

K182 神経縫合術 - - 0.03 - - - - - - 0.01 - - 

K189 脊椎ドレナージ - - - - - - - - - - - 0.05

K191 脊椎腫瘍摘出術 - - 5.01 - - - - - - - - - 

K193 神経腫切除術 - - - - - 0.04 - - - - - 0.36

K197 神経移行術 - - 0.92 - - - - - - - - - 

K199 

涙点切開術、涙

点閉鎖術、涙小

管拡大術 

- - 0.01 - - - - - - - - - 

K202 
涙管シリコンチュ

ーブ挿入術 
- - 0.71 - - - - - - - - - 

K208 麦粒腫切開術 - - - - - - - 0.03 - - - - 

K211 
睫毛電気分解術

（毛根破壊） 
- - 0.01 - - - - - - - - - 

K214 霰粒腫摘出術 - - 0.02 0.00 - - 0.14 - - - - - 

K216 
眼瞼結膜悪性腫

瘍手術 
- - - - - - - - - - 0.02 - 

K217 眼瞼内反症手術 - - 0.01 - - - - - - 0.01 - - 

K219 眼瞼下垂症手術 - - 0.01 0.06 - - - 0.01 0.35 - - 0.01

K220 結膜縫合術 - - 0.01 - - - - - - - - - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K224 翼状片手術 - - 0.02 0.20 - - 0.05 0.43 1.11 - - - 

K227 

眼窩骨折観血的

手術（眼窩ブロー

アウト骨折手術

を含む） 

- - 0.03 - - - - - - - - - 

K234 
眼窩内腫瘍摘出

術（表在性） 
- - - - - - - - 0.25 - - - 

K235 
眼窩内腫瘍摘出

術（深在性） 
- - - - - - - - - - 0.02 - 

K246 角膜強膜縫合術 2.47 - - - - - - - - - - - 

K247 

角膜縫合術、強

膜縫合術、結膜

強膜縫合術 

- - 0.02 0.29 - - - - - - - - 

K248 

角膜パンヌス手

術（角膜パンヌス

冷凍凝固術を含

む） 

- - 0.01 - - - - - - - - - 

K253 角膜異物除去術 - - - 0.00 - - - - - - - - 

K254 角膜切除術 - - - - - - - - 0.18 - - - 

K263 虹彩癒着剥離術 - - 0.02 - - - - - 6.98 - - - 

K268 緑内障手術 - - 0.48 - - - - - - - - 0.59

K275 網膜復位術 - - 0.03 - - - - 0.35 1.12 - - - 

K278 硝子体吸引術 - - 0.36 - - - - - 0.77 - - - 

K280 
硝子体茎顕微鏡

下離断術 
- - 0.37 - - - - - 5.89 - - 0.20

K281 
増殖性硝子体網

膜症手術 
- - - - - - - 0.22 7.81 - - 0.36

K282 白内障手術 3.06 3.02 0.86 1.07   0.00 0.53 5.83   0.17

K283 
眼内レンズ挿入

術 
- - 0.87 1.02 - - - 0.53 3.11 0.18 0.67 0.38

K285 耳介血腫開窓術 - - - 0.00 - - - - - - - - 

K286 
外耳道異物除去

術 
- - - 0.01 - - - - - - - - 

K287 
先天性耳瘻管摘

出術 
- - - - - - - - - 0.01 - 0.05

K291 耳介腫瘍摘出術 - - - - - - - - 0.03 - - - 

K296 耳介形成手術 - - - 0.04 - - - - - - - - 

K300 鼓膜切開術 - - - 0.01 - - - - - - - 0.03

K309 

鼓 膜 （ 排 液 、 換

気）チューブ挿入

術 

- - - 0.11 - 0.20 0.36 - - - - 0.17

K318 鼓膜形成手術 - - - - - - - - - - - 0.98

K319 鼓室形成手術 - - - - - - - - 3.24 0.15 - 0.83

K331 鼻腔粘膜焼灼術 - - - 0.04 0.04 - - - 1.14 - - - 

K333 
鼻骨骨折整復固

定術 
- - - 0.18 - - - - - 0.19 - 0.40

K337 
鼻前庭嚢胞摘出

術 
- - - - - - - - - - - 0.40

K338 鼻甲介切除術 - - - - - - - - 1.16 - - 0.10



 - 64 - 

  

サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K339 
粘膜下下鼻甲介

骨切除術 
- - - - - - - - - - - 0.17

K340 鼻茸摘出術 - - - - - - 0.12 - - - - - 

K342 
鼻副鼻腔腫瘍摘

出術 
- - - - - - - - - 0.01 - - 

K347 鼻中隔矯正術 - - - - - - - - 3.43 - - 0.51

K348 
試験上顎洞開窓

術 
- - - - - - - - - - - 0.03

K352 上顎洞根本手術 - - 0.30 - - - - - - 0.01 - 0.52

K353 鼻内篩骨洞手術 - - 0.32 - - - - - 11.06 - - - 

K358 
上顎洞篩骨洞根

本手術 
- - 0.37 - - - - - 5.14 - - 0.34

K359 
前頭洞篩骨洞根

本手術 
- - - - - - - - - - - 0.39

K360 
篩骨洞蝶形洞手

術 
- - - - - - - 0.18 - - - 0.39

K362 
上顎洞篩骨洞前

頭洞根本手術 
- - - - - - - - 14.92 - - 0.25

K364 
汎副鼻腔根本手

術 
- - - - - 0.10 - 0.62 18.06 - - 0.42

K368 
扁桃周囲膿瘍切

開術 
- - - 0.01 - - - - - - - - 

K369 咽頭異物摘出術 - - - 0.00 - - - - - - - - 

K370 アデノイド切除術 - - - - - - - - 0.22 - - 0.17

K372 
中咽頭腫瘍摘出

術 
- - - - - - 0.01 - - - - - 

K374 
咽頭悪性腫瘍手

術 
- - - - - - - - - - - 0.21

K377 口蓋扁桃手術 - - - - 0.49 - - 0.21 0.93 0.01 - 0.14

K382 咽頭瘻閉鎖術 - - - - - - - - - - 0.01 - 

K386 気管切開術 - - - 0.18 - - 0.20 - - 0.19 0.10 0.40

K389 
声帯結節（ポリー

プ）切除術 
- - - 0.15 - - - - 0.77 0.00 0.03 0.15

K390 喉頭異物摘出術 - - - - - - - - - - - 0.18

K393 喉頭腫瘍摘出術 - - - - - - - - 0.76 0.07 - 0.23

K394 
喉頭悪性腫瘍摘

出術 
- - - - - - - - - - 0.49 - 

K396 
気管切開孔閉鎖

術 
- - - - - - - - - 0.00 - - 

K397 

喉頭横隔膜切除

術（ステント挿入

固定術を含む） 

- - - - - - - - - - - 0.40

K400 喉頭形成手術 - - - - - - - - - - - 0.28

K404 抜歯手術 - - - - - - - - 17.45 - - 0.10

K407 
顎・口蓋裂形成

術 
- - - - - - - - - 0.17 - - 

K411 
頬粘膜腫瘍摘出

術 
- - - - - - - - - - - 0.33

K412 
頬粘膜悪性腫瘍

摘出術 
- - - - - - - - - - 0.06 - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K413 舌腫瘍摘出術 - - - - - - - 0.01 - - - - 

K415 舌悪性腫瘍手術 - - - - - - - - - - 0.32 - 

K421 口唇腫瘍摘出術 - - 0.01 0.06 - - - - - - - - 

K423 頬腫瘍摘出術 - - 0.04 - - - - - - - - - 

K426 口唇裂形成手術 - - - - - - - - 0.46 - - 0.37

K427 
頬骨骨折観血的

整復術 
- - - - - - - - - 1.23 - - 

K429 
下顎骨折観血的

手術 
- - - - - - - - - - - 4.44

K435 
術後性上顎嚢胞

摘出術 
- - - - - - - - - - - 0.45

K450 唾石摘出術 - - - - - - - 0.69 - - - - 

K453 
顎下腺腫瘍摘出

術 
- - - - - - - - 1.32 - - - 

K454 顎下腺摘出術 - - - - - - - - - - - 0.42

K457 
耳下腺腫瘍摘出

術 
- - - - - - - - - 0.08 - - 

K461 

甲状腺部分切除

術、甲状腺腫摘

出術 

- - 0.55 - - - - - - 0.08 0.15 - 

K463 
甲状腺悪性腫瘍

手術 
- - - - - - - - - 0.08 0.17 0.91

K464 
上皮小体腺腫過

形成手術 
- - - - - - - - 4.57 - - - 

K467 
頸 瘻  、 頸 嚢 摘

出術 
- - - - - - - - - 0.08 - 0.29

K469 頸部郭清術 - - - - - - - - - - 0.24 0.76

K470 
頸部悪性腫瘍手

術 
- - - - - - - - - - 0.16 - 

K474 

乳腺腫瘍摘出術

（内視鏡下による

ものを含む） 

- - 0.02 - - - - - 2.89 0.07 0.03 - 

K474-2 
乳管腺葉区域切

除術 
- - 0.02 - - - - - - - 0.03 - 

K476 
乳腺悪性腫瘍手

術 
- 0.33 1.06 - - 0.36 - 0.57 2.35 0.25 0.25 1.07

K476-2 

陥 没 乳 頭 形 成

術、再建乳房乳

頭形成術 

- - - - - - - - - - 0.01 - 

K484 
胸壁悪性腫瘍摘

出術 
- - - - - - - - - - 0.40 - 

K485 胸壁腫瘍摘出術 - - 0.03 - - - - 33.18 - - - - 

K488 試験開胸術 - - - - - - - - - - 0.07 - 

K494 
胸膜内血腫除去

術 
- - - - - - - - - - - 0.32

K496 
醸膿胸膜、胸膜

胼胝切除術 
- - - - - - - - - 5.42 - - 

K502 
縦隔腫瘍、胸腺

摘出術 
- - - - - - - - - - - 1.29
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K504 
縦隔悪性腫瘍手

術 
- - - - - - - - 2.69 1.28 - 0.71

K511 肺切除術 - - - - - - - - 9.29 0.84 0.11 - 

K512 
気管支形成を伴

う肺切除術 
- - - - - - - - - - - 1.03

K513 
胸腔鏡下肺切除

術 
- - - - 0.57 - - - 4.27 - 0.11 1.23

K514 肺悪性腫瘍手術 - - 12.61 - - - - 1.18 8.65 3.49 0.39 1.76

K516 気管支瘻閉鎖術 - - - - - - - - - - - 28.62

K518 気管支形成手術 - - - - - - - - - - - 1.21

K522 食道狭窄拡張術 0.78 - - 0.04 - - - - - - - 0.02

K526 食道腫瘍摘出術 - - - - - - - - - - - 0.04

K527 

食道悪性腫瘍手

術（単に切除の

みのもの） 

- - - - - - - - 6.94 - - - 

K529 

食道悪性腫瘍手

術（消化管再建

手術を併施する

もの） 

- - 9.87 - - - - - - - 0.38 4.86

K533 

食道・胃静脈瘤

硬化療法（内視

鏡によるもの） 

- - - 1.46 1.74 - - - - - - 0.61

K552 
ぺ ー ス メ ー カ ー

移植術 
536.17 - - 66.63 - - - 43.89 283.16 - - 65.21

K553 
体外ベースメー

キング 
- - - 1.30 - 1.96 - - - - - 7.48

K554 

ぺ ー ス メ ー カ ー

交換術（電池交

換を含む） 

- - - 50.89 - - - - - - - 51.45

K563 弁置換術 - - - - - 49.03 - 43.89 - - - 40.87

K566 
心室中隔欠損閉

鎖術 
- - - - - - - - - - - 19.40

K588 
冠動脈、大動脈

バイパス移植術 
- - - - - 9.34 - 2.66 90.11 - - 10.30

K596 
経皮的カテーテ

ル心筋焼灼術 
- - - - - - - - - - - 21.15

K597 
経皮的心肺補助

法(１日につき) 
- - - - - - - - - - - 4.03

K598 
人工心肺(１日に

つき) 
- - - - - 34.87 - - - 15.03 - 13.34

K599 

大動脈バルーン

パ ン ピ ン グ 法

（IABP 法）(１日に

つき) 

- - - 10.73 14.36 12.84 - - - - - 1.64

K602 血管結紮術 - - 4.80 4.46 - - - - 3.78 0.18 - - 

K603 動脈塞栓除去術 - - - - - - - - - - - 4.28

K604 
動脈血栓内膜摘

出術 
- - - - - - - - - - - 1.56

K605 

大動脈瘤切除術

（吻合又は移植

を含む） 

- - - - - 53.84 - 23.68 157.35 - - 22.62
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K606 
動脈形成術、吻

合術 
- - 0.75 0.05 - - - 5.09 1.56 0.12 0.15 1.57

K606-2 

抗悪性腫瘍剤動

脈内持続注入用

埋込型カテーテ

ル設置 

- - 0.04 9.53 - - - - - 16.19 - - 

K611 
血管移植術、バ

イパス移植術 
- - 7.00 4.60 - 10.83 - - - - - 2.08

K612 血管塞栓術 - - - 2.68 1.79 - - - - - - 5.80

K613 
四肢の血管拡張

術・血栓除去術 
- - - 25.38 - 18.50 - - - - - 9.27

K614 
経皮的冠動脈形

成術 
- - - 16.11 4.84 - - - - - - 12.76

K615 
経皮的冠動脈ス

テント留置術 
- - - 34.63 6.79 - - - - - - 12.01

K617 下肢静脈瘤手術 - 0.04 - 0.92 1.06 0.00 0.23 - 3.52 - - 0.09

K618 

中心静脈栄養用

埋込型カテーテ

ル設置 

- - 0.04 0.09 - - - - 1.32 - 0.06 0.03

K623 
静脈形成術、吻

合術 
- - - - - - - - 0.54 - - - 

K626 リンパ節摘出術 - - 0.02 - - - - 0.13 0.27 0.07 0.00 0.18

K627 
リンパ節群郭清

術 
- - 0.74 - - - - - 1.74 - - 0.70

K632 腹壁腫瘍摘出術 - - 0.69 - - - - - - - - - 

K633 ヘルニア手術 (1.00) 1.00 1.00 (1.00) 1.00 1.00 (1.00) 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

K634 
腹腔鏡下鼠径ヘ

ルニア手術 
- - - - - 0.54 - - - - - - 

K635 
胸水・腹水濾過

濃縮再静注法 
- - 0.56 2.28 - - - - - - - 2.87

K636 試験開腹術 - - 0.28 - - - - - - - 0.06 0.63

K637 
限局性腹腔膿瘍

手術 
- - - 0.67 - - - - - - - 0.66

K639 
急性汎発性腹膜

炎手術 
- - 0.82 - 0.28 - - 0.89 2.08 - 0.31 2.01

K640 腸間膜損傷手術 - - - - - - - - - - - 1.62

K641 大網切除術 - - - - - - - - 0.86 - - 0.40

K643 
後腹膜悪性腫瘍

手術 
- - - - - - - - - - 0.09 1.54

K646 

胃 血 管 結 紮 術

（急性胃出血手

術） 

- - - - - - - - - - - 0.54

K647 

胃縫合術（大網

充填術又は被覆

術を含む） 

- - - - - 0.15 - - - - - 1.06

K653 

内視鏡的胃、十

二指腸ポリープ・

粘膜切除術 

- - - 1.05 - - - - - - - 0.08

K653-3 

内視鏡的食道下

部及び胃内異物

摘出術 

- - - 0.02 - - - - - - - - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K654 
内視鏡的消化管

止血管 
- - - 0.04 0.14 - - - - - - 0.05

K655 

胃切除術（腹腔

鏡（補助）下によ

るものを含む） 

12.36 0.08 6.96 0.05 - - - 1.78 4.38 0.41 0.65 2.30

K657 

胃全摘術（内視

鏡（補助）下によ

るものを含む） 

24.63 - 7.78 - 1.26 - - 2.63 5.93 0.55 0.77 2.48

K662 
胃腸吻合術（ブラ

ウン手術を含む） 
- - 0.92 0.05 - - - - - - 0.08 0.45

K664 

胃瘻造設術（経

皮的内視鏡下胃

造設術を含む） 

- - - 0.06 0.08 - 0.12 - - - - 0.02

K671 
胆管切開結石摘

出術 
- 0.25 2.16 - - - - - - 0.12 - 0.96

K672 
胆嚢摘除術（開

腹によるもの） 
- - 0.59 - 0.78 0.03 - 0.54 4.68 - - 0.60

K672-2 
腹腔鏡下胆嚢摘

出術 
- - 0.76 0.40 - 0.06 - - - - - - 

K675 
胆嚢悪性腫瘍手

術 
- - - - - - - - - - 0.20 - 

K677 
胆管悪性腫瘍手

術 
- - - - - - - - - - 0.69 - 

K678 

体外衝撃波胆石

破砕術(一連につ

き) 

- - - 0.07 - - - - - - - - 

K680 
総胆管胃（腸）吻

合術 
- - - - - - - - - - - 1.43

K681 胆嚢外瘻造設術 - - - 0.97 0.42 - - - - - - - 

K682 胆管外瘻造設術 - - - 1.22 - - - - - - - 1.17

K685 

内視鏡的胆道砕

石術（経十二指

腸的又は外瘻孔

を介するもの） 

- - - 0.14 - - - - - - - 3.45

K686 
内視鏡的胆道拡

張術 
- - - - - - - - - - - 1.71

K687 
内視鏡的乳頭切

開術 
- - - 2.70 2.10 - - - - - - 1.81

K688 
内視鏡的胆道ス

テント留置術 
- - - 3.47 - - - - - - 0.14 1.13

K689 
経皮経肝胆管ス

テント挿入術 
- - - - - - - - - - - 4.42

K692 
肝嚢胞切開又は

縫縮術 
- - - - - - - - - - - 0.69

K695 肝切除術 - - 6.39 - 1.12 - - - 9.48 - 0.52 4.22

K697 
肝内胆管外瘻造

設術 
- - - - - - - 3.33 - - - 0.01

K697-3 

肝悪性腫瘍ラジ

オ波焼灼療法(一

連として) 

- - - 0.01 - - - - - - - - 

K702 
膵体尾部腫瘍切

除術 
- - 6.64 - - - - - 6.09 - 0.18 - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K703 
膵頭部腫瘍切除

術 
- - 4.85 - - - - - - 1.78 1.02 2.16

K711 脾摘出術 - - - - - - - - - - - 1.96

K712 破裂腸管縫合術 - - - - - - - - 6.25 - - - 

K714 腸管癒着症手術 - - 0.28 - - - - 2.63 2.21 - 0.37 1.09

K714-2 
腹腔鏡下腸管癒

着剥離術 
- - - - - 0.01 - - - - - - 

K716 小腸切除術 - - 2.37 - - - - - 3.11 1.19 0.03 1.43

K717 

小腸腫瘍、小腸

憩室摘出術（メッ

ケル憩室炎手術

を含む） 

- - - - - - - - - - 0.06 - 

K718 虫垂切除術 - 0.01 0.20 - 0.36 0.00 - 0.24 1.31 0.02 - 0.48

K718-2 
腹腔鏡下虫垂切

除術 
- - - - - 0.00 - - - - - - 

K719 結腸切除術 0.79 - 3.11 - 0.84 - - 1.56 3.41 0.56 0.17 2.09

K721 

内視鏡的結腸ポ

リープ粘膜切除

術 

- - - 0.06 0.16 - - - - - - 0.07

K722 
小腸結腸内視鏡

的止血術 
- - - 0.06 - - - - - - - 0.11

K724 腸吻合術 - - - - - - - - - - 0.04 1.34

K725 
腸瘻、虫垂瘻造

設術 
- - - 0.31 - - - - - - - 1.00

K726 人工肛門造設術 - - - - 0.44 - 0.04 - 2.47 - 0.02 0.39

K732 人工肛門閉鎖術 - - - - - - - - - - 0.03 0.90

K733 盲腸縫縮術 - - 0.89 - - - - - - - - - 

K739 

直腸腫瘍摘出術

（ポリープ摘出を

含む） 

- - 1.47 - - - - - - - - - 

K740 
直腸切除・切断

術 
- - 6.92 - 1.34 - - - 5.35 0.17 0.15 2.34

K742 直腸脱手術 - - - - - - - - - - - 2.36

K743 
痔核手術（脱肛

を含む） 
- - 0.10 0.00 0.04 0.00 - 0.36 0.53 - - 0.21

K745 
肛門周囲膿瘍切

開術 
- - 0.07 0.02 0.01 - - - - - - - 

K746 痔瘻根治手術 - - 0.05 - - 0.01 - - 0.52 - - 0.09

K747 

肛門良性腫瘍、

肛門ポリープ、肛

門尖圭コンジロ

ーム切除術 

- - - 0.05 - - - - - - - 0.02

K754 

副腎摘出術（副

腎部分切除術を

含む） 

- - - - - - - 1.17 - - - - 

K755 副腎腫瘍摘出術 - - - - - - - - - - - 3.63

K756 
副腎悪性腫瘍手

術 
- - 1.21 - - - - - - - - - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K764 

経皮的尿路結石

除去術（経皮的

腎瘻造設術を含

む） 

- - - - - - - 3.50 - - - - 

K768 

体外衝撃波腎・

尿管結石破砕術

(一連につき) 

- - - 0.26 - - - - - 0.07 - 0.01

K769 腎部分切除術 - - - - - - - - - - - 0.93

K773 
腎（尿管）悪性腫

瘍手術 
- - 0.82 - - - - - 3.01 0.26 0.11 1.59

K774 
腎（腎盂）瘻造設

術 
- - - 1.26 - - - - - - - - 

K775 
経皮的腎（腎盂）

腸瘻造設術 
- - - - - - - 2.61 - - - - 

K778 腎盂形成手術 - - - - - - - - - - - 2.21

K781 

経尿道的尿路結

石除去術（超音

波下に行った場

合も含む） 

- - 0.13 - - - - 1.76 - 0.07 - - 

K783 
尿路道的尿管狭

窄拡張術 
- - 3.35 - - - - - 5.41 - - 0.47

K783-2 
経尿道的尿管ス

テント留置術 
- - - 1.39 - 0.00 - - - - - - 

K783-3 
経尿道的尿管ス

テント抜去術 
- - - 0.01 - - - - - - - - 

K794 尿管口形成手術 - - 1.87 - - - - - - - - - 

K797 
膀胱内凝血除去

術 
- - - - - - - - - - 0.14 - 

K798 
膀胱結石、異物

摘出術 
- - 0.17 - - - - 0.73 2.31 - - - 

K801 膀胱単純摘除術 - - - - - - - - 3.14 - - - 

K802 膀胱腫瘍摘出術 - - 0.20 - - - - - - - - - 

K803 
膀胱悪性腫瘍手

術 
- - 0.93 - 0.28 1.33 - 0.86 1.22 0.11 0.16 0.32

K805 膀胱瘻造設術 - - - - - - - - 2.23 - - - 

K812 
回腸（結腸）導管

造設術 
- - - - - - - 1.04 3.55 - - - 

K813 
尿道周囲膿瘍切

開術 
- - - 0.01 - - - - - - - - 

K816 
外尿道腫瘍切除

術 
- - - - 0.01 - - - - - - - 

K819 
尿道下裂形成中

手術 
- - - - - - - - 1.38 - - - 

K821 
尿道狭窄内視鏡

手術 
- - - - - - - 8.82 - - - - 

K823-2 
尿失禁コラーゲ

ン注入手術 
- - - 0.01 - - - - - - - - 

K826 陰茎切断術 - - - - - - - 0.77 - - - - 

K828 包茎手術 - - 0.02 0.01 0.02 0.00 - - - - - - 

K830 
精巣（睾丸）摘出

術 
- - 0.06 - - - - - - 0.07 - 0.05
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K833 
精巣（睾丸）悪性

腫瘍手術 
- - - - - - - - 3.96 - - 0.12

K835 陰嚢水腫手術 - - - - - - - - 3.44 - - 0.13

K836 
停滞精巣（睾丸〉

固定術 
- - - - - - - - 2.18 0.01 - - 

K840 
前立腺被膜下摘

出術 
- - - - - - - - 3.21 - - - 

K841 
経尿道的前立腺

手術 
- - 0.87 - - 0.28 - 0.44 1.76 - - 0.72

K843 
前立腺精嚢悪性

腫瘍手術 
- - 0.89 - 0.56 - - - 4.76 - 0.14 - 

K849 
女子外性器腫瘍

摘出術 
- - - - - - - - - - 0.02 - 

K853 膣閉鎖術 - - - - - - - - - - - 0.10

K860 膣形成手術 - - - - - - - - - - - 0.10

K861 膣内膜掻爬術 - - - - - - - - 0.42 - 0.01 0.27

K863 
腹腔鏡下子宮内

膜症病巣除去術 
- - - - - - - - - 1.24 - - 

K865 子宮脱手術 - - - - - - - - 5.04 - - 0.63

K866 
子宮頸管ポリー

プ切除術 
- - - 0.00 - - - - - - - - 

K867 子宮頸部切除術 - - - - - - - - 1.79 0.08 0.02 0.12

K872 子宮筋腫核出術 - - - - - - - - 5.15 - - 1.17

K873 
子宮鏡下子宮筋

腫摘出術 
- - - - - - - - 3.56 - - - 

K877 子宮全摘術 - - - - - 0.03 - 0.53 5.00 - 0.04 1.06

K879 
子宮悪性腫瘍手

術 
- - - - - - - 4.26 8.10 - 0.06 1.11

K880 
骨盤リンパ節郭

清術 
- - - - - - - - 3.39 - - - 

K886 
子宮附属器癒着

剥離術 
- - - - - - - - 1.79 0.65 0.20 0.58

K887 
卵巣部分切除術

（膣式を含む） 
- - - - - - - 0.85 - - - 0.41

K888 
子宮附属器腫瘍

摘出術 
- - - - - 0.37 - 0.40 3.59 0.08 - 0.78

K889 
子宮附属器悪性

腫瘍手術 
- - - - - 0.20 - - 4.72 0.07 0.24 2.12

K890 

卵 管 形 成 手 術

（ 卵 管 ・ 卵 巣 移

植、卵管架橋等） 

- - - - - - - - - - - 0.38

K894 鉗子娩出術 - - - - - - - - - - - 0.03

K896 
会陰（膣壁）裂創

縫合術（分娩時） 
- - - - - - - - - - - 0.07

K898 帝王切開術 - 0.01 - - - - - 0.28 1.98 1.24 - 0.51

K906 子宮頸管縫縮術 - - - - - - - 0.07 3.39 - - - 

K909 流産手術 - 0.00 - - - - - - 0.38 0.00 - 0.06

K912 子宮外妊娠手術 - - - - - - - - 2.46 0.08 - 1.03

K920 輸血 - - - 10.28 - - - - - - - 0.11
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院 

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

K921 移植骨髄穿刺 - - - - - - - - - - - 0.46

K923 

術中術後自己血

回収術（自己血

回収器具による

もの） 

- - - - - - - - - - - 3.23
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3.2.2. 検査部門 

3.2.2.1. 検査部門・給与費等価係数 
図表 3-21  サービス種類別医療機関別等価係数一覧（検査部門・給与費） 

注 1：各セルには、特定サービス種類（D308 胃・十二指腸ファイバースコピー）を 1
とした場合の比率を表示。 

注２：K 病院においてはサービス種類（D308 胃・十二指腸ファイバースコピー）に

ついて、等価係数作成のためのデータが収集されなかった。そこで K 病院を含

む、最も多くの病院（10 病院）において実施されたサービス種類（D250 平

衡機能検査）について、K 病院における等価係数が K 病院を除く 9 病院の等価

係数の平均値に等しくなるように調整を行った。 
注３：“－”は数値のない項目を表す。 

  

サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院 

E 

病院

F 

病院

G 

病院 

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

D000 
尿中一般物質定性半定量検

査 
- - 0.06 - 0.01 - 0.03 1.45 0.72 - 

D001 
尿中特殊物質定性半定量検

査 
- - - - - - - 0.02 - - 

D002 尿沈渣顕微鏡検査 - - 0.12 - 0.01 - 0.06 0.07 0.05 - 

D003 糞便検査 - - 0.31 - 0.01 - - 0.05 0.02 - 

D004 穿刺液・採取液検査 - - 0.43 - 0.09 - 0.09 0.01 0.01 - 

D005 血液形態・機能検査 - - 0.12 - 0.04 - - - - - 

D006 出血・凝固検査 - - 0.12 - - - - - - - 

D011 免疫血液学的検査 - - 0.12 - - - 0.12 - 0.03 - 

D016 細胞機能検査 - - - - - - 0.06 - - - 

D017 
排泄物、滲出物又は分泌物

の細菌顕微鏡検査 
- - 0.37 - 0.26 - 0.36 0.05 0.05 - 

D018 細菌培養同定検査等 - - - - - - 0.71 - 0.33 - 

D019 細菌薬剤感受性検査 - - - - 0.26 - 0.71 - 0.14 2.23

D020 抗酸菌分離培養検査 - - - - - - 0.71 - 0.05 - 

D021 抗酸菌同定検査 - - - - - - - - 0.00 - 

D026 検体検査判断料 0.11 0.15 - 0.27 - 1.23 0.06 8.79 6.79 - 

D100 病理組織迅速顕微鏡検査 - - - 2.87 - 4.45 0.48 0.10 0.10 - 

D101 病理組織顕微鏡検査 - 2.00 2.97 170.18 - 55.01 0.38 1.18 1.31 - 

D101-2 その他の病理組織検査 - 2.00 - 12.94 - - 1.63 0.04 0.03 - 

D102 細胞診検査 - 2.15 1.11 63.35 - 30.75 0.18 0.26 0.21 - 

D103 
染色体検査(すべての費用を

含む。) 
- - - - - - 0.06 0.04 0.06 - 

D104 病理診断料 - - - 32.32 - 1.85 - 0.12 - - 

D105 病理学的検査判断料 0.11 2.15 - 1.08 - 1.85 0.30 0.29 0.30 - 

D200 スパイログラフィー等検査 0.09 0.15 0.12 0.08 0.13 0.56 0.10 0.25 0.15 - 

D201 換気力学的検査 - - - - - - - - 0.03 - 

D203 肺胞機能検査 - - 0.93 - - - - - 0.01 - 

D205 呼吸機能検査等判断料 0.11 0.15 - 0.27 - 1.23 0.10 0.10 0.05 - 

D206 
心臓カテーテル法による諸検

査 
- - 3.74 4.06 - 21.56 0.93 0.78 0.31 24.55
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院 

E 

病院

F 

病院

G 

病院 

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

D207 体液量等測定 - - - - - 0.59 - 0.08 - - 

D208 心電図検査 0.05 0.05 0.06 0.08 0.09 0.39 0.06 0.63 0.39 - 

D209 負荷心電図検査 0.14 0.15 0.25 0.24 0.26 2.98 0.12 - 0.05 - 

D210 ホルター型心電図検査 0.09 0.15 0.19 0.97 1.03 2.25 0.18 0.69 0.12 - 

D211 

トレッドミルによる負荷心機能

検査、バイシクルエルゴメー

ターによる心肺機能検査 

- - - 0.86 - - - 0.26 0.02 - 

D214 
脈波図、心機図、ポリグラフ

検査 
0.14 - 0.19 0.48 0.17 - 0.09 0.03 0.02 - 

D215 超音波検査 0.19 0.15 1.24 0.48 0.52 45.57 0.77 4.92 2.09 9.57

D216 サーモグラフィー検査 - - - - - - - 0.02 - - 

D216-2 残尿測定検査 - - 0.04 0.27 - - 0.75 - 0.01 - 

D217 骨塩定量検査 - 0.15 0.25 0.07 - 0.19 0.18 0.17 0.00 - 

D218 分娩監視装置による諸検査 - - - - - - - 0.01 - - 

D219 ノンストレステスト - - - - - - - 0.01 0.01 - 

D220 呼吸心拍監視 0.11 2.30 - 0.07 - 0.23 7.27 0.55 0.59 - 

D223 
経皮的動脈血酸素飽和度測

定 
0.01 0.43 - 0.01 - 0.94 0.12 1.55 0.59 - 

D224 終末呼気炭酸ガス濃度測定 - - - - - - - - 0.01 - 

D225 観血的動脈圧測定 - - - 0.07 - 3.00 0.12 0.03 0.08 - 

D225-2 非観血的連続血圧測定 - - - - - - - 0.06 - - 

D226 中心静脈圧測定 - - - 0.07 - 3.00 0.05 0.04 0.02 - 

D230 観血的肺動脈測定 - - - - - 3.00 - 0.01 - - 

D233 直腸肛門機能検査 - - - - - - - - - 3.35

D235 脳波検査 0.56 0.90 1.30 0.97 0.52 3.37 0.36 0.12 0.07 - 

D236 脳誘発電位検査 - - 0.56 0.65 - - 0.36 0.21 0.00 - 

D237 終夜睡眠ポリグラフィー 1.98 - 1.48 10.86 - - 1.93 - 0.38 - 

D238 脳波検査判断料 0.37 0.90 - 1.70 - 1.85 0.10 0.07 0.03 - 

D239 筋電図検査 0.32 2.30 0.93 0.97 - 4.83 0.36 0.17 0.02 - 

D239-2 電流知覚閾値測定 - 0.15 - - - - - - - - 

D241 神経・筋検査診断料 0.37 0.15 - 0.97 - 3.70 0.20 0.05 0.01 - 

D242 尿水力学的検査 - 0.05 2.19 1.08 - - 0.37 0.02 0.02 2.27

D243 喉頭鏡検査 0.04 - - 0.54 - - 0.10 0.00 - - 

D244 自覚的聴力検査 0.19 - 0.19 0.24 0.06 1.12 0.18 0.34 0.15 1.01

D245 鼻腔通気度検査 - - - - - - 0.18 - - - 

D247 
他覚的聴力検査又は行動観

察による聴力検査 
0.19 - 0.06 0.24 0.09 - 0.24 0.21 0.02 0.86

D248 
耳管機能測定装置を用いた

耳管機能測定 
- - - - 0.04 - - 0.01 - - 

D250 平衡機能検査 0.19 0.05 0.14 0.08 0.26 3.37 0.36 0.15 0.10 0.52

D251 音声言語医学的検査 - - - 0.54 - - - - - - 

D253 嗅覚検査 - - - 0.54 0.06 - 0.18 - - 0.63

D254 電気味覚検査(一連につき) - - - - - - 0.24 0.00 - - 

D255 精密眼底検査 0.37 0.05 0.70 0.27 - 0.37 0.20 0.44 0.20 - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院 

E 

病院

F 

病院

G 

病院 

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

D255-2 汎網膜硝子体検査 - - - 0.38 - - 0.30 - - - 

D256 眼底カメラ撮影 0.11 0.05 0.12 2.23 - - 0.20 0.03 0.01 2.34

D257 
細隙燈顕微鏡検査（前眼部

及び後眼部） 
0.19 0.05 0.70 0.16 - 0.12 0.20 0.09 0.16 - 

D258 網膜電位図 0.09 0.05 0.37 0.32 - - - - - - 

D259 精密視野検査 - - 0.12 - - - 0.06 0.00 - - 

D260 量的視野検査 0.28 0.05 0.74 0.97 - - 0.27 0.13 0.03 - 

D261 屈折検査 0.01 0.10 0.06 0.08 - 0.04 0.05 0.10 0.03 - 

D262 調節検査 0.03 - 0.06 0.08 - - 0.15 0.00 0.00 - 

D263 矯正視力検査 0.05 0.10 0.06 0.16 - 0.37 0.15 0.35 0.15 - 

D264 精密眼圧測定 0.01 0.05 0.02 0.08 - 0.04 0.03 0.24 0.16 - 

D265 角膜曲率半径計測 0.01 0.05 0.06 0.08 - - 0.05 0.14 0.04 - 

D265-2 角膜形状解析検査 - 0.05 - - - - - - - - 

D267 色覚検査 - - - 0.08 - - 0.18 0.00 - - 

D268 
眼筋機能精密検査及び輻輳

検査 
0.09 - 0.12 0.16 - - 0.09 0.01 0.00 - 

D269 眼球突出度測定 - - - 0.08 - - 0.16 - - - 

D272 両眼視機能精密検査 - - 0.06 0.32 - - 0.21 0.00 0.00 - 

D273 細隙燈顕微鏡検査（前眼部） 0.11 0.05 0.06 0.27 - 0.12 0.20 0.27 0.03 - 

D274 前房隅角検査 - 0.05 - 0.08 - - 0.37 0.00 0.00 - 

D275 圧迫隅角検査 - - - 0.08 - - - - - - 

D277 涙液分泌機能検査 - 0.05 0.06 0.08 - - 0.09 0.00 0.00 - 

D279 角膜内皮細胞顕微鏡検査 0.03 0.05 0.06 0.08 - - 0.05 0.02 0.01 - 

D282 中心フリッカー試験 - - - 0.32 - - 0.08 0.00 - - 

D283 発達及び知能検査 - 0.05 - 0.54 - - 0.24 0.00 0.00 - 

D284 人格検査 - - - - - - - 0.00 0.00 - 

D285 その他の心理検査 - - 1.06 0.54 - 3.70 - 0.02 0.01 - 

D286 
肝及び腎のクリアランステス

ト 
- 0.05 0.49 0.07 - - 0.06 0.03 0.06 - 

D287 内分泌負荷試験 - - - 0.07 - - 0.06 - - - 

D288 糖負荷試験 1.92 0.05 0.37 0.07 - - 0.06 0.02 0.02 - 

D289 その他の機能テスト 0.21 - 0.37 0.07 - - 0.06 0.00 - - 

D290 卵管通気・通水・痛色素検査 - - - - - - 0.25 - - - 

D291 皮内反応検査 0.21 - - 0.07 - 0.20 0.37 0.00 0.00 2.98

D293 シンチグラム - - - - - - - - 0.02 - 

D294 
ラジオアイソトープ検査判断

料 
- - - - - - - - 0.00 - 

D295 関節鏡検査(片側) - - - - - - 0.12 0.19 0.14 - 

D296 喉頭直達鏡検査 - - - 0.27 - - - - - - 

D298 

嗅裂部・鼻咽喉・副鼻腔入口

部ファイバースコピー(部位を

問わず一連につき) 

0.19 - 0.35 1.08 1.00 - - 0.09 0.10 0.99

D299 喉頭ファイバースコピー 0.74 - 0.35 1.08 1.00 1.01 0.37 0.31 0.30 0.62

D300 中耳ファイバースコピー 0.74 - - 1.08 - - 0.30 - 0.01 - 
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サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院 

E 

病院

F 

病院

G 

病院 

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

D301 気管支鏡検査 - 0.60 - - - - - - - - 

D302 気管支ファイバースコピー 2.00 2.00 2.67 6.46 1.00 - 0.80 0.07 0.11 8.06

D304 縦隔鏡検査 - - - - - - 1.20 - - - 

D305 食道鏡検査 - - - - - - 0.70 - - - 

D306 食道ファイバースコピー - - 1.00 - - - 0.55 - 0.01 - 

D308 
胃・十二指腸ファイバースコ

ピー 
1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 (1.00)

D310 小腸ファイバースコピー - - - 5.85 - - - - - - 

D311 直腸鏡検査 - 0.50 - 0.54 0.50 0.33 0.15 - - - 

D312 直腸ファイバースコピー - - - - - - 0.30 0.00 - - 

D313 大腸ファイバースコピー 2.00 1.67 2.70 2.00 1.00 6.00 1.17 0.32 0.60 - 

D314 腹腔鏡検査 - - - - - - 4.48 - - - 

D317 膀胱尿道ファイバースコピー - 1.00 0.71 1.08 1.00 1.01 0.50 0.08 0.17 1.74

D318 尿管カテーテル法 - - - - - - 0.55 - 0.01 - 

D319 腎盂尿管ファイバースコピー - - - 2.16 - - - - 0.00 - 

D320 ヒステロスコピー - - - - - - 0.75 - - 1.95

D321 コルポスコピー - 1.33 - 0.68 0.50 - 0.12 - - 2.02

D322 子宮ファイバースコピー - - - 1.02 - - - - 0.00 - 

D400 血液採取 0.03 0.03 0.06 0.04 - 0.20 0.03 0.18 0.13 - 

D401 脳室穿刺 - - - - - - - 0.01 - - 

D402 後頭下穿刺 - - 1.94 - - - - 0.00 - - 

D403 腰椎穿刺 - 1.00 3.00 0.11 - - 0.34 0.01 0.01 - 

D404 骨髄穿刺 - - - - - 7.12 0.31 0.00 0.00 - 

D405 関節穿刺 0.37 - 0.85 0.11 - - 0.31 0.00 0.00 - 

D408 ダグラス窩穿刺 - - - 0.27 - - - - - - 

D409 リンパ節等穿刺又は針生検 - - 1.28 0.54 - - 1.09 0.00 0.00 - 

D410 乳腺穿刺又は針生検 - 1.00 0.85 0.54 - - 1.09 0.01 0.00 - 

D411 甲状腺穿刺又は針生検 - - - 0.81 - - 1.09 0.00 0.00 - 

D412 経皮的針生検法 0.56 - - 1.08 - 12.00 1.09 - 0.05 1.58

D413 前立腺針生検法 - 2.00 3.70 1.08 - 1.30 1.09 0.05 0.03 1.95

D414 内視鏡下生検法 2.00 0.67 - 0.54 - 2.00 1.09 0.16 0.10 - 

D415 経気管肺生検法 - - 2.67 0.95 - - 1.09 - - - 

D416 臓器穿刺、組織採取 - - - 0.68 - - - - - - 

D417 組織試験採取、切採法 - - 3.00 0.68 - 12.00 1.09 0.02 0.04 - 

D418 子宮膣部等よりの検体採取 - 0.33 0.50 0.34 - 0.81 1.09 0.02 0.03 0.37

D419 その他の検体採取 0.16 0.33 - 0.27 - 0.81 0.39 0.02 0.06 - 
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3.2.2.2. 検査部門・材料費等価係数 
図表 3-22  サービス種類別医療機関別等価係数一覧（検査部門・材料費） 

注 1：各セルには、特定サービス種類（D308 胃・十二指腸ファイバースコピー）を 1
とした場合の比率を表示。 

注 2：“－”は数値のない項目を表す。 
  

サービス種類 

A 

病院

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

D000 
尿中一般物質定性半定

量検査 
0.87 - 0.82 - 4.25 - 0.30 1.63 1.61 2.79

D002 尿沈渣顕微鏡検査 - - - - - - 0.00 - 0.34 - 

D003 糞便検査 - - - - - - - - 0.30 - 

D005 血液形態・機能検査 0.79 - 0.03 - - - - - - - 

D007 血液化学検査 - - - - - - - - - 0.95

D011 免疫血液学的検査 - - - - - - 0.06 - - - 

D013 肝炎ウイルス関連検査 0.03 - - - - - - - - - 

D015 血漿蛋白免疫学的検査 0.73 - - - - - - - - - 

D017 
排泄物、滲出物又は分泌

物の細菌顕微鏡検査 
- - - - - - 0.00 - 0.06 - 

D018 細菌培養同定検査等 - - 0.67 - - - 0.36 - 0.96 3.69

D019 細菌薬剤感受性検査 - - - - - - - - 0.30 - 

D020 抗酸菌分離培養検査 - - - - - - - - 0.03 - 

D026 検体検査判断料 0.87 0.81 - 0.26 0.79 - 0.01 0.13 0.07 1.01

D101 病理組織顕微鏡検査 - 0.04 - 0.27 0.63 - 0.08 0.22 0.36 1.01

D101-2 その他の病理組織検査 - - - - - - - - 0.03 - 

D102 細胞診検査 - - - 0.12 - - - - 0.12 - 

D103 
染色体検査(すべての費

用を含む。) 
- - - - - - - - 0.02 - 

D104 病理診断料 - - - - 0.03 - - - - 0.54

D105 病理学的検査判断料 0.03 0.77 - 0.12 - - 0.14 0.02 0.35 1.01

D200 スパイログラフィー等検査 - - - 0.09 - - - - 0.03 - 

D203 肺胞機能検査 - - - - - - - - 0.18 - 

D205 呼吸機能検査等判断料 - - - - - - 0.16 - 0.61 - 

D206 
心臓カテーテル法による

諸検査 
- - 8.98 4.81 10.01 23.99 - 16.24 8.67 116.02

D207 体液量等測定 - - - - - - - 7.84 - - 

D208 心電図検査 0.19 - - 0.13 0.10 0.02 - 0.23 0.07 - 

D209 負荷心電図検査 - - - - 0.28 - - - - - 

D210 ホルター型心電図検査 - 0.46 - 0.05 - - - - - - 

D211 

トレッドミルによる負荷心

機能検査、バイシクルエ

ルゴメーターによる心肺

機能検査 

- - - 0.02 0.01 - - 0.01 - - 

D214 
脈波図、心機図、ポリグラ

フ検査 
- - - - - - 0.00 - - - 
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サービス種類 

A 

病院

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

D215 超音波検査 - 1.06 - 0.23 5.71 0.05 0.03 0.50 0.11 1.01

D216-2 残尿測定検査 - - - - - - - - - 0.09

D217 骨塩定量検査 - 0.46 - - 0.04 - - - - - 

D220 呼吸心拍監視 0.01 63.01 0.31 0.13 - - - - - - 

D223 
経皮的動脈血酸素飽和

度測定 
0.16 - 0.09 0.04 - - - - - - 

D225 観血的動脈圧測定 - - - 0.03 - - - - - 1.10

D226 中心静脈圧測定 - - - - - - - - - 6.27

D230 観血的肺動脈測定 - - - - - - - 11.52 - - 

D238 脳波検査判断料 - - - - - - 0.00 - - - 

D242 尿水力学的検査 - - - 0.02 - - - - - - 

D243 喉頭鏡検査 - - - 0.02 - - - - - - 

D244 自覚的聴力検査 - - - 0.17 - - 0.03 - - - 

D247 
他覚的聴力検査又は行

動観察による聴力検査 
0.06 - - - - - - - - - 

D250 平衡機能検査 - - - 0.13 0.00 - - - - - 

D253 嗅覚検査 - - - - 0.01 - - - - 0.07

D255 精密眼底検査 - - - 0.13 0.02 0.01 0.00 - 0.10 1.01

D255-2 汎網膜硝子体検査 - - - - 0.02 - - - - - 

D256 眼底カメラ撮影 0.41 4.21 0.41 0.26 0.20 - 0.45 0.69 0.30 0.96

D257 
細隙燈顕微鏡検査（前眼

部及び後眼部） 
- - - - 0.00 - 0.00 - - - 

D258 網膜電位図 - - 0.01 - - - - - - - 

D261 屈折検査 - - - - - - - - 0.05 - 

D263 矯正視力検査 - - 0.02 - - - 0.07 - - - 

D264 精密眼圧測定 - - - - - - 0.00 - - - 

D265 角膜曲率半径計測 - - - 0.13 - - 0.00 0.04 - - 

D267 色覚検査 - - - 0.00 - - - - - - 

D273 
細隙燈顕微鏡検査（前眼

部） 
0.53 0.03 - 0.00 0.01 - 0.01 - 0.02 - 

D277 涙液分泌機能検査 - - 0.01 0.01 - - - - - 0.02

D279 
角膜内皮細胞顕微鏡検

査 
- - - - - - 0.07 - - - 

D286 
肝及び腎のクリアランステ

スト 
- - 0.06 0.04 - 0.97 - - 0.16 1.58

D287 内分泌負荷試験 - - - 0.42 - - - - - - 

D288 糖負荷試験 0.05 0.15 0.09 0.04 0.21 0.06 0.02 0.07 0.03 0.24

D289 その他の機能テスト - - 0.56 0.14 0.26 - 0.25 0.11 - - 

D291 皮内反応検査 0.12 - - 0.05 0.26 0.30 0.06 0.08 0.08 - 

D293 シンチグラム - - - - - - - - 0.36 - 

D294 
ラジオアイソトープ検査判

断料 
- - - - - - - - 0.04 - 

D295 関節鏡検査(片側) - - - - - - - - - 1.01

D296 喉頭直達鏡検査 - - - 0.00 - - - - - - 
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サービス種類 

A 

病院

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

D298 

嗅裂部・鼻咽喉・副鼻腔

入口部ファイバースコピー

(部位を問わず一連につ

き) 

- - - 0.01 - - - - - 0.03

D299 喉頭ファイバースコピー - - - 0.01 0.05 - - 0.10 0.02 0.04

D300 中耳ファイバースコピー - - - - - - - - 0.04 - 

D301 気管支鏡検査 - 0.34 - - - - - - - - 

D302 気管支ファイバースコピー 0.73 1.78 0.05 0.73 0.18 - 0.23 0.30 0.69 0.89

D303 胸腔鏡検査 - - - - - - - - - 6.68

D306 食道ファイバースコピー - - 0.27 - - - - - 0.32 0.32

D308 
胃・十二指腸ファイバース

コピー 
1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

D310 小腸ファイバースコピー - - - 0.16 - - - - - 0.20

D311 直腸鏡検査 - 0.04 - 0.02 0.02 0.01 - - - 0.10

D312 直腸ファイバースコピー - - - - - - 0.78 0.23 - 0.60

D313 大腸ファイバースコピー 2.38 2.70 1.41 0.15 1.74 2.25 0.61 0.67 0.43 1.51

D317 
膀胱尿道ファイバースコピ

ー 
- 0.47 0.11 0.10 0.13 0.32 - 0.06 0.04 0.36

D319 
腎盂尿管ファイバースコピ

ー 
- - - 0.61 - - - - - - 

D320 ヒステロスコピー - - - - - - 0.30 - - - 

D322 子宮ファイバースコピー - - - 0.01 - - - - 0.23 - 

D400 血液採取 0.70 - 0.15 - 0.11 0.07 0.05 0.33 0.11 - 

D402 後頭下穿刺 - - 0.03 - - - - - - - 

D403 腰椎穿刺 - - 0.03 0.02 0.03 - - 0.02 0.02 0.12

D404 骨髄穿刺 - - - - 0.03 0.01 0.02 0.08 0.02 0.23

D405 関節穿刺 - - - - - - - 0.02 0.01 - 

D409 
リンパ節等穿刺又は針生

検 
- - - - - - - - - 0.17

D410 乳腺穿刺又は針生検 - - - 0.01 - - - 0.04 - 0.28

D411 甲状腺穿刺又は針生検 - - - - - - - 0.01 - - 

D412 経皮的針生検法 0.04 - - 0.02 0.04 0.08 - - - 0.27

D413 前立腺針生検法 - - 0.02 0.04 - 0.23 0.11 0.06 - 1.23

D414 内視鏡下生検法 - 0.04 0.29 0.31 1.49 - - - 0.01 - 

D415 経気管肺生検法 - - 0.08 0.04 - - - - - 0.96

D417 組織試験採取、切採法 - - 0.09 0.03 - 0.05 0.11 0.05 0.01 3.70

D418 
子宮膣部等よりの検体採

取 
- - - 0.01 - - 0.05 - - - 

D419 その他の検体採取 0.02 - 0.03 0.02 - 0.04 - - 0.02 0.36
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3.2.2.3. 検査部門・外注費等価係数 
図表 3-23  サービス種類別医療機関別等価係数一覧（検査部門・外注費） 

注 1：各セルには、特定サービス種類（D018 細菌培養同定検査等）を 1 とした場合

の比率を表示。 
注 2：“－”は数値のない項目を表す。 

  

サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院 

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

D000 
尿中一般物質定性半

定量検査 
0.33 0.24 0.50 0.93 1.19 0.79 0.77 1.24 1.16 - 

D001 
尿中特殊物質定性半

定量検査 
0.55 0.14 0.14 0.81 0.49 0.36 0.16 0.44 0.21 1.63

D002 尿沈渣顕微鏡検査 0.17 0.19 0.19 0.24 0.20 0.18 0.19 0.16 0.18 - 

D003 糞便検査 0.32 0.36 0.54 0.30 0.51 0.39 0.39 0.27 0.43 0.94

D004 穿刺液・採取液検査 - 0.62 0.58 0.73 0.62 0.54 0.58 0.41 0.55 1.13

D005 血液形態・機能検査 0.43 0.31 0.27 0.26 0.43 0.20 0.21 0.10 0.21 2.49

D006 出血・凝固検査 0.44 0.28 0.24 0.33 0.65 0.25 0.25 0.53 0.22 2.57

D007 血液化学検査 0.67 0.15 0.43 0.17 0.63 0.22 0.58 0.20 0.61 1.88

D008 内分泌学的検査 1.72 1.30 1.54 1.54 2.00 1.13 1.40 1.02 1.27 2.30

D009 腫瘍マーカー 1.20 1.32 1.62 1.59 2.02 1.01 1.36 1.15 1.42 2.31

D010 特殊分析 - - 1.58 1.43 2.87 - 1.40 0.93 1.54 7.19

D011 免疫血液学的検査 0.90 0.24 0.20 0.25 0.46 0.19 0.21 0.27 0.20 3.68

D012 感染症血精反応 0.64 0.33 0.66 0.50 0.52 0.19 0.59 1.61 0.46 2.62

D013 
肝炎ウイルス関連検

査 
1.83 1.20 2.02 1.52 1.55 1.06 1.06 1.20 2.82 2.51

D014 自己抗体検査 1.15 1.60 0.76 1.88 1.46 1.43 0.90 1.69 1.07 2.32

D015 
血漿蛋白免疫学的検

査 
0.34 0.39 0.35 0.26 0.29 0.16 0.20 0.35 0.26 2.06

D016 細胞機能検査 - - - - - 9.19 5.06 7.03 6.05 4.75

D017 

排泄物、滲出物又は

分泌物の細菌顕微鏡

検査 

0.89 0.16 0.38 0.21 0.18 0.15 0.15 0.12 0.17 - 

D018 細菌培養同定検査等 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

D019 細菌薬剤感受性検査 0.98 1.09 1.06 1.88 1.41 1.12 1.10 1.32 1.11 1.43

D020 抗酸菌分離培養検査 1.14 1.08 1.03 1.43 1.16 1.00 1.05 1.26 1.10 1.91

D021 抗酸菌同定検査 - - - 2.56 - - - - 1.96 - 

D022 
抗酸菌薬剤感受性検

査 
1.47 - - 2.35 - 1.68 - - - 2.81

D023 
微生物核酸同定・定

量検査 
5.39 3.62 3.99 3.57 4.45 3.58 3.54 3.54 2.51 7.55
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3.2.3. 画像診断部門 

3.2.3.1. 画像診断部門・給与費等価係数 
図表 3-24  サービス種類別医療機関別等価係数一覧（画像診断部門・給与費） 

注 1：各セルには、特定サービス種類（E200 コンピューター断層撮影）を 1 とした

場合の比率を表示。 
注 2：“－”は数値のない項目を表す。 
  

サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

E000 透視診断 0.59 3.00 4.60 1.11 9.76 3.30 2.12 11.16 1.21 1.12

E001 写真診断 0.20 0.75 0.30 1.11 1.45 0.22 - 2.62 0.01 - 

E002 撮影 0.50 0.75 0.30 0.33 1.00 2.00 - 3.00 0.02 0.48

E003 造影剤注入手技 2.28 3.00 1.09 0.28 1.95 41.37 0.62 63.66 0.03 - 

E004 基本エックス線診断料 - - 0.30 - - - - - - - 

E100 
シンチグラム(画像を伴う

もの) 
- - - - 3.00 - - - 0.19 - 

E101 
シングルホトンエミッション

コンピューター断層撮影 
- - - - 3.00 - - - 0.05 - 

E101-2 ポジトロン断層撮影 - - - - - - - - - 2.28

E102 核医学診断 - - - - 2.91 - - - 0.04 - 

E200 コンピューター断層撮影 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

E201 
非放射性キセノンの脳血

流動態検査 
- - 4.00 1.33 - - - - - - 

E202 
磁気共鳴コンピューター

断層撮影 
2.00 1.00 0.97 1.33 2.00 2.00 1.84 2.50 0.33 0.64

E203 コンピューター断層診断 0.99 0.87 - 2.23 2.91 1.10 - 13.10 0.49 - 
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3.2.3.2. 画像診断部門・材料費等価係数 
図表 3-25  サービス種類別医療機関別等価係数一覧（画像診断部門・材料費） 

注 1：各セルには、特定サービス種類（E200 コンピューター断層撮影）を 1 とした

場合の比率を表示。 
注 2：“－”は数値のない項目を表す。 
  

サービス種類 

A 

病院 

B 

病院

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院 

J 

病院 

K 

病院

E001 写真診断 0.01 0.24 - 0.36 - - - 0.03 - 0.06

E002 撮影 0.16 0.47 0.33 0.40 0.55 0.13 0.17 0.69 0.13 0.40

E003 造影剤注入手技 0.46 0.16 0.44 0.91 0.13 0.81 0.52 1.69 1.37 0.53

E004 基本エックス線診断料 - - 0.01 - - - - - - - 

E100 
シンチグラム(画像を伴う

もの) 
- - - - 2.14 - - 0.85 1.87 2.22

E101 
シングルホトンエミッション

コンピューター断層撮影 
- - - - 3.81 - - 0.87 3.12 3.79

E200 コンピューター断層撮影 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

E201 
非放射性キセノンの脳血

流動態検査 
- - 0.98 1.81 - - - - - - 

E202 
磁気共鳴コンピューター

断層撮影 
0.37 0.89 0.86 0.86 1.10 0.85 0.72 0.92 0.95 0.93

E203 コンピューター断層診断 0.03 0.03 0.00 0.05 0.00 0.06 0.01 0.04 0.01 - 
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3.3. 配賦基準の変更による収支計算結果への影響に関する分析 

3.3.1. 二次配賦基準における配賦方法の比較 

3.3.1.1. 補助・管理部門（全体）の配賦係数の変更 

二次配賦は、補助・管理部門の費用を入院部門と外来部門、中央診療部門に配賦

を行う段階であるが、平成１６年度調査研究では、平成１５年度調査研究と比べて、

入院部門、外来部門及び中央診療部門への配賦について、より多くの配賦係数を設

定したところであり、その配賦基準変更に伴う影響について検証した。 

 
 

図表 3-26 平成１５年度調査研究および平成１６年度調査研究における二次配賦基準 

配賦基準 
部  門 平成１５年度 

調査研究 

平成１６年度 

調査研究 

医事 

給与費、材料費、経費、

委託費、研究研修費 

、減価償却費 

延べ患者数比率 

給与費、材料費、経費、

委託費、研究研修費 
物品払出し量比率

用度 

減価償却費 延べ患者数比率 

給与費、材料費、経費、

委託費、研究研修費 
端末台数比率 

診
療
支
援
系 

情報管理 

減価償却費 

延べ患者数比率 

延べ患者数比率 

給与費、材料費、経費、

委託費、研究研修費 

、本部費、役員報酬 

職員数比率 
総務 

減価償却費 延べ患者数比率 

給与費、材料費、経費、

委託費、研究研修費 
面積比率 

施設管理 

減価償却費 延べ患者数比率 

給与費、材料費、経費、

委託費、研究研修費 
医師数比率 

運
営
管
理
系 

図 書 室 

減価償却費 

職員数比率 

延べ患者数比率 
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平成１６年度に用いた二次配賦基準および平成１５年度二次配賦基準における入

院部門、外来部門および中央診療部門への配賦状況を、医業費用総計に対する各部

門医業費用計の割合により表すと以下の図表のようになる。 

 図表 3-27 は、二次配賦後の各部門の費用割合を９病院平均値により示したグ

ラフであるが、いずれの場合も入院部門は約 44％、外来部門は約 21％であり、総体

的には大きな差はみられなかった。 

 
  

図表 3-27  二次配賦基準を変更した場合の配賦状況の違い 
医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合 

（補助・管理部門→入院部門・外来部門・中央診療部門） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

44.3

44.2

21.0

20.6

34.7

35.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H15年度

H16年度

入院部門 外来部門 中央診療部門
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図表 3-28 は、平成１６年度二次配賦結果を基準とし、これと平成１５年度二次

配賦基準による配賦結果の差（影響度）を、病院個別に収益合計に占める割合で表

したグラフである。 

各病院における医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合の差は、最大でも、

±１％程度となった。 

平成１５年度配賦基準の場合、中央診療部門への配賦は少なく、主として外来部

門へ多く配賦されていることがわかる。これは、補助・管理部門の診療支援系部門

が延べ患者数比により配賦されているため、患者が計上されない中央診療部門への

配賦がなされないためである。 

 

 

 

 
図表 3-28  平成１５年度と平成１６年度の二次配賦基準を使用した場合の影響度の比較 

医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合の差 

（補助・管理部門→入院部門・外来部門・中央診療部門） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％）

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

A病院 B病院 C病院 D病院 E病院 F病院 G病院 H病院 J病院 平均

入院部門 外来部門 中央診療部門
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3.3.1.2. 補助・管理部門における「情報管理」の配賦基準の変更 

補助・管理部門の診療支援系情報管理部門は、端末台数比率を配賦基準としてい

るが、これを延べ患者数比率により配賦した場合の、入院部門及び外来部門、中央

診療部門への配賦状況を、医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合により表

すと以下の図表のようになる。 

図表 3-29 は、二次配賦後の各部門の費用割合を９病院平均値により示したグラ

フであるが、図表 3-28 の場合と同様、いずれの場合も入院部門は約 44％、外来部

門は約 21％ほどであり、大きな差が見られないことがわかる。 

 

図表 3-29  補助・管理診療支援系情報管理部門の配賦基準を 

     延べ患者数比率と端末台数比率で比較した場合の配賦状況 
医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合 

（補助・管理部門→入院部門・外来部門・中央診療部門） 
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配賦状況の異なり具合（影響度）を、病院個別に割合の差として表した図表 3-30

を見ると、情報管理部門の配賦基準を延べ患者数比率とした場合は、3.3.1.1 と同様、

延べ患者数比率により配賦されているがゆえに、患者が計上されない中央診療部門

への配賦がなされていない。 

また、F 病院については外来部門に少なく、入院部門に多く配賦されているとい

う特徴が見られるが、これは F 病院における延べ患者数の影響、つまり外来部門の

延べ患者数が非常に少ないことが反映された結果である。 

また、各病院における医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合の差は、最

大でも、±0.4％程度となった。 

図表 3-30  補助・管理診療支援系情報管理部門の配賦基準を 

      延べ患者数比率と端末台数比率で比較した場合の影響度 

医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合の差 

（補助・管理部門→入院部門・外来部門・中央診療部門） 

（注）Ｊ病院については、情報管理部門に一次計上されなかったため、表示無しとなっている。 
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3.3.1.3. 補助・管理部門の「用度」の配賦基準の変更 

補助・管理部門の「用度」は、物品払出し量比率を配賦基準としているが、これ

を延べ患者数比率により配賦した場合の、入院部門及び外来部門、中央診療部門へ

の配賦状況を、医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合により表すと以下の

図表のようになる。 

図表 3-31 は、二次配賦後の各部門の費用割合を９病院平均値により示したグラ

フであるが、これまでと同様に大きな差が見られないことがわかる。 

 
 

図表 3-31  補助・管理診療支援系用度部門の配賦基準を延べ患者数比率と 

物品払出し量比率で比較した場合の配賦状況 

医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合 

（補助・管理部門→入院部門・外来部門・中央診療部門） 
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配賦状況の違い（影響度）を、病院個別に割合の差として表した図表 3-32 を見

ると、用度部門の配賦基準を延べ患者数比率とした場合は、3.3.1.1 及び 3.3.1.2

と同様、延べ患者数比により配賦されているがゆえに、患者が計上されない中央診

療部門への配賦がなされていない。 

また、F 病院における特徴についても 3.3.1.2 と同様である。 

ただし、情報管理部門の場合に比較すると、配賦基準として物品払出し量比率が

わずかに高い影響力を持つことがわかる。 

また、各病院における医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合の差は、最

大でも、±0.8％程度となった。 

 
図表 3-32  補助・管理診療支援系用度部門の配賦基準を延べ患者数比率と 

物品払出し量比率で比較した場合の影響度 

医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合の差 

（補助・管理部門→入院部門・外来部門・中央診療部門） 

（注）E病院については、用度部門に一次計上されなかったため、表示無しとなっている。 
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3.3.2. 三次配賦の基準に関する配賦方法の比較 
 

三次配賦は、中央診療部門の費用を入院部門と外来部門の各診療科に配賦を行う

ステップであるが、ここでは配賦基準として平成１６年度調査研究における等価係

数を用いる場合とそれとは異なる点数比を用いる場合とを比較している。 

それぞれの配賦基準により配賦した場合の配賦状況の異なりを、入院部門・外来

部門の診療科別に、医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合により表すと以

下の図表のようになる。 

 

入院部門における配賦状況の異なり具合（影響度）を、病院個別に割合の差とし

て表すと図表 3-33 のようになる。F 病院では、配賦基準が点数比の場合に循環器科

へ多く配賦されており、逆に外科へは少なく配賦されていることがわかる。 

この要因のひとつとして、手術部門における人的投入量の調査結果が点数の比と

大きく乖離している可能性などが考えられる。 

また、入院部門は概ねいずれの病院においても点数比による配賦の方がやや膨ら

む傾向にあることがわかる。 

 
 

図表 3-33  三次配賦の配賦基準を点数比と等価係数で比較した場合の影響度 

医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合の差（入院部門） 

（中央診療部門→入院部門） 
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同様に、外来部門について、それぞれの配賦基準により配賦した場合の配賦状況

の異なり（影響度）を、病院個別に割合の差として表した図表 3-34 を見ると、B病

院にやや特徴が見られ、増減いずれかに偏る傾向があまり見られない。 

また、外来部門は概ねいずれの病院においても点数比による配賦の方がやや減少

する傾向にあることがわかる。 

 

図表 3-34  三次配賦の配賦基準を点数比と等価係数で比較した場合の影響度 

医業費用総計に対する各部門医業費用計の割合の差（外来部門） 

（中央診療部門→外来部門） 
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4.1. 成果 

4.1.1. 一般原価調査 

4.1.1.1. 調査方法について 

本調査研究を通じて、病院間共通の計算手続きにより入院・外来診療科別の収支

を計算するための調査方法が整理された。 

調査票ならびに収集されたデータセットの種類別に収集時の状況を整理すると以

下のとおりであった。 

これらの点を踏まえ、今後本調査研究と同様の方法でデータ収集を行う際には以

下の２点について改善を図ることにより効率的な調査が実施できると考えられた。 

第一は、入力ファイルの調査項目数を減らすことである。具体的には、部門別に

直課可能な費目とその値を問う設問は、収益では入院料収益、入院診療収益、室料

差額、外来診療収益のみとする。費用については、給与費（看護職給、医療技術員

給、事務員給および技能労務員給）、医薬品費とする。但し、給与費（医師給）につ

いては医師勤務時間調査において調査する。第二は、レセプト・データにおける診

療科情報の記録有無の確認である。 

図表 4-1  データ収集に関するまとめ 

調査

票等 調査内容 収集状況 

部門設定 
、延べ患者数 ・ 収集上問題は生じなかった。 

診療科名の 
確認 

・ レセプト・データに記載されている診療科名と部門設定時に

示された診療科名の確認両者に不一致が見られた。必須調査

項目であることが確認された。 

施設全体 
収支データ 

・ 入院料収益、入院診療収益を別々に把握していない病院が見

られた。 
・ 本調査研究時点では全病院が病院会計準則に基づきデータ提

供を行った。 

直課可能な 
費目 

・ 調査票記入時に病院側で部門別に直課可能な費目としては以

下がみられた。 
＜収益＞ 
入院料収益、入院診療収益、室料差額、外来診療収益、保険

査定減 
＜費用＞ 
給与費（医師を除く）、医薬品費 

入力 
ファ

イル 

基礎情報 
・ 部門別に医師数、看護師数、職員数合計、面積、医薬品・診

療材料等の払出金額、給食食数、情報処理機器端末台数につ

いて調査を行ったが、収集上大きな問題は生じなかった。 

レセプト・データ 
・ レセプト電算処理システム記録条件仕様の「共通部分」、「摘

要情報部分」の提供を求めたが、一部の病院で診療科情報を

他のデータから収集する必要が生じた。 
医師勤務時間調査 ・方法１、２の選択状況は半数ずつであった。 
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4.1.1.2. 計算方法について 

本調査研究を通じて、共通の計上、配賦ルールに基づく入院・外来、診療科別の

部門別収支計算方法が整理された。 

第 3 章（「3.3 配賦基準の変更による収支計算結果への影響に関する分析」）にお

いて配賦基準の種類よる収支計算結果の違いについて分析を行った。そのねらいは、

配賦基準の種類を変更しても収支計算結果に大きな影響を及ぼさないことが確認で

きれば、できる限り病院から収集する調査項目を減らし、調査負担の軽減を図るこ

とである。 

その結果、補助・管理部門の配賦に用いた物品払出し量、端末台数については調

査項目から除くことが検討された。 

一方、三次配賦に用いた等価係数については、全診療行為について診療報酬点数

との置き換えは難しいことが想定され、今後とも等価係数を用いた計算方法を継続

する必要性が考えられた。 

図表 4-2  計算方法の検討結果 

条件 結果 

補助・管理部門におけ

る配賦基準の変更 

（二次配賦全体） 

＜条件＞ 
補助・管理部門に含まれる診療支援系（医事、用度、情報管理）、運

営管理系（総務、施設管理、図書室）の給与費、経費、委託費、研究

研修費をその業務特性に応じてそれぞれ配賦基準を設定した場合（本

年度調査方式）と診療支援系、運営管理系単位で統一的配賦基準を用

いた場合（平成１５年度方式）の結果を比較した。 
＜結果＞ 

両者の二次配布結果には大きな違いはみられなかった。 

補助・管理部門、「情

報管理」の配賦基準の

変更 
（二次配賦一部） 

＜条件＞ 
「情報管理」に計上された給与費、経費、委託費、研究研修費を端

末台数で二次配賦した場合と延べ患者数で実施した場合の結果を比較

した。 
＜結果＞ 

両者の二次配布結果には大きな違いはみられなかった。 

補助・管理部門、「用

度」の配賦基準の変更 
（二次配賦一部） 

＜条件＞ 
「用度」に計上された給与費、経費、委託費、研究研修費を物品払

出し量で二次配賦した場合と延べ患者数で実施した場合の結果を比較

した。 
＜結果＞ 

両者の二次配布結果には大きな違いはみられなかった。 

中央診療部門の 
配賦基準の変更 
（三次配賦全体） 

＜条件＞ 
中央診療部門に計上された費用データを等価係数で三次配賦した場

合と診療報酬点数比により実施した場合の結果を比較した。 
＜結果＞ 

等価係数を用いた場合、三次配賦終了時点の入院部門の費用額合計

が施設全体の費用合計の 66.5％、診療報酬点数では 68.3％となった。

入院部門に最終的に配賦された費用は両者で 1.8 ポイントの差であっ

た。但し、診療科別でみると 5％程度の差がみられるものもあった。
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4.1.1.3. 計算結果の活用について 

本調査研究を通じて、以下の各段階における収支計算を実施することができた。 

本年度分析対象数は９病院であるため結果の評価には限界があるものの、一次計

上段階、二次配賦段階、三次配賦段階（最終集計単位）の全てにおいて、部門間の

収益比率、費用項目別比率には一定の傾向があることが推測された。 

この結果から、本調査研究で実施された統一的な計算方法による部門別収支計算

結果を蓄積することによって、部門単位の経営状況のモニタリング情報として活用

できる可能性が示唆された。 

 

図表 4-3  計算結果の活用（アウトプット例） 
【一次計上】 【二次配賦】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計 入院部門 外来部門 中央診療部門 合計
49.4 10.7 39.9 － 100.0 49.4 10.7 39.9 100.0

(49.4) (10.7) (39.9) － (100.0) (49.4) (10.7) (39.9) (100.0)
43.4 19.7 24.5 7.3 94.9 46.3 22.8 25.8 94.9

(45.7) (20.8) (25.8) (7.7) (100.0) (48.8) (24.0) (27.2) (100.0)
24.0 9.9 9.2 2.6 45.7 24.9 11.0 9.7 45.7

(52.5) (21.8) (20.1) (5.6) (100.0) (54.6) (24.2) (21.2) (100.0)
8.7 4.4 7.4 － 20.4 8.7 4.4 7.4 20.4

(42.6) (21.3) (36.1) － (100.0) (42.6) (21.3) (36.1) (100.0)
7.6 4.5 6.3 3.8 22.2 9.2 6.1 6.9 22.2

(34.3) (20.3) (28.2) (17.2) (100.0) (41.4) (27.6) (31.1) (100.0)
3.1 0.9 1.7 0.2 5.9 3.1 1.0 1.7 5.9

(52.3) (15.3) (29.0) (3.4) (100.0) (53.6) (17.4) (29.0) (100.0)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － 0.7 0.7 0.4 0.2 0.2 0.7
－ － － (100.0) (100.0) (49.8) (29.1) (21.2) (100.0)

6.0 -9.0 15.4 -7.3 5.1 3.1 -12.1 14.1 5.1

(118.8) -(177.4) (303.1) -(144.6) (100.0) (60.7) -(237.6) (276.9) (100.0)

一次計上 二次配賦

医業収益 医業収益

医業費用 医業費用

給与費 給与費

材料費 材料費

経費 経費

減価償却費 減価償却費

本部費 本部費

役員報酬 役員報酬

収支差額 収支差額  

 
【三次配賦】

内科 小児科 外科 整形外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 入院計
28.7 1.6 14.8 10.4 0.5 3.5 3.9 1.7 3.6 1.0 69.8

(28.7) (1.6) (14.8) (10.4) (0.5) (3.5) (3.9) (1.7) (3.6) (1.0) (69.8)

23.9 3.1 12.3 10.2 0.4 2.7 5.1 1.2 2.9 0.6 62.5
(25.2) (3.2) (13.0) (10.7) (0.5) (2.8) (5.4) (1.3) (3.1) (0.6) (65.8)
12.1 1.4 6.6 4.6 0.2 1.6 3.1 0.7 1.7 0.3 32.3

(26.4) (3.1) (14.3) (10.1) (0.4) (3.5) (6.8) (1.5) (3.6) (0.7) (70.6)
4.6 0.3 2.5 3.1 0.1 0.4 0.4 0.2 0.5 0.1 11.9

(22.3) (1.4) (12.1) (15.0) (0.7) (1.8) (1.8) (0.7) (2.3) (0.3) (58.4)
5.6 1.0 2.6 1.9 0.1 0.6 1.3 0.3 0.6 0.2 14.1

(25.3) (4.3) (11.5) (8.6) (0.4) (2.6) (5.8) (1.3) (2.7) (0.7) (63.3)
1.5 0.4 0.7 0.6 0.0 0.2 0.3 0.1 0.2 0.0 3.8

(25.0) (6.0) (11.6) (9.5) (0.4) (2.6) (4.9) (1.2) (2.8) (0.7) (64.8)
－ － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － －

0.2 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4
(23.2) (4.0) (10.6) (7.0) (0.3) (2.3) (6.5) (1.1) (2.3) (0.6) (57.9)

4.8 -1.4 2.5 0.2 0.1 0.8 -1.2 0.5 0.7 0.4 7.3
(94.7) -(27.9) (48.4) (3.3) (1.8) (16.1) -(24.2) (10.6) (13.0) (8.3) (144.2)

三次配賦
入院部門

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額
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内科 小児科 外科 整形外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 麻酔科 リハビリテーション科 外来計
16.5 1.1 3.3 2.0 0.7 2.6 0.9 1.0 1.1 0.6 － 0.3 30.2 100.0

(16.5) (1.1) (3.3) (2.0) (0.7) (2.6) (0.9) (1.0) (1.1) (0.6) － (0.3) (30.2) (100.0)

12.1 1.6 4.0 3.1 1.4 2.6 1.7 1.9 1.8 1.5 0.1 0.7 32.5 94.9
(12.7) (1.6) (4.2) (3.3) (1.5) (2.7) (1.8) (2.0) (1.9) (1.6) (0.1) (0.8) (34.2) (100.0)

4.3 0.8 1.5 1.6 0.8 0.8 0.8 1.1 1.0 0.5 0.1 0.3 13.4 45.7
(9.3) (1.6) (3.2) (3.6) (1.7) (1.9) (1.8) (2.4) (2.1) (1.0) (0.1) (0.6) (29.4) (100.0)

4.5 0.1 1.6 0.5 0.1 1.2 0.1 0.1 0.2 0.2 － － 8.5 20.4
(21.8) (0.5) (7.6) (2.3) (0.5) (5.7) (0.7) (0.3) (1.1) (1.0) － － (41.6) (100.0)

2.7 0.5 0.7 0.8 0.4 0.5 0.5 0.6 0.5 0.6 0.1 0.3 8.2 22.2
(12.1) (2.5) (3.4) (3.6) (1.9) (2.0) (2.4) (2.7) (2.1) (2.5) (0.3) (1.3) (36.7) (100.0)

0.6 0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 － 0.1 2.1 5.9
(9.5) (2.2) (2.8) (3.0) (2.0) (2.0) (2.4) (2.3) (1.9) (5.0) － (2.2) (35.2) (100.0)

－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －

0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.7
(14.6) (3.0) (4.5) (4.2) (1.9) (2.2) (2.5) (3.2) (2.5) (1.9) (0.6) (1.1) (42.1) (100.0)

4.5 -0.4 -0.7 -1.1 -0.7 -0.0 -0.8 -0.9 -0.7 -0.9 -0.1 -0.4 -2.2 5.1
(88.0) -(8.6) -(13.0) -(21.0) -(14.3) (0.0) -(15.3) -(17.3) -(13.7) -(18.7) -(2.7) -(7.6) -(44.2) (100.0)

三次配賦
外来部門

合計

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額  
 
 

4.1.2. 特殊原価調査 

本調査研究では、１０病院の手術、検査、画像診断のサービス種類別（診療報酬

点数区分別）の等価係数を作成することができた。 

 
 等価係数作成分 
 

診療報酬点数表区分数

（全数） 人件費 材料費 

手術（K コード） ９６４種類 ４０９種類 ３５２種類

検査（D コード） １９４種類 １３８種類 ９７種類 

検査委託分（D コードのうち

検体検査分） 
２７種類 ２４種類 

画像診断（Eコード） １６種類 １３種類 １０種類 

4.1.2.1. 手術 

【給与費等価係数】 

手術については、診療行為コード（K コード）単位で 964 種類のサービスに分類

されており、そのうち 409 種類のサービスについて給与費等価係数を作成すること

ができた。個別の病院ごとに作成できたサービスの種類数は下記のとおりである。 

 

 
A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院

サービス 

種類数 
35 26 113 147 95 57 198 76 134 122 71 166
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手術のサービス種類について、給与費等価係数が作成できた病院数ごとにサービ

ス種類数を集計すると下記のとおりである。 

 
等価係数が 

作成できた病院数 

12 

病院 

11 

病院 

10

病院

9 

病院

8 

病院

7 

病院

6 

病院

5 

病院

4 

病院

3 

病院 

2 

病院 

1 

病院

サービス 

種類数 
3 4 7 8 10 16 21 24 29 49 79 159

 
【材料費等価係数】 

手術については、診療行為コード（K コード）単位で 964 種類のサービスに分類

されており、そのうち 352 種類のサービスについて材料費等価係数を作成すること

ができた。個別の病院ごとに作成できたサービスの種類数は下記のとおりである。 

 
 

A 

病院 

B 

病院 

C 

病院 

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

I 

病院

J 

病院 

K 

病院 

L 

病院 

サービス 

種類数 
16 12 113 90 41 51 17 76 134 77 71 204 

手術のサービス種類について、材料費等価係数が作成できた病院数ごとにサービ

ス種類数を集計すると下記のとおりである。 

 
等価係数が 

作成できた病院数 

12 

病院 

11 

病院 

10

病院

9 

病院

8 

病院

7 

病院

6 

病院

5 

病院

4 

病院

3 

病院 

2 

病院 

1 

病院

サービス 

種類数 
0 1 2 3 8 7 7 28 29 53 60 154

 
 

4.1.2.2. 検査 

【給与費等価係数】 

検査については、診療行為コード（D コード）単位で 194 種類のサービスに分類

されており、そのうち 138 種類のサービスについて給与費等価係数を作成すること

ができた。個別の病院ごとに作成できたサービスの種類数は下記のとおりである。 

 

 
A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

J 

病院 

K 

病院 

サービス 

種類数 
47 52 65 91 27 47 101 92 94 20 

 
検査のサービス種類について、給与費等価係数が作成できた病院数ごとにサービ

ス種類数を集計すると下記のとおりである。 

 
等価係数が 

作成できた病院数 

10 

病院 

9 

病院

8 

病院

7 

病院

6 

病院

5 

病院

4 

病院

3 

病院

2 

病院 

1 

病院 

サービス 

種類数 
2 10 13 21 9 18 9 10 19 27 



 - 98 - 

【材料費等価係数】 

検査については、診療行為コード（D コード）単位で 194 種類のサービスに分類

されており、そのうち 97 種類のサービスについて材料費等価係数を作成することが

できた。個別の病院ごとに作成できたサービスの種類数は下記のとおりである。 

 

 
A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

J 

病院 

K 

病院 

サービス 

種類数 
20 17 26 48 31 17 34 29 43 39 

 
検査のサービス種類について、材料費等価係数が作成できた病院数ごとにサービ

ス種類数を集計すると下記のとおりである。 

 

等価係数が 

作成できた病院数 

10 

病院 

9 

病院

8 

病院

7 

病院

6 

病院

5 

病院

4 

病院

3 

病院

2 

病院 

1 

病院 

サービス 

種類数 
3 2 3 7 7 6 2 8 20 39 

【検体検査（検査委託分）に関する等価係数】 

検査については、診療行為コード（D コード）単位で 194 種類のサービスに分類

されており、そのうち検体検査は 27 種類である。そのうち 24 種類のサービスにつ

いて外注費等価係数を作成することができた。個別の病院ごとに作成できたサービ

スの種類数は下記のとおりである。 

 

 
A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

J 

病院 

K 

病院 

サービス 

種類数 
20 20 21 23 21 22 22 22 23 20 

 
検査のサービス種類について、外注費等価係数が作成できた病院数ごとにサービ

ス種類数を集計すると下記のとおりである。 

 

等価係数が 

作成できた病院数 

10 

病院 

9 

病院

8 

病院

7 

病院

6 

病院

5 

病院

4 

病院

3 

病院

2 

病院 

1 

病院 

サービス 

種類数 
16 4 0 1 0 1 1 0 2 0 
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4.1.2.3. 画像診断 

【給与費等価係数】 

画像診断については、診療行為コード（E コード）単位で 16 種類のサービスに分

類されており、そのうち 13 種類のサービスについて給与費等価係数を作成すること

ができた。個別の病院ごとに作成できたサービスの種類数は下記のとおりである。 

 

 
A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

J 

病院 

K 

病院 

サービス 

種類数 
7 7 8 8 10 7 4 7 10 5 

 
画像診断のサービス種類について、給与費等価係数が作成できた病院数ごとにサ

ービス種類数を集計すると下記のとおりである。 

 

等価係数が 

作成できた病院数 

10 

病院 

9 

病院

8 

病院

7 

病院

6 

病院

5 

病院

4 

病院

3 

病院

2 

病院 

1 

病院 

サービス 

種類数 
3 2 1 1 0 0 0 0 4 2 

 

【材料費等価係数】 

画像診断については、診療行為コード（E コード）単位で 16 種類のサービスに分

類されており、そのうち 10 種類のサービスについて材料費等価係数を作成すること

ができた。個別の病院ごとに作成できたサービスの種類数は下記のとおりである。 

 

 
A 

病院 

B 

病院 

C 

病院

D 

病院

E 

病院

F 

病院

G 

病院

H 

病院

J 

病院 

K 

病院 

サービス 

種類数 
6 6 7 7 7 5 5 8 7 7 

 
画像診断のサービス種類について、材料費等価係数が作成できた病院数ごとにサ

ービス種類数を集計すると下記のとおりである。 

 

等価係数が 

作成できた病院数 

10 

病院 

9 

病院

8 

病院

7 

病院

6 

病院

5 

病院

4 

病院

3 

病院

2 

病院 

1 

病院 

サービス 

種類数 
4 1 0 0 0 1 2 0 1 1 
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4.2. 平成１７年度調査研究に向けて 

4.2.1. 一般原価調査 

今後、対象病院数を拡大していくためには、調査対象医療機関に対する作業負荷

を減らす必要がある。そのため、平成１６年度調査研究結果を勘案した上で、以下

について取組むこととする。 

 

（１）入力ファイルおよびレセプト・データに関する調査 

調査における直課項目を給与費、医薬品費に限定し、物品払出し量、端末台数に

ついては調査項目から削除する。なお、レセプト・データについては、引き続き電

算化された病院に限って調査の対象とする。 

 

（２）医師勤務時間調査 

各病院で把握している医師勤務時間データ等を活用した簡易な方法を採用し、一

部の病院に限って、詳細調査と簡便調査の両方を実施する。 

 

（３）当該病院固有の診療科と基本診療科との対応 

平成１６年度調査研究では、当該病院の固有な診療科と、内科・外科等の基本診

療科とは必ずしも対応しなかった。特に例えば｢脳卒中センター｣等の方式を採用し

ている病院について、対応しなかった。そこで、平成１７年度調査研究においては、

当該病院固有の診療科にまず内科、外科などの基本診療科と対応させ、それができ

ないセンター方式の場合は、当該センターの基本診療科ごとの医師人数を把握し、

その人数に従って按分することによって、全体と比較できるようにする。但し、標

榜科目として認められている循環器科等については、個別に集計するとともに、基

本診療科の内科としても集計して、比較できるようにする。 

 

4.2.2.特殊原価調査 

（１）減価償却費の把握 

平成１６年度調査研究では、手術、検査、画像診断に係る診療報酬点数表区分別

の給与費、材料費（薬剤点数、特定保険医療材料点数）の収集を行った。しかし、

これらについて減価償却費を把握していない。 



第４章 考察 

医療経済研究機構 
- 101 - 

 

そのため、平成１７年度調査研究では、手術、検査、画像診断に係る減価償却費

の収集を行うこととする。その際、手術、検査、画像診断に係る医療機器について、

診療報酬上の区分、例えば MRI や CT 等、にそれぞれ従ってリース料または購入価格

と購入年、さらには保守契約料について把握する方法を検討する。なお、各機材の

具体的な機種名等は調査の対象としない。 

 

（２）サービス単位の検討 
平成１６年度調査研究では、等価係数のサービス単位を診療報酬点数表区分とし

たが、レセプトの電算化が定着しているので、診療行為コードに主眼を置いた、等

価係数の作成についても検討する必要がある。 

 



資 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料編（病院別集計結果） 
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1.1. A病院 

1.1.1. 一次計上： 

医業収益についてみると、入院部門は施設全体の医業収益のうち 4 割弱、外来部門が 2

割強、中央診療部門において 4 割の内訳となっていた。 

一方、医業費用が施設全体の医業収益に占める割合をみると、入院部門は 3 割、外来

部門は 3 割弱、中央診療部門は 3 割強、補助・管理部門は 1 割であった。 

 

1.1.2. 二次配賦： 

二次配賦段階における収支差額について、施設全体の医業収益に占める割合を見ると、

入院部門は 6％程度の黒字、外来部門においては 3％程度の赤字、中央診療部門は 8％程

度の黒字であった。 

 

1.1.3. 三次配賦： 

入院部門は、施設全体の医業収益の 5 割強、外来部門が 5 割弱を占めた。 

一方、医業費用について施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門、外来部

門ともに 5 割であった。これらの配賦の結果、収支差額について施設全体の医業収益に占

める割合でみると、入院部門は 1 割弱の黒字、外来部門は 2％程度の黒字であった。 
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図表 資料編-1 A病院の階梯式配賦による病院別原価計算結果 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【一次計上】 【二次配賦】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計 入院部門 外来部門 中央診療部門 合計
35.4 24.3 40.3 － 100.0 35.4 24.3 40.3 100.0

(35.4) (24.3) (40.3) － (100.0) (35.4) (24.3) (40.3) (100.0)
26.4 22.4 30.5 9.7 89.0 29.3 27.7 32.0 89.0

(29.7) (25.2) (34.2) (10.9) (100.0) (32.9) (31.1) (35.9) (100.0)
14.7 13.5 11.8 5.8 45.9 16.2 17.0 12.7 45.9

(32.0) (29.5) (25.7) (12.7) (100.0) (35.4) (37.0) (27.7) (100.0)
4.8 4.9 9.0 － 18.7 4.8 4.9 9.0 18.7

(25.7) (26.2) (48.1) － (100.0) (25.7) (26.2) (48.1) (100.0)
2.6 2.0 7.3 3.0 15.0 3.8 3.2 7.9 15.0

(17.5) (13.5) (48.8) (20.2) (100.0) (25.5) (21.4) (53.1) (100.0)
4.3 1.9 2.3 0.9 9.5 4.5 2.6 2.3 9.5

(45.6) (20.4) (24.8) (9.2) (100.0) (47.2) (28.0) (24.8) (100.0)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －

9.0 1.9 9.9 -9.7 11.0 6.1 -3.5 8.3 11.0

(81.9) (17.0) (89.9) -(88.8) (100.0) (55.7) -(31.5) (75.8) (100.0)

役員報酬 役員報酬

収支差額 収支差額

経費

減価償却費 減価償却費

本部費 本部費

給与費 給与費

材料費 材料費

経費

医業収益 医業収益

医業費用 医業費用

一次計上 二次配賦

 
 

【三次配賦】

内科 外科 整形外科 眼科 リハビリテーション科 入院計
29.8 10.9 8.5 1.1 3.4 53.8

(29.8) (10.9) (8.5) (1.1) (3.4) (53.8)
26.4 9.3 7.7 0.7 1.0 45.0

(29.6) (10.5) (8.6) (0.8) (1.1) (50.6)
13.4 4.6 3.8 0.4 0.3 22.5

(29.2) (10.0) (8.2) (0.9) (0.7) (48.9)
5.8 2.5 2.4 0.1 0.6 11.5

(31.0) (13.4) (12.8) (0.6) (3.3) (61.2)
4.1 1.2 0.8 0.1 0.0 6.2

(27.7) (8.1) (5.1) (0.6) (0.2) (41.6)
3.0 1.0 0.8 0.1 － 4.9

(31.8) (10.9) (8.0) (0.9) － (51.6)
－ － － － － －
－ － － － － －
－ － － － － －
－ － － － － －

3.5 1.6 0.8 0.4 2.4 8.7
(31.6) (14.6) (7.4) (3.7) (22.3) (79.6)

役員報酬

収支差額

経費

減価償却費

本部費

給与費

材料費

入院部門

医業収益

医業費用

三次配賦

 
 

内科 外科 整形外科 眼科 耳鼻いんこう科 リハビリテーション科 外来計
28.7 2.5 5.9 4.7 2.1 2.3 46.2 100.0

(28.7) (2.5) (5.9) (4.7) (2.1) (2.3) (46.2) (100.0)
22.0 3.7 7.8 5.0 1.3 4.2 44.0 89.0

(24.7) (4.2) (8.7) (5.7) (1.5) (4.7) (49.4) (100.0)
13.2 1.7 3.2 3.2 0.5 1.6 23.5 45.9

(28.7) (3.8) (6.9) (6.9) (1.2) (3.6) (51.1) (100.0)
2.3 1.2 2.7 0.7 0.3 0.1 7.3 18.7

(12.2) (6.6) (14.3) (3.5) (1.3) (0.8) (38.8) (100.0)
4.9 0.4 1.2 0.8 0.3 1.1 8.7 15.0

(32.5) (2.9) (8.1) (5.0) (2.1) (7.7) (58.4) (100.0)
1.6 0.3 0.7 0.5 0.2 1.2 4.6 9.5

(17.1) (3.3) (7.3) (5.2) (2.4) (13.2) (48.4) (100.0)
－ － － － － － － －
－ － － － － － － －
－ － － － － － － －
－ － － － － － － －

6.8 -1.2 -1.9 -0.4 0.8 -1.8 2.2 11.0
(61.6) -(11.0) -(17.1) -(3.5) (7.1) -(16.7) (20.4) (100.0)

本部費

役員報酬

収支差額

経費

減価償却費

医業費用

給与費

材料費

外来部門
合計

医業収益

三次配賦
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1.2. B病院 

1.2.1. 一次計上： 

医業収益についてみると、入院部門は施設全体の医業収益のうち 4 割弱、外来部門が 2

割弱、中央診療部門において 5 割弱の内訳となっていた。 

一方、医業費用が施設全体の医業収益に占める割合をみると、入院部門は 3 割強、外

来部門は 2 割弱、中央診療部門は 3 割、補助・管理部門は 2 割弱であった。 

 

1.2.2. 二次配賦： 

二次配賦段階における収支差額について、施設全体の医業収益に占める割合を見ると、

入院部門は 4％程度の赤字、外来部門においては１割弱の赤字、中央診療部門は 1 割強の

黒字であった。 

 

1.2.3. 三次配賦： 

入院部門は、施設全体の医業収益の 5 割強、外来部門が 5 割弱を占めた。 

一方、医業費用について施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は5割強、

外来部門が 5 割弱であった。これらの配賦の結果、収支差額について施設全体の医業収益

に占める割合でみると、入院部門は１％程度の黒字、外来部門は1％程度の赤字であった。 
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図表 資料編-2 B病院の階梯式配賦による病院別原価計算結果 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【一次計上】 【二次配賦】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計 入院部門 外来部門 中央診療部門 合計
35.8 17.9 46.3 － 100.0 35.8 17.9 46.3 100.0

(35.8) (17.9) (46.3) － (100.0) (35.8) (17.9) (46.3) (100.0)
34.5 16.6 31.5 17.8 100.3 39.6 26.1 34.7 100.3

(34.4) (16.5) (31.4) (17.8) (100.0) (39.4) (26.0) (34.5) (100.0)
23.9 11.9 14.5 13.2 63.4 27.8 18.6 17.1 63.4

(37.7) (18.7) (22.9) (20.8) (100.0) (43.9) (29.3) (26.9) (100.0)
1.4 1.4 5.8 － 8.5 1.4 1.4 5.8 8.5

(16.0) (16.4) (67.7) － (100.0) (16.0) (16.4) (67.7) (100.0)
5.6 1.9 9.0 3.9 20.3 6.6 4.1 9.6 20.3

(27.6) (9.3) (44.2) (19.0) (100.0) (32.6) (20.2) (47.2) (100.0)
3.6 1.4 2.2 0.8 8.1 3.8 2.0 2.2 8.1

(45.0) (17.6) (27.8) (9.6) (100.0) (47.0) (25.2) (27.8) (100.0)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －

1.3 1.3 14.8 -17.8 -0.3 -3.8 -8.2 11.6 -0.3 

-(392.0) -(392.9) -(4354.5) (5239.4) (100.0) (1107.2) (2412.0) -(3419.2) (100.0)

一次計上 二次配賦

医業収益 医業収益

医業費用 医業費用

給与費 給与費

材料費 材料費

経費 経費

減価償却費 減価償却費

本部費 本部費

役員報酬 役員報酬

収支差額 収支差額
 

 
【三次配賦】

内科 小児科 外科 整形外科 脳神経外科 ひ尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 リハビリテーション科 入院計
18.7 1.1 12.9 11.4 0.6 1.1 1.3 1.1 0.3 5.9 54.4

(18.7) (1.1) (12.9) (11.4) (0.6) (1.1) (1.3) (1.1) (0.3) (5.9) (54.4)

12.3 0.7 10.9 13.2 0.7 1.5 6.9 0.9 0.5 6.2 53.8
(12.2) (0.7) (10.9) (13.1) (0.7) (1.5) (6.9) (0.9) (0.5) (6.2) (53.7)

8.3 0.4 7.8 8.9 0.5 1.1 3.4 0.6 0.3 4.2 35.5
(13.0) (0.7) (12.3) (14.1) (0.8) (1.7) (5.3) (1.0) (0.5) (6.6) (56.0)

0.9 0.0 0.9 1.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 3.2
(10.5) (0.2) (10.5) (12.2) (0.3) (0.4) (0.4) (0.9) (0.1) (2.3) (38.0)

2.6 0.2 1.7 2.5 0.1 0.3 1.7 0.2 0.1 1.5 10.8
(12.6) (0.9) (8.4) (12.4) (0.7) (1.7) (8.1) (0.8) (0.6) (7.2) (53.3)

0.6 0.1 0.5 0.7 0.0 0.1 1.8 0.0 0.0 0.4 4.2
(7.0) (1.1) (6.1) (8.6) (0.4) (1.3) (22.8) (0.5) (0.4) (4.4) (52.6)

－ － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － －

6.5 0.4 2.0 -1.8 -0.1 -0.5 -5.6 0.2 -0.2 -0.3 0.6
-(1901.1) -(112.1) -(596.8) (533.4) (29.6) (138.1) (1650.5) -(64.9) (55.8) (101.9) -(165.5)

三次配賦
入院部門

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額  

 

内科 小児科 外科 整形外科 脳神経外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 リハビリテーション科 外来計
31.7 1.1 3.6 2.8 1.0 0.2 1.6 0.6 2.9 － 0.2 0.0 45.6 100.0

(31.7) (1.1) (3.6) (2.8) (1.0) (0.2) (1.6) (0.6) (2.9) － (0.2) (0.0) (45.6) (100.0)

21.6 1.7 4.2 7.6 1.4 0.4 2.2 3.2 3.0 0.2 0.7 0.3 46.5 100.3
(21.5) (1.7) (4.2) (7.6) (1.3) (0.4) (2.2) (3.2) (3.0) (0.2) (0.7) (0.3) (46.3) (100.0)
12.7 1.1 2.5 5.0 0.9 0.3 1.2 2.1 1.9 0.1 0.1 0.1 27.9 63.4

(20.0) (1.7) (4.0) (7.9) (1.3) (0.4) (1.9) (3.3) (3.0) (0.2) (0.2) (0.1) (44.0) (100.0)
3.9 0.0 0.6 0.3 0.1 0.0 0.3 0.0 0.1 － 0.0 － 5.3 8.5

(45.3) (0.2) (7.1) (4.0) (0.6) (0.0) (3.3) (0.4) (0.8) － (0.4) － (62.0) (100.0)
3.8 0.4 0.9 1.7 0.3 0.1 0.5 0.7 0.7 0.0 0.2 0.1 9.5 20.3

(18.7) (2.1) (4.2) (8.2) (1.6) (0.6) (2.6) (3.6) (3.6) (0.1) (1.1) (0.4) (46.7) (100.0)
1.3 0.2 0.2 0.6 0.1 0.0 0.2 0.4 0.3 0.0 0.3 0.2 3.8 8.1

(15.6) (2.0) (3.0) (7.5) (1.6) (0.6) (1.9) (4.4) (4.1) (0.5) (4.3) (1.9) (47.4) (100.0)
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －

10.1 -0.6 -0.7 -4.9 -0.4 -0.2 -0.6 -2.6 -0.1 -0.2 -0.5 -0.3 -0.9 -0.3 
-(2979.3) (177.7) (198.4) (1432.5) (109.8) (71.1) (184.8) (766.0) (14.7) (46.5) (153.9) (89.4) (265.5) (100.0)

三次配賦
外来部門

合計

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額  
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1.3. C病院 

1.3.1. 一次計上： 

医業収益についてみると、入院部門は施設全体の医業収益のうち 4 割、外来部門が 1

割、中央診療部門において 5 割弱の内訳となっていた。 

一方、医業費用が施設全体の医業収益に占める割合をみると、入院部門は 4 割弱、外

来部門は 2 割弱、中央診療部門は 3 割強、補助・管理部門は１割であった。 

 

1.3.2. 二次配賦： 

二次配賦段階における収支差額について、施設全体の医業収益に占める割合を見ると、

入院部門は 4％程度の赤字、外来部門においては１割程度の赤字、中央診療部門は 1 割程

度の黒字であった。 

 

1.3.3. 三次配賦： 

入院部門は、施設全体の医業収益の 7 割弱、外来部門が 3 割強を占めた。 

一方、医業費用について施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は6割強、

外来部門が 4 割弱であった。これらの配賦の結果、収支差額について施設全体の医業収益

に占める割合でみると、入院部門は 3％程度の黒字、外来部門は 8％程度の赤字であった。 
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図表 資料編-3 Ｃ病院の階梯式配賦による病院別原価計算結果 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【一次計上】 【二次配賦】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計 入院部門 外来部門 中央診療部門 合計
41.3 10.9 47.8 － 100.0 41.3 10.9 47.8 100.0

(41.3) (10.9) (47.8) － (100.0) (41.3) (10.9) (47.8) (100.0)
40.7 17.0 35.2 11.6 104.5 45.4 21.8 37.4 104.5

(38.9) (16.3) (33.7) (11.1) (100.0) (43.4) (20.8) (35.8) (100.0)
21.3 11.1 16.4 7.4 56.2 24.3 14.0 17.9 56.2

(37.9) (19.8) (29.2) (13.1) (100.0) (43.2) (25.0) (31.9) (100.0)
10.2 2.6 9.4 － 22.2 10.2 2.6 9.4 22.2

(45.8) (11.8) (42.4) － (100.0) (45.8) (11.8) (42.4) (100.0)
6.1 2.5 5.2 4.1 17.9 7.8 4.2 5.9 17.9

(34.1) (13.8) (29.0) (23.1) (100.0) (43.6) (23.6) (32.8) (100.0)
3.1 0.8 4.2 0.1 8.2 3.1 0.9 4.2 8.2

(37.7) (9.6) (51.2) (1.6) (100.0) (38.3) (10.6) (51.2) (100.0)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －

0.7 -6.1 12.6 -11.6 -4.5 -4.0 -10.9 10.4 -4.5 

-(15.3) (135.8) -(277.5) (256.9) (100.0) (88.9) (241.0) -(229.9) (100.0)

役員報酬 役員報酬

収支差額 収支差額

経費

減価償却費 減価償却費

本部費 本部費

給与費 給与費

材料費 材料費

経費

医業収益 医業収益

医業費用 医業費用

一次計上 二次配賦

 
【三次配賦】

内科 外科 整形外科 脳神経外科 ひ尿器科 眼科 耳鼻いんこう科 入院計
31.3 10.6 10.0 8.3 4.1 2.5 1.4 68.1

(31.3) (10.6) (10.0) (8.3) (4.1) (2.5) (1.4) (68.1)

26.8 10.0 11.7 9.5 3.7 2.2 1.1 65.0
(25.7) (9.6) (11.2) (9.1) (3.6) (2.1) (1.0) (62.2)
14.0 5.6 6.5 4.7 2.3 1.4 0.7 35.2

(25.0) (10.0) (11.5) (8.3) (4.1) (2.6) (1.2) (62.6)
5.8 2.3 3.0 3.0 0.6 0.3 0.2 15.3

(26.2) (10.5) (13.6) (13.5) (2.7) (1.5) (0.8) (68.7)
4.7 1.4 1.5 1.3 0.6 0.3 0.2 9.9

(26.5) (7.6) (8.3) (7.1) (3.1) (1.6) (1.0) (55.2)
2.2 0.7 0.7 0.6 0.2 0.1 0.1 4.6

(27.2) (8.3) (8.4) (7.0) (3.0) (1.6) (1.0) (56.6)
－ － － － － － － －
－ － － － － － － －
－ － － － － － － －
－ － － － － － － －

4.5 0.6 -1.6 -1.2 0.4 0.3 0.3 3.2
-(98.5) -(13.3) (36.4) (26.5) -(7.8) -(7.7) -(5.6) -(69.9)

役員報酬

収支差額

経費

減価償却費

本部費

給与費

材料費

入院部門

医業収益

医業費用

三次配賦

 

 

内科 精神科 外科 整形外科 脳神経外科 皮膚科 ひ尿器科 婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 外来計
16.8 0.3 3.8 2.6 1.5 0.2 2.3 0.2 2.9 1.3 31.9 100.0

(16.8) (0.3) (3.8) (2.6) (1.5) (0.2) (2.3) (0.2) (2.9) (1.3) (31.9) (100.0)

16.4 0.1 4.1 6.7 1.7 0.5 2.7 0.6 4.2 2.6 39.5 104.5
(15.7) (0.1) (3.9) (6.4) (1.7) (0.5) (2.5) (0.5) (4.0) (2.5) (37.8) (100.0)

8.6 0.0 2.1 3.6 1.0 0.3 1.3 0.4 2.6 1.1 21.0 56.2
(15.2) (0.1) (3.8) (6.5) (1.8) (0.5) (2.3) (0.7) (4.5) (2.0) (37.4) (100.0)

3.6 0.1 0.9 0.9 0.2 0.0 0.7 0.0 0.4 0.2 6.9 22.2
(16.3) (0.2) (4.1) (3.9) (0.9) (0.2) (3.2) (0.1) (1.6) (0.9) (31.3) (100.0)

3.0 0.0 0.7 1.5 0.4 0.1 0.5 0.1 0.9 0.8 8.0 17.9
(16.5) (0.0) (4.1) (8.3) (2.0) (0.8) (2.6) (0.7) (4.9) (4.7) (44.8) (100.0)

1.2 0.0 0.3 0.7 0.2 0.1 0.2 0.0 0.4 0.4 3.6 8.2
(15.2) (0.1) (4.2) (8.5) (2.0) (0.8) (2.4) (0.6) (5.1) (4.6) (43.4) (100.0)

－ － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － －

0.4 0.2 -0.3 -4.1 -0.3 -0.3 -0.3 -0.4 -1.3 -1.3 -7.7 -4.5 
-(8.0) -(4.1) (7.6) (90.2) (6.1) (6.6) (7.2) (7.8) (28.8) (27.7) (169.9) (100.0)

本部費

役員報酬

収支差額

経費

減価償却費

医業費用

給与費

材料費

外来部門
合計

医業収益

三次配賦
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1.4. D病院 

1.4.1. 一次計上： 

医業収益についてみると、入院部門は施設全体の医業収益のうち 4 割強、外来部門が

１割、中央診療部門において 5 割弱の内訳となっていた。 

一方、医業費用が施設全体の医業収益に占める割合をみると、入院部門は 4 割弱、外

来部門は２割強、中央診療部門は 3 割強、補助・管理部門は 1 割であった。 

 

1.4.2. 二次配賦： 

二次配賦段階における収支差額について、施設全体の医業収益に占める割合を見ると、

入院部門は 1％弱の黒字、外来部門においては１割程度の赤字、中央診療部門は 1 割程度

の黒字であった。 

 

1.4.3. 三次配賦： 

入院部門は、施設全体の医業収益の 7 割弱、外来部門が 3 割強を占めた。 

一方、医業費用について施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は 6 割、

外来部門が 4 割であった。これらの配賦の結果、収支差額について施設全体の医業収益に

占める割合でみると、入院部門は 5％程度の黒字、外来部門は 5％程度の赤字であった。 
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図表 資料編-4 Ｄ病院の階梯式配賦による病院別原価計算結果 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【一次計上】 【二次配賦】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計 入院部門 外来部門 中央診療部門 合計
42.6 12.0 45.5 － 100.0 42.6 12.0 45.5 100.0

(42.6) (12.0) (45.5) － (100.0) (42.6) (12.0) (45.5) (100.0)
37.6 18.3 32.9 10.8 99.6 42.1 22.5 34.9 99.6

(37.8) (18.4) (33.0) (10.8) (100.0) (42.3) (22.6) (35.1) (100.0)
21.5 10.9 12.0 6.1 50.6 23.8 13.6 13.2 50.6

(42.6) (21.5) (23.8) (12.0) (100.0) (47.0) (27.0) (26.0) (100.0)
7.0 4.7 12.1 － 23.8 7.0 4.7 12.1 23.8

(29.3) (19.9) (50.8) － (100.0) (29.3) (19.9) (50.8) (100.0)
6.4 2.3 7.6 4.5 20.8 8.6 3.6 8.5 20.8

(30.7) (11.1) (36.7) (21.5) (100.0) (41.6) (17.3) (41.1) (100.0)
2.7 0.4 1.1 0.2 4.4 2.8 0.5 1.1 4.4

(61.4) (8.5) (24.8) (5.3) (100.0) (62.7) (12.5) (24.8) (100.0)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －

5.0 -6.4 12.6 -10.8 0.4 0.4 -10.6 10.5 0.4

(1202.0) -(1538.6) (3045.8) -(2609.2) (100.0) (104.0) -(2556.3) (2552.3) (100.0)

役員報酬 役員報酬

収支差額 収支差額

経費

減価償却費 減価償却費

本部費 本部費

給与費 給与費

材料費 材料費

経費

医業収益 医業収益

医業費用 医業費用

一次計上 二次配賦

 

 
【三次配賦】

内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 整形外科 形成外科 脳神経外科 ひ尿器科 婦人科 眼科 入院計
1.5 4.3 21.6 5.3 0.0 10.9 1.6 15.3 3.4 1.2 0.5 65.4

(1.5) (4.3) (21.6) (5.3) (0.0) (10.9) (1.6) (15.3) (3.4) (1.2) (0.5) (65.4)

1.1 6.9 14.4 9.6 0.0 9.6 1.2 14.0 3.0 0.8 0.3 60.8
(1.1) (6.9) (14.5) (9.6) (0.0) (9.6) (1.2) (14.0) (3.1) (0.8) (0.3) (61.0)
0.6 4.1 7.3 3.4 0.0 4.6 0.8 6.1 1.7 0.5 0.2 29.3

(1.3) (8.1) (14.5) (6.8) (0.0) (9.0) (1.5) (12.1) (3.4) (0.9) (0.4) (58.0)
0.1 0.3 3.6 4.4 0.0 2.4 0.1 4.1 0.4 0.1 0.0 15.6

(0.5) (1.4) (15.2) (18.4) (0.0) (10.1) (0.3) (17.3) (1.7) (0.5) (0.2) (65.6)
0.3 1.9 3.0 1.4 0.0 2.1 0.3 3.0 0.7 0.2 0.0 12.8

(1.3) (9.1) (14.3) (6.8) (0.0) (9.9) (1.3) (14.3) (3.5) (0.9) (0.1) (61.5)
0.1 0.5 0.5 0.4 0.0 0.5 0.1 0.7 0.2 0.0 0.0 3.0

(1.8) (12.2) (10.7) (8.3) (0.1) (12.3) (1.7) (16.9) (4.6) (0.3) (0.1) (69.0)
－ － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － －

0.3 -2.6 7.2 -4.3 -0.0 1.3 0.4 1.3 0.3 0.4 0.2 4.6
(84.2) -(625.4) (1739.9) -(1037.4) -(7.2) (324.1) (103.2) (314.4) (76.0) (96.6) (47.4) (1115.7)

役員報酬

収支差額

経費

減価償却費

本部費

給与費

材料費

入院部門

医業収益

医業費用

三次配賦

 

 

内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 外科 整形外科 形成外科 脳神経外科 ひ尿器科 婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 リハビリテーション科 外来計
4.4 1.2 9.4 1.7 0.1 4.7 3.0 1.8 1.9 2.4 0.9 1.6 1.2 0.1 34.6 100.0

(4.4) (1.2) (9.4) (1.7) (0.1) (4.7) (3.0) (1.8) (1.9) (2.4) (0.9) (1.6) (1.2) (0.1) (34.6) (100.0)

4.5 1.2 8.1 2.2 0.1 2.7 4.4 4.5 2.1 3.1 1.4 2.4 1.8 0.4 38.8 99.6
(4.5) (1.2) (8.1) (2.2) (0.1) (2.7) (4.5) (4.5) (2.1) (3.1) (1.4) (2.4) (1.8) (0.4) (39.0) (100.0)
2.7 0.7 3.6 1.3 0.0 1.3 2.4 2.9 1.4 1.5 0.7 1.3 1.1 0.2 21.3 50.6

(5.4) (1.4) (7.1) (2.6) (0.1) (2.6) (4.8) (5.8) (2.8) (3.0) (1.5) (2.6) (2.1) (0.4) (42.0) (100.0)
0.8 0.2 2.6 0.1 0.0 1.0 0.8 0.8 0.1 0.8 0.4 0.5 0.2 － 8.2 23.8

(3.4) (0.7) (10.8) (0.3) (0.0) (4.2) (3.3) (3.5) (0.2) (3.3) (1.7) (2.0) (0.9) － (34.4) (100.0)
0.8 0.3 1.7 0.7 0.0 0.3 1.0 0.6 0.5 0.6 0.2 0.5 0.4 0.2 8.0 20.8

(4.0) (1.4) (8.1) (3.4) (0.2) (1.6) (4.8) (3.1) (2.5) (3.1) (1.2) (2.4) (1.9) (0.8) (38.5) (100.0)
0.1 0.1 0.2 0.1 0.0 0.0 0.2 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 1.4 4.4

(3.2) (1.3) (5.6) (2.9) (0.1) (0.7) (4.4) (2.5) (2.2) (2.4) (1.0) (2.2) (1.8) (0.8) (31.0) (100.0)
－ － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － －

-0.1 -0.0 1.3 -0.5 0.1 2.0 -1.5 -2.7 -0.1 -0.6 -0.6 -0.7 -0.5 -0.3 -4.2 0.4
-(33.6) -(2.5) (326.6) -(115.7) (15.6) (487.0) -(356.5) -(649.5) -(32.5) -(151.3) -(135.2) -(175.5) -(129.7) -(62.8) -(1015.7) (100.0)

本部費

役員報酬

収支差額

経費

減価償却費

医業費用

給与費

材料費

外来部門
合計

医業収益

三次配賦
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1.5. E病院 

1.5.1. 一次計上： 

医業収益についてみると、入院部門は施設全体の医業収益のうち 5 割弱、外来部門が

１割、中央診療部門において 4 割強の内訳となっていた。 

一方、医業費用が施設全体の医業収益に占める割合をみると、入院部門は 4 割弱、外

来部門は 2 割弱、中央診療部門は 3 割強、補助・管理部門は 1 割であった。 

1.5.2. 二次配賦： 

二次配賦段階における収支差額について、施設全体の医業収益に占める割合を見ると、

入院部門は 5％の黒字、外来部門においては１割強の赤字、中央診療部門は 9％の黒字で

あった。 

1.5.3. 三次配賦： 

入院部門は、施設全体の医業収益の 8 割弱、外来部門が 2 割弱を占めた。 

一方、医業費用について施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は7割弱、

外来部門が 3 割強であった。これらの配賦の結果、収支差額について施設全体の医業収益

に占める割合でみると、入院部門は 1 割の黒字、外来部門は 1 割程度の赤字であった。 
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図表 資料編-5 Ｅ病院の階梯式配賦による病院別原価計算結果 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【一次計上】 【二次配賦】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計 入院部門 外来部門 中央診療部門 合計
48.5 9.1 42.4 － 100.0 48.5 9.1 42.4 100.0

(48.5) (9.1) (42.4) － (100.0) (48.5) (9.1) (42.4) (100.0)
37.4 17.7 31.5 11.4 97.9 43.5 21.0 33.5 97.9

(38.2) (18.0) (32.1) (11.6) (100.0) (44.4) (21.4) (34.2) (100.0)
21.8 8.0 11.8 5.7 47.2 24.6 10.0 12.6 47.2

(46.1) (16.8) (25.1) (12.0) (100.0) (52.1) (21.1) (26.8) (100.0)
6.9 7.8 12.5 － 27.2 6.9 7.8 12.5 27.2

(25.4) (28.7) (45.9) － (100.0) (25.4) (28.7) (45.9) (100.0)
6.6 1.6 6.1 2.8 17.1 8.0 2.5 6.5 17.1

(38.6) (9.4) (35.5) (16.5) (100.0) (47.1) (14.8) (38.1) (100.0)
2.1 0.3 1.1 0.2 3.7 2.2 0.4 1.1 3.7

(57.8) (7.9) (29.5) (4.8) (100.0) (59.6) (10.9) (29.5) (100.0)
－ － － 2.7 2.7 1.7 0.3 0.7 2.7
－ － － (100.0) (100.0) (62.4) (10.9) (26.7) (100.0)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －

11.1 -8.6 11.0 -11.4 2.1 5.0 -11.9 9.0 2.1

(533.4) -(413.9) (529.8) -(549.3) (100.0) (240.8) -(574.1) (433.3) (100.0)

一次計上 二次配賦

医業収益 医業収益

医業費用 医業費用

給与費 給与費

材料費 材料費

経費 経費

減価償却費 減価償却費

本部費 本部費

役員報酬 役員報酬

収支差額 収支差額

 
【三次配賦】

内科 神経内科 外科 整形外科 脳神経外科 ひ尿器科 婦人科 耳鼻いんこう科 入院計
23.8 5.2 21.7 13.2 7.0 4.9 0.1 0.5 76.4

(23.8) (5.2) (21.7) (13.2) (7.0) (4.9) (0.1) (0.5) (76.4)
20.6 4.5 16.6 12.6 7.0 3.9 0.0 0.3 65.5

(21.1) (4.6) (16.9) (12.9) (7.1) (4.0) (0.0) (0.3) (66.9)
8.7 2.4 8.8 6.5 4.2 2.2 0.0 0.2 33.1

(18.5) (5.1) (18.7) (13.8) (8.9) (4.6) (0.0) (0.3) (70.0)
6.8 0.8 3.6 3.4 0.6 0.6 0.0 0.0 15.9

(25.0) (2.9) (13.2) (12.3) (2.4) (2.4) (0.1) (0.1) (58.4)
3.7 1.0 3.0 2.0 1.5 0.8 0.0 0.0 12.0

(21.7) (5.6) (17.6) (11.5) (9.1) (4.4) (0.0) (0.3) (70.2)
0.8 0.2 0.7 0.5 0.3 0.2 0.0 0.0 2.6

(21.3) (5.2) (18.6) (12.4) (7.8) (5.0) (0.0) (0.3) (70.7)
0.6 0.2 0.5 0.3 0.3 0.1 0.0 0.0 2.0

(21.4) (6.0) (17.7) (11.4) (11.0) (4.7) (0.0) (0.3) (72.5)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －

3.2 0.6 5.1 0.6 0.0 1.0 0.0 0.2 10.9
(155.0) (31.2) (247.6) (27.1) (1.9) (50.0) (1.2) (10.0) (524.0)

三次配賦

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額

入院部門

 

 

内科 神経内科 小児科 外科 整形外科 形成外科 脳神経外科 皮膚科 ひ尿器科 婦人科 耳鼻いんこう科 外来計
6.6 0.1 0.5 6.8 2.5 0.1 0.9 0.5 4.2 0.3 1.2 23.6 100.0

(6.6) (0.1) (0.5) (6.8) (2.5) (0.1) (0.9) (0.5) (4.2) (0.3) (1.2) (23.6) (100.0)

6.2 0.1 1.0 7.3 4.3 0.2 5.1 1.0 4.3 0.7 2.2 32.4 97.9
(6.4) (0.1) (1.0) (7.5) (4.4) (0.2) (5.2) (1.1) (4.4) (0.7) (2.2) (33.1) (100.0)
3.1 0.1 0.5 2.9 2.4 0.1 0.9 0.6 1.6 0.5 1.4 14.2 47.2

(6.6) (0.2) (1.1) (6.2) (5.2) (0.3) (1.9) (1.3) (3.4) (1.0) (2.9) (30.0) (100.0)
1.5 0.0 0.2 2.7 0.7 0.0 4.0 0.1 1.9 0.0 0.2 11.3 27.2

(5.4) (0.0) (0.8) (10.0) (2.5) (0.0) (14.6) (0.4) (7.1) (0.1) (0.7) (41.6) (100.0)
1.2 0.0 0.2 1.3 0.8 0.1 0.2 0.2 0.6 0.1 0.4 5.1 17.1

(7.2) (0.1) (1.0) (7.4) (4.8) (0.4) (1.0) (1.4) (3.4) (0.8) (2.5) (29.8) (100.0)
0.3 0.0 0.0 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 1.1 3.7

(7.2) (0.0) (1.2) (6.2) (5.1) (0.1) (1.0) (1.3) (3.6) (1.0) (2.6) (29.3) (100.0)
0.2 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.8 2.7

(6.2) (0.1) (1.1) (6.1) (4.7) (0.4) (1.5) (1.5) (2.8) (0.8) (2.5) (27.5) (100.0)
－ － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － －

0.4 -0.0 -0.5 -0.5 -1.8 -0.1 -4.3 -0.5 -0.1 -0.4 -0.9 -8.8 2.1
(17.5) -(2.4) -(23.7) -(24.2) -(87.2) -(4.9) -(205.6) -(25.3) -(2.9) -(19.8) -(45.6) -(424.0) (100.0)

三次配賦
外来部門

合計

医業収益

医業費用

給与費

材料費

収支差額

経費

減価償却費

本部費

役員報酬
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1.6. F病院 

1.6.1. 一次計上： 

医業収益についてみると、入院部門は施設全体の医業収益のうち 6 割強、外来部門が

3％程度、中央診療部門において 4 割弱の内訳となっていた。 

一方、医業費用が施設全体の医業収益に占める割合をみると、入院部門は 5 割弱、外

来部門は 4％程度で、中央診療部門が 4 割強、補助・管理部門は１割弱であった。 

1.6.2. 二次配賦： 

二次配賦段階における収支差額について、施設全体の医業収益に占める割合を見ると、

入院部門は１割強の黒字、外来部門においては 1％の赤字、中央診療部門は 1 割弱の赤字

であった。 

1.6.3. 三次配賦： 

入院部門は、施設全体の医業収益の 9 割強、外来部門が 1 割弱を占めた。 

一方、医業費用について施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は9割強、

外来部門が 1 割弱であった。これらの配賦の結果、収支差額について施設全体の医業収益

に占める割合でみると、入院部門は 5％程度の黒字、外来部門は 2％の赤字であった。 
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図表 資料編-6 F病院の階梯式配賦による病院別原価計算結果 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【一次計上】 【二次配賦】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計 入院部門 外来部門 中央診療部門 合計
61.7 2.7 35.6 － 100.0 61.7 2.7 35.6 100.0

(61.7) (2.7) (35.6) － (100.0) (61.7) (2.7) (35.6) (100.0)
44.5 3.4 42.8 6.4 97.2 48.4 4.0 44.8 97.2

(45.8) (3.5) (44.0) (6.6) (100.0) (49.8) (4.1) (46.1) (100.0)
20.7 2.1 11.3 3.3 37.4 22.7 2.4 12.4 37.4

(55.3) (5.5) (30.3) (8.9) (100.0) (60.6) (6.3) (33.1) (100.0)
11.3 0.5 23.3 － 35.1 11.3 0.5 23.3 35.1

(32.1) (1.4) (66.4) － (100.0) (32.1) (1.4) (66.4) (100.0)
11.8 0.8 7.5 2.4 22.5 13.2 1.0 8.3 22.5

(52.2) (3.6) (33.3) (10.9) (100.0) (58.5) (4.6) (36.9) (100.0)
0.8 0.0 0.6 0.2 1.6 0.9 0.1 0.6 1.6

(49.7) (2.7) (37.8) (9.8) (100.0) (57.8) (4.4) (37.8) (100.0)
－ － － 0.5 0.5 0.3 0.0 0.2 0.5
－ － － (100.0) (100.0) (59.6) (3.1) (37.3) (100.0)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －

17.2 -0.8 -7.2 -6.4 2.8 13.4 -1.3 -9.2 2.8

(608.8) -(26.6) -(254.3) -(227.9) (100.0) (473.1) -(46.2) -(326.9) (100.0)

役員報酬 役員報酬

収支差額 収支差額

経費

減価償却費 減価償却費

本部費 本部費

給与費 給与費

材料費 材料費

経費

医業収益 医業収益

医業費用 医業費用

一次計上 二次配賦

 

 
【三次配賦】

内科 循環器科 小児科 外科 整形外科 脳神経外科 皮膚科 ひ尿器科 婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 入院計
35.2 19.1 0.2 17.1 8.8 5.4 0.5 1.9 4.3 0.3 1.5 94.5

(35.2) (19.1) (0.2) (17.1) (8.8) (5.4) (0.5) (1.9) (4.3) (0.3) (1.5) (94.5)

25.3 14.3 0.1 28.1 9.1 5.2 0.5 2.2 3.5 0.1 1.2 89.7
(26.1) (14.7) (0.1) (28.9) (9.3) (5.4) (0.5) (2.3) (3.6) (0.1) (1.3) (92.3)

11.4 4.8 0.1 7.7 3.5 2.3 0.2 1.4 1.8 0.1 0.7 33.8
(30.5) (12.8) (0.1) (20.5) (9.3) (6.2) (0.5) (3.7) (4.7) (0.1) (1.8) (90.4)

5.4 6.1 0.0 16.5 3.1 1.2 0.1 0.4 0.8 0.0 0.3 33.8
(15.3) (17.3) (0.1) (46.9) (8.9) (3.4) (0.3) (1.1) (2.2) (0.1) (0.8) (96.3)

7.8 3.1 0.0 3.6 2.2 1.6 0.2 0.4 0.9 0.0 0.2 20.2
(34.6) (14.0) (0.1) (16.2) (9.9) (7.0) (0.7) (1.6) (4.0) (0.2) (1.1) (89.5)

0.6 0.2 0.0 0.3 0.2 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 1.4
(35.6) (12.2) (0.1) (15.6) (10.7) (7.0) (0.7) (1.8) (4.1) (0.2) (1.1) (89.1)

0.2 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4
(34.0) (14.6) (0.1) (16.7) (9.8) (7.4) (0.7) (1.7) (4.2) (0.2) (1.1) (90.5)

－ － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － －

9.8 4.8 0.1 -11.0 -0.2 0.1 0.0 -0.3 0.8 0.2 0.3 4.8
(348.4) (169.1) (3.8) -(388.1) -(7.3) (4.5) (1.5) -(8.9) (28.9) (6.9) (10.8) (169.7)

役員報酬

収支差額

経費

減価償却費

本部費

給与費

材料費

入院部門

医業収益

医業費用

三次配賦

 

 

内科 小児科 外科 外来計
3.5 0.7 1.3 5.5 100.0

(3.5) (0.7) (1.3) (5.5) (100.0)

3.9 0.8 2.8 7.5 97.2
(4.0) (0.8) (2.9) (7.7) (100.0)
1.7 0.3 1.6 3.6 37.4

(4.7) (0.7) (4.2) (9.6) (100.0)
0.8 0.1 0.4 1.3 35.1

(2.3) (0.2) (1.2) (3.7) (100.0)
1.2 0.4 0.7 2.4 22.5

(5.4) (1.9) (3.3) (10.5) (100.0)
0.1 0.0 0.0 0.2 1.6

(5.5) (2.4) (3.0) (10.9) (100.0)
0.0 0.0 0.0 0.0 0.5

(4.8) (1.6) (3.2) (9.5) (100.0)
－ － － － －
－ － － － －

-0.3 -0.1 -1.5 -2.0 2.8
-(12.3) -(4.9) -(52.4) -(69.7) (100.0)

本部費

役員報酬

収支差額

経費

減価償却費

医業費用

給与費

材料費

外来部門
合計

医業収益
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1.7. G病院 

1.7.1. 一次計上： 

医業収益についてみると、入院部門は施設全体の医業収益のうち 5 割弱、外来部門が

１割、中央診療部門において 4 割の内訳となっていた。 

一方、医業費用が施設全体の医業収益に占める割合をみると、入院部門は 5 割弱、外

来部門は 2 割、中央診療部門は 2 割強、補助・管理部門は 1 割弱であった。 

1.7.2. 二次配賦： 

二次配賦段階における収支差額について、施設全体の医業収益に占める割合を見ると、

入院部門は 3％の黒字、外来部門においては 1 割強の赤字、中央診療部門は１割強の黒字

であった。 

1.7.3. 三次配賦： 

入院部門は、施設全体の医業収益の７割、外来部門が３割を占めた。 

一方、医業費用について施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は7割弱、

外来部門が 3 割強であった。これらの配賦の結果、収支差額について施設全体の医業収益

に占める割合でみると、入院部門は 7％程度の黒字、外来部門は 2％程度の赤字であった。 
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図表 資料編-7 Ｇ病院の階梯式配賦による病院別原価計算結果 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【一次計上】 【二次配賦】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計 入院部門 外来部門 中央診療部門 合計
49.4 10.7 39.9 － 100.0 49.4 10.7 39.9 100.0

(49.4) (10.7) (39.9) － (100.0) (49.4) (10.7) (39.9) (100.0)
43.4 19.7 24.5 7.3 94.9 46.3 22.8 25.8 94.9

(45.7) (20.8) (25.8) (7.7) (100.0) (48.8) (24.0) (27.2) (100.0)
24.0 9.9 9.2 2.6 45.7 24.9 11.0 9.7 45.7

(52.5) (21.8) (20.1) (5.6) (100.0) (54.6) (24.2) (21.2) (100.0)
8.7 4.4 7.4 － 20.4 8.7 4.4 7.4 20.4

(42.6) (21.3) (36.1) － (100.0) (42.6) (21.3) (36.1) (100.0)
7.6 4.5 6.3 3.8 22.2 9.2 6.1 6.9 22.2

(34.3) (20.3) (28.2) (17.2) (100.0) (41.4) (27.6) (31.1) (100.0)
3.1 0.9 1.7 0.2 5.9 3.1 1.0 1.7 5.9

(52.3) (15.3) (29.0) (3.4) (100.0) (53.6) (17.4) (29.0) (100.0)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － 0.7 0.7 0.4 0.2 0.2 0.7
－ － － (100.0) (100.0) (49.8) (29.1) (21.2) (100.0)

6.0 -9.0 15.4 -7.3 5.1 3.1 -12.1 14.1 5.1

(118.8) -(177.4) (303.1) -(144.6) (100.0) (60.7) -(237.6) (276.9) (100.0)

一次計上 二次配賦

医業収益 医業収益

医業費用 医業費用

給与費 給与費

材料費 材料費

経費 経費

減価償却費 減価償却費

本部費 本部費

役員報酬 役員報酬

収支差額 収支差額
 

 
【三次配賦】

内科 小児科 外科 整形外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 入院計
28.7 1.6 14.8 10.4 0.5 3.5 3.9 1.7 3.6 1.0 69.8

(28.7) (1.6) (14.8) (10.4) (0.5) (3.5) (3.9) (1.7) (3.6) (1.0) (69.8)

23.9 3.1 12.3 10.2 0.4 2.7 5.1 1.2 2.9 0.6 62.5
(25.2) (3.2) (13.0) (10.7) (0.5) (2.8) (5.4) (1.3) (3.1) (0.6) (65.8)

12.1 1.4 6.6 4.6 0.2 1.6 3.1 0.7 1.7 0.3 32.3
(26.4) (3.1) (14.3) (10.1) (0.4) (3.5) (6.8) (1.5) (3.6) (0.7) (70.6)

4.6 0.3 2.5 3.1 0.1 0.4 0.4 0.2 0.5 0.1 11.9
(22.3) (1.4) (12.1) (15.0) (0.7) (1.8) (1.8) (0.7) (2.3) (0.3) (58.4)

5.6 1.0 2.6 1.9 0.1 0.6 1.3 0.3 0.6 0.2 14.1
(25.3) (4.3) (11.5) (8.6) (0.4) (2.6) (5.8) (1.3) (2.7) (0.7) (63.3)

1.5 0.4 0.7 0.6 0.0 0.2 0.3 0.1 0.2 0.0 3.8
(25.0) (6.0) (11.6) (9.5) (0.4) (2.6) (4.9) (1.2) (2.8) (0.7) (64.8)

－ － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － －

0.2 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4
(23.2) (4.0) (10.6) (7.0) (0.3) (2.3) (6.5) (1.1) (2.3) (0.6) (57.9)

4.8 -1.4 2.5 0.2 0.1 0.8 -1.2 0.5 0.7 0.4 7.3
(94.7) -(27.9) (48.4) (3.3) (1.8) (16.1) -(24.2) (10.6) (13.0) (8.3) (144.2)

三次配賦
入院部門

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額
 

 

内科 小児科 外科 整形外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 麻酔科 リハビリテーション科 外来計
16.5 1.1 3.3 2.0 0.7 2.6 0.9 1.0 1.1 0.6 － 0.3 30.2 100.0

(16.5) (1.1) (3.3) (2.0) (0.7) (2.6) (0.9) (1.0) (1.1) (0.6) － (0.3) (30.2) (100.0)

12.1 1.6 4.0 3.1 1.4 2.6 1.7 1.9 1.8 1.5 0.1 0.7 32.5 94.9
(12.7) (1.6) (4.2) (3.3) (1.5) (2.7) (1.8) (2.0) (1.9) (1.6) (0.1) (0.8) (34.2) (100.0)

4.3 0.8 1.5 1.6 0.8 0.8 0.8 1.1 1.0 0.5 0.1 0.3 13.4 45.7
(9.3) (1.6) (3.2) (3.6) (1.7) (1.9) (1.8) (2.4) (2.1) (1.0) (0.1) (0.6) (29.4) (100.0)

4.5 0.1 1.6 0.5 0.1 1.2 0.1 0.1 0.2 0.2 － － 8.5 20.4
(21.8) (0.5) (7.6) (2.3) (0.5) (5.7) (0.7) (0.3) (1.1) (1.0) － － (41.6) (100.0)

2.7 0.5 0.7 0.8 0.4 0.5 0.5 0.6 0.5 0.6 0.1 0.3 8.2 22.2
(12.1) (2.5) (3.4) (3.6) (1.9) (2.0) (2.4) (2.7) (2.1) (2.5) (0.3) (1.3) (36.7) (100.0)

0.6 0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 － 0.1 2.1 5.9
(9.5) (2.2) (2.8) (3.0) (2.0) (2.0) (2.4) (2.3) (1.9) (5.0) － (2.2) (35.2) (100.0)

－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －

0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.7
(14.6) (3.0) (4.5) (4.2) (1.9) (2.2) (2.5) (3.2) (2.5) (1.9) (0.6) (1.1) (42.1) (100.0)

4.5 -0.4 -0.7 -1.1 -0.7 -0.0 -0.8 -0.9 -0.7 -0.9 -0.1 -0.4 -2.2 5.1
(88.0) -(8.6) -(13.0) -(21.0) -(14.3) (0.0) -(15.3) -(17.3) -(13.7) -(18.7) -(2.7) -(7.6) -(44.2) (100.0)

三次配賦
外来部門

合計

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額  
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1.8. H病院 

1.8.1. 一次計上： 

医業収益についてみると、入院部門は施設全体の医業収益のうち 5 割弱、外来部門が

1 割、中央診療部門において 4 割強の内訳となっていた。 

一方、医業費用が施設全体の医業収益に占める割合をみると、入院部門は 5 割弱、外

来部門は 1 割、中央診療部門は 3 割弱、補助・管理部門は 1 割弱であった。 

1.8.2. 二次配賦： 

二次配賦段階における収支差額について、施設全体の医業収益に占める割合を見ると、

入院部門は 2％の赤字、外来部門においては 1 割弱の赤字、中央診療部門は 1 割強の黒字

であった。 

1.8.3. 三次配賦： 

入院部門は、施設全体の医業収益の 7 割、外来部門が 3 割を占めた。 

一方、医業費用について施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は7割強、

外来部門が 3 割弱であった。これらの配賦の結果、収支差額について施設全体の医業収益

に占める割合でみると、入院部門はほぼゼロ、外来部門は 3％程度の黒字であった。 
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図表 資料編-8 H病院の階梯式配賦による病院別原価計算結果 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【一次計上】 【二次配賦】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計 入院部門 外来部門 中央診療部門 合計
46.8 10.8 42.4 － 100.0 46.8 10.8 42.4 100.0

(46.8) (10.8) (42.4) － (100.0) (46.8) (10.8) (42.4) (100.0)
45.1 14.5 28.0 10.0 97.7 48.8 19.7 29.2 97.7

(46.2) (14.9) (28.7) (10.2) (100.0) (50.0) (20.1) (29.9) (100.0)
26.4 9.2 7.7 5.9 49.2 28.5 12.4 8.2 49.2

(53.7) (18.7) (15.6) (12.0) (100.0) (58.0) (25.2) (16.8) (100.0)
11.8 2.3 13.4 － 27.6 11.8 2.3 13.4 27.6

(42.8) (8.5) (48.7) － (100.0) (42.8) (8.5) (48.7) (100.0)
6.0 2.3 5.7 3.4 17.4 7.3 3.8 6.3 17.4

(34.4) (13.5) (32.6) (19.4) (100.0) (42.1) (21.9) (36.0) (100.0)
0.9 0.6 1.2 0.7 3.5 1.1 1.1 1.2 3.5

(26.7) (17.5) (35.8) (20.0) (100.0) (32.7) (31.5) (35.8) (100.0)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －

1.6 -3.7 14.4 -10.0 2.3 -2.0 -8.8 13.2 2.3

(70.3) -(157.9) (613.6) -(426.0) (100.0) -(87.1) -(377.9) (565.1) (100.0)

給与費

医業収益 医業収益

医業費用 医業費用

給与費

材料費 材料費

経費 経費

減価償却費 減価償却費

本部費 本部費

役員報酬 役員報酬

収支差額 収支差額
 

 
【三次配賦】

内科 神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 外科 整形外科 形成外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 眼科
8.9 6.1 2.1 5.4 7.9 1.8 6.5 5.2 2.4 7.4 2.1 1.5 0.8 4.4 2.3 1.2

(8.9) (6.1) (2.1) (5.4) (7.9) (1.8) (6.5) (5.2) (2.4) (7.4) (2.1) (1.5) (0.8) (4.4) (2.3) (1.2)

6.2 5.3 1.7 5.8 11.7 1.2 5.7 6.7 2.9 7.0 1.8 2.8 0.4 4.0 2.3 1.0
(6.4) (5.4) (1.7) (6.0) (12.0) (1.2) (5.8) (6.8) (2.9) (7.2) (1.8) (2.8) (0.4) (4.1) (2.4) (1.0)
3.4 2.6 1.0 3.3 3.5 0.8 2.5 3.1 1.7 3.5 0.9 1.4 0.2 2.4 1.2 0.6

(7.0) (5.2) (2.1) (6.8) (7.1) (1.6) (5.1) (6.2) (3.5) (7.1) (1.8) (2.8) (0.5) (4.9) (2.4) (1.2)
1.4 1.8 0.3 1.3 7.2 0.1 2.4 2.8 0.5 2.4 0.6 1.1 0.1 0.9 0.7 0.2

(5.1) (6.7) (1.1) (4.7) (26.1) (0.5) (8.7) (10.2) (2.0) (8.7) (2.3) (3.9) (0.3) (3.1) (2.5) (0.8)
1.2 0.8 0.3 1.0 0.9 0.3 0.6 0.7 0.5 1.0 0.3 0.3 0.1 0.6 0.4 0.2

(7.1) (4.4) (1.7) (6.0) (5.2) (1.4) (3.7) (4.0) (3.0) (5.6) (1.5) (1.7) (0.4) (3.6) (2.5) (1.0)
0.2 0.1 0.0 0.2 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0

(4.7) (3.4) (1.2) (4.5) (3.6) (1.0) (2.8) (3.7) (2.3) (4.2) (1.3) (1.0) (0.3) (2.9) (1.4) (0.8)
－ － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － －

2.7 0.8 0.4 -0.4 -3.8 0.6 0.8 -1.5 -0.5 0.3 0.3 -1.3 0.4 0.4 -0.0 0.2
(113.2) (34.7) (17.6) -(19.2) -(163.4) (24.8) (34.0) -(64.4) -(19.8) (14.9) (11.6) -(55.5) (15.0) (18.2) -(0.1) (7.9)

耳鼻いんこう科 リハビリテーション科 入院計 内科 神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 外科 整形外科
1.2 3.3 70.3 医業収益 5.5 3.7 2.1 1.6 2.5 3.0 1.5 1.4

(1.2) (3.3) (70.3) (5.5) (3.7) (2.1) (1.6) (2.5) (3.0) (1.5) (1.4)

0.8 3.2 70.5 医業費用 3.4 2.5 0.4 1.9 1.6 1.9 2.0 2.2
(0.8) (3.3) (72.2) (3.5) (2.6) (0.4) (2.0) (1.6) (1.9) (2.1) (2.2)
0.5 2.1 34.7 給与費 1.9 0.7 0.2 0.9 0.9 1.2 1.2 1.2

(1.0) (4.3) (70.5) (3.9) (1.4) (0.4) (1.9) (1.8) (2.4) (2.5) (2.4)
0.2 0.4 24.4 材料費 0.3 1.3 0.0 0.3 0.1 0.1 0.3 0.2

(0.6) (1.4) (88.6) (1.1) (4.9) (0.0) (1.1) (0.2) (0.2) (1.0) (0.8)
0.1 0.6 9.9 経費 1.0 0.4 0.1 0.5 0.5 0.5 0.4 0.6

(0.7) (3.4) (56.7) (5.9) (2.1) (0.7) (3.1) (3.1) (2.9) (2.2) (3.4)
0.0 0.1 1.5 減価償却費 0.2 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2

(0.6) (3.7) (43.4) (6.2) (2.9) (1.0) (3.8) (3.5) (3.6) (2.7) (5.6)
－ － － 本部費 － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － －
－ － － 役員報酬 － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － －

0.4 0.1 -0.2 収支差額 2.1 1.1 1.8 -0.3 0.9 1.1 -0.5 -0.8 
(17.5) (3.3) -(9.6) (89.7) (49.0) (76.3) -(12.8) (38.1) (46.7) -(20.3) -(32.1)

収支差額

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

給与費

材料費

医業収益

医業費用

三次配賦
入院部門

三次配賦
入院部門

三次配賦
外来部門

給与費

医業収益

医業費用

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額
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形成外科 脳神経外科呼吸器外科心臓血管外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻いんこう科放射線科 外来計
0.4 0.6 0.2 0.1 0.8 2.5 0.8 1.5 1.4 0.1 29.7 100.0

(0.4) (0.6) (0.2) (0.1) (0.8) (2.5) (0.8) (1.5) (1.4) (0.1) (29.7) (100.0)

0.6 1.2 0.2 0.4 0.8 3.4 1.3 1.0 1.2 1.3 27.1 97.7
(0.6) (1.2) (0.2) (0.4) (0.8) (3.5) (1.3) (1.0) (1.2) (1.4) (27.8) (100.0)
0.4 0.7 0.1 0.3 0.4 1.7 0.8 0.5 0.6 0.8 14.5 49.2

(0.9) (1.4) (0.2) (0.5) (0.9) (3.4) (1.6) (1.0) (1.3) (1.6) (29.5) (100.0)
0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.0 0.1 0.0 3.2 27.6

(0.0) (0.3) (0.0) (0.0) (0.1) (1.1) (0.3) (0.1) (0.3) (0.0) (11.4) (100.0)
0.1 0.3 0.0 0.1 0.3 1.1 0.3 0.4 0.4 0.4 7.5 17.4

(0.7) (1.7) (0.3) (0.5) (1.6) (6.1) (1.9) (2.1) (2.2) (2.6) (43.3) (100.0)
0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.3 0.1 0.1 0.1 0.1 2.0 3.5

(0.7) (2.4) (0.4) (0.4) (2.7) (9.9) (2.2) (2.8) (2.8) (2.9) (56.6) (100.0)
－ － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － －

-0.2 -0.5 0.1 -0.2 -0.1 -0.9 -0.5 0.5 0.2 -1.3 2.6 2.3
-(10.2) -(22.9) (2.5) -(9.3) -(2.8) -(37.0) -(21.1) (21.4) (8.2) -(53.9) (109.6) (100.0)

収支差額

三次配賦
外来部門

材料費

経費

減価償却費

本部費

合計

医業収益

医業費用

給与費

役員報酬
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1.9. I病院 

1.9.1. 一次計上： 

医業収益についてみると、入院部門は施設全体の医業収益のうち 4 割弱、外来部門が

2 割弱、中央診療部門において 5 割弱の内訳となっていた。 

一方、医業費用が施設全体の医業収益に占める割合をみると、入院部門は 2 割強、外

来部門が 1 割程度、中央診療部門が 4 割、補助・管理部門は 3 割強であった。 

 
 

 

図表 資料編-9 I病院の階梯式配賦による病院別原価計算結果 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 

 
【一次計上】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計
37.1 16.2 46.6 － 100.0

(37.1) (16.2) (46.6) － (100.0)

24.2 9.4 39.2 34.6 107.5
(22.5) (8.8) (36.5) (32.2) (100.0)

20.3 7.6 12.0 8.6 48.5
(41.8) (15.7) (24.8) (17.7) (100.0)

1.2 0.5 18.6 0.9 21.3
(5.7) (2.6) (87.5) (4.3) (100.0)

2.7 1.2 8.3 17.5 29.6
(9.1) (3.9) (27.9) (59.1) (100.0)

0.0 0.1 0.3 7.7 8.1
(0.6) (1.3) (3.7) (94.4) (100.0)

－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －
－ － － － －

12.9 6.8 7.5 -34.6 -7.5 
-(173.5) -(91.2) -(100.0) (464.7) (100.0)

一次計上

給与費

材料費

経費

医業収益

医業費用

役員報酬

収支差額

減価償却費

本部費
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1.10. J病院 

1.10.1. 一次計上： 

医業収益についてみると、入院部門は施設全体の医業収益のうち 5 割、外来部門が 1

割弱、中央診療部門において 4 割強の内訳となっていた。 

一方、医業費用が施設全体の医業収益に占める割合をみると、入院部門は 4 割強、外

来部門が 1 割強、中央診療部門が 4 割弱、補助・管理部門は 1 割弱であった。 

1.10.2. 二次配賦： 

二次配賦段階における収支差額について、施設全体の医業収益に占める割合を見ると、

入院部門は 6％程度の黒字、外来部門においては 1 割弱の赤字、中央診療部門は 6％程度

の黒字であった。 

1.10.3. 三次配賦： 

入院部門は、施設全体の医業収益の 8 割弱、外来部門が 2 割強を占めた。 

一方、医業費用について施設全体の医業収益に占める割合をみると入院部門は7割強、

外来部門が 3 割弱であった。これらの配賦の結果、収支差額について施設全体の医業収益

に占める割合でみると、入院部門は 5％程度の黒字、外来部門は 0.2％の赤字であった。 
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図表 資料編-10 J病院の階梯式配賦による病院別原価計算結果 

（上段：施設全体医業収益額を 100 とした場合の各項目の占める割合） 

（下段：項目別部門合計を 100 とした場合の各部門の占める割合） 
【一次計上】 【二次配賦】

入院部門 外来部門 中央診療部門 補助・管理部門 合計 入院部門 外来部門 中央診療部門 合計
50.7 7.3 41.9 － 100.0 50.7 7.3 41.9 100.0

(50.7) (7.3) (41.9) － (100.0) (50.7) (7.3) (41.9) (100.0)
41.9 12.6 35.0 6.2 95.7 45.1 14.5 36.1 95.7

(43.8) (13.1) (36.5) (6.5) (100.0) (47.1) (15.2) (37.7) (100.0)
23.1 6.8 11.0 3.8 44.6 25.0 8.0 11.7 44.6

(51.7) (15.3) (24.6) (8.5) (100.0) (55.9) (17.9) (26.2) (100.0)
9.4 3.1 18.2 － 30.7 9.4 3.1 18.2 30.7

(30.7) (10.0) (59.3) － (100.0) (30.7) (10.0) (59.3) (100.0)
5.4 2.2 2.6 2.3 12.5 6.6 2.9 3.0 12.5

(43.2) (17.7) (20.7) (18.4) (100.0) (52.8) (23.2) (24.0) (100.0)
4.0 0.5 3.2 0.2 7.9 4.1 0.6 3.2 7.9

(50.9) (6.3) (40.6) (2.2) (100.0) (51.9) (7.5) (40.6) (100.0)
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －

8.8 -5.3 6.9 -6.2 4.3 5.7 -7.2 5.8 4.3

(206.5) -(122.7) (162.2) -(146.0) (100.0) (132.9) -(168.2) (135.3) (100.0)

一次計上 二次配賦

医業収益 医業収益

医業費用 医業費用

給与費 給与費

材料費 材料費

経費 経費

減価償却費 減価償却費

本部費 本部費

役員報酬 役員報酬

収支差額 収支差額
 

 
【三次配賦】

内科 神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 外科 整形外科 形成外科 脳神経外科 呼吸器外科 16心臓血管外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 眼科
7.4 2.9 5.8 21.1 4.2 2.1 1.1 7.3 1.8 5.8 2.6 1.1 0.4 2.5 3.1 0.3

(7.4) (2.9) (5.8) (21.1) (4.2) (2.1) (1.1) (7.3) (1.8) (5.8) (2.6) (1.1) (0.4) (2.5) (3.1) (0.3)

5.4 2.3 4.1 16.4 3.5 3.1 1.0 11.1 1.6 7.0 2.0 1.8 0.3 1.8 2.9 0.2
(5.6) (2.4) (4.3) (17.1) (3.6) (3.3) (1.0) (11.5) (1.6) (7.3) (2.1) (1.9) (0.3) (1.9) (3.0) (0.2)
2.5 1.3 2.2 7.6 1.5 1.6 0.6 3.3 0.9 3.3 0.9 0.5 0.2 1.0 1.5 0.1

(5.5) (2.8) (4.9) (17.1) (3.4) (3.7) (1.2) (7.3) (2.1) (7.3) (1.9) (1.2) (0.4) (2.3) (3.5) (0.3)
1.6 0.6 0.9 5.4 1.3 0.7 0.3 6.5 0.3 2.5 0.8 1.1 0.0 0.4 0.7 0.0

(5.3) (1.8) (2.9) (17.5) (4.2) (2.2) (0.9) (21.3) (0.8) (8.1) (2.5) (3.7) (0.1) (1.2) (2.3) (0.1)
0.8 0.3 0.6 2.0 0.4 0.5 0.1 0.7 0.2 0.7 0.2 0.1 0.0 0.3 0.4 0.0

(6.0) (2.5) (4.8) (16.3) (3.0) (3.8) (0.6) (5.7) (1.7) (6.0) (1.8) (0.8) (0.4) (2.0) (3.3) (0.2)
0.5 0.2 0.4 1.3 0.3 0.3 0.1 0.5 0.2 0.5 0.1 0.1 0.0 0.2 0.3 0.0

(6.4) (2.7) (5.5) (17.2) (3.3) (4.3) (0.7) (6.8) (1.9) (6.0) (1.8) (0.8) (0.4) (2.3) (3.3) (0.2)
－ － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － － －

2.0 0.5 1.7 4.7 0.8 -1.0 0.1 -3.7 0.2 -1.1 0.6 -0.7 0.1 0.6 0.1 0.1
(47.8) (12.3) (38.6) (109.6) (18.2) -(23.1) (2.8) -(87.0) (4.6) -(26.8) (13.2) -(16.7) (2.8) (14.8) (3.4) (3.3)

耳鼻いんこう科 放射線科 麻酔科 入院計 内科 精神科 神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科 外科 整形外科
4.5 0.6 0.9 75.5 医業収益 2.9 0.4 0.6 2.7 4.4 0.9 0.8 2.2 0.7

(4.5) (0.6) (0.9) (75.5) (2.9) (0.4) (0.6) (2.7) (4.4) (0.9) (0.8) (2.2) (0.7)

3.3 0.4 2.9 71.0 医業費用 2.4 0.3 0.7 1.3 4.1 0.7 0.8 2.1 1.1
(3.4) (0.4) (3.0) (74.2) (2.5) (0.3) (0.7) (1.4) (4.3) (0.7) (0.9) (2.2) (1.2)
1.6 0.2 1.7 32.6 給与費 1.2 0.1 0.4 0.7 1.8 0.3 0.5 0.7 0.5

(3.7) (0.5) (3.9) (73.0) (2.7) (0.3) (0.9) (1.5) (4.1) (0.8) (1.2) (1.7) (1.2)
0.9 0.1 0.7 24.7 材料費 0.5 0.0 0.1 0.3 1.2 0.1 0.0 1.0 0.1

(2.8) (0.3) (2.2) (80.3) (1.8) (0.0) (0.3) (1.1) (4.0) (0.3) (0.1) (3.2) (0.3)
0.4 0.1 0.3 8.2 経費 0.4 0.1 0.1 0.2 0.7 0.1 0.2 0.2 0.3

(3.5) (0.5) (2.4) (65.4) (3.5) (0.8) (0.9) (1.8) (5.8) (1.0) (1.5) (1.8) (2.5)
0.3 0.0 0.2 5.5 減価償却費 0.2 0.1 0.1 0.1 0.3 0.1 0.1 0.1 0.2

(4.1) (0.6) (2.1) (70.5) (2.8) (0.9) (0.8) (1.3) (4.5) (1.0) (1.2) (1.7) (2.0)
－ － － － 本部費 － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － －
－ － － － 役員報酬 － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － －

1.2 0.2 -2.0 4.5 収支差額 0.4 0.1 -0.1 1.4 0.3 0.2 -0.1 0.2 -0.4 
(29.1) (4.0) -(46.0) (104.9) (10.2) (1.9) -(2.1) (33.1) (6.3) (4.8) -(1.3) (3.8) -(10.1)

三次配賦

医業収益

医業費用

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬

収支差額

本部費

入院部門

医業収益

医業費用

給与費

三次配賦
外来部門

給与費

材料費

経費

減価償却費

役員報酬

収支差額  
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形成外科 美容外科 脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外科 皮膚科 ひ尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 麻酔科 リハビリテーション科 外来計
0.6 － 0.6 0.1 0.1 0.3 2.7 0.6 0.5 0.7 2.8 0.1 0.1 24.5 100.0

(0.6) － (0.6) (0.1) (0.1) (0.3) (2.7) (0.6) (0.5) (0.7) (2.8) (0.1) (0.1) (24.5) (100.0)

1.4 0.1 0.6 0.2 0.2 0.5 2.2 0.9 0.8 0.7 2.9 0.1 0.6 24.7 95.7
(1.5) (0.1) (0.7) (0.2) (0.2) (0.6) (2.3) (0.9) (0.8) (0.8) (3.0) (0.1) (0.6) (25.8) (100.0)
1.0 0.0 0.4 0.1 0.1 0.4 0.8 0.4 0.5 0.4 1.2 0.0 0.4 12.0 44.6

(2.2) (0.0) (0.9) (0.2) (0.3) (0.8) (1.7) (0.9) (1.0) (1.0) (2.6) (0.1) (0.9) (27.0) (100.0)
0.1 － 0.1 0.0 0.0 0.0 0.8 0.1 0.0 0.1 1.4 0.0 － 6.0 30.7

(0.3) － (0.3) (0.0) (0.0) (0.0) (2.7) (0.4) (0.0) (0.2) (4.5) (0.0) － (19.7) (100.0)
0.2 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.4 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 4.3 12.5

(1.7) (0.3) (0.7) (0.6) (0.3) (0.8) (2.9) (1.9) (1.5) (1.3) (1.7) (0.4) (0.9) (34.6) (100.0)
0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 2.3 7.9

(1.4) (0.1) (0.8) (0.3) (0.4) (0.8) (2.9) (1.9) (1.5) (1.1) (1.5) (0.2) (0.7) (29.5) (100.0)
－ － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － － －

-0.8 -0.1 -0.1 -0.1 -0.1 -0.2 0.5 -0.3 -0.2 -0.1 -0.1 -0.1 -0.5 -0.2 4.3
-(19.3) -(1.5) -(1.9) -(2.1) -(3.1) -(5.7) (12.5) -(7.5) -(5.6) -(1.9) -(2.5) -(1.5) -(11.4) -(4.9) (100.0)

三次配賦

合計
外来部門

収支差額

医業収益

医業費用

給与費

材料費

経費

減価償却費

本部費

役員報酬
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資料編（一般原価調査入力ﾌｧｲﾙ） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 



平
成
1
6
年
度

医
療

機
関
の
部
門
別
収
支
に
関

す
る
調
査
研
究

一
般
原
価
調
査
入
力
フ
ァ
イ
ル



入
力
フ
ァ
イ
ル
①

［
内
容
：
部
門
設

定
に
関

す
る
情

報
、
施

設
全

体
の
収

支
デ
ー
タ
を
記

入
］



部
門

設
定

 (
入

院
部

門
）

病
棟

１
病

棟
２

病
棟

３
病

棟
４

病
棟

５

病
棟

名
西

３
階

東
４

階
西

４
階

東
５

階
西

５
階

使
用

可
能

病
床

数
30

床
20

床
20

床
20

床
30

床

平
成

1
6
年

6
月

の
延

べ
入

院
患

者
数

延
べ
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0人

延
べ

60
0人

延
べ

60
0人

延
べ

60
0人

延
べ

60
0人

内
科

延
べ

50
0人

呼
吸

器
科

延
べ

40
0人

消
化

器
科

（
胃

腸
科

）

循
環

器
科

小
児

科

精
神

科

神
経

科

神
経

内
科

心
療

内
科

ア
レ

ル
ギ

ー
科

リ
ウ

マ
チ

科
延

べ
10

0人

外
科

延
べ

60
0人

整
形

外
科

延
べ

20
0人

形
成

外
科

美
容

外
科

脳
神

経
外

科
延

べ
30

0人

呼
吸

器
外

科

心
臓

血
管

外
科

小
児

外
科

産
婦

人
科

延
べ

60
0人

産
科

婦
人

科

眼
科

耳
鼻

い
ん

こ
う

科
延

べ
35

0人

気
管

食
道

科

皮
膚

科

泌
尿

器
科

延
べ

25
0人

性
病

科

こ
う

門
科

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

放
射

線
科

麻
酔

科

歯
科

矯
正

歯
科

小
児

歯
科

歯
科

口
腔

外
科

貴
院

の
入

院
患

者
の

診
療

科

１
．

貴
院

の
各

病
棟

名
を

記
入

２
．

各
病

棟
の

病
床

数
を

記
入

３
．

各
病

棟
の

診
療

科
別

入
院

患
者

数
を

記
入

３
．

各
病

棟
の

診
療

科
別

入
院

患
者

数
を

記
入

３
．

各
病

棟
の

診
療

科
別

入
院

患
者

数
を

記
入

記
入

で
き

な
い

セ
ル

に
は

、
空

白
の

ま
ま

で
お

願
い

し
ま

す
（
以

下
、

同
じ

）

入
力

フ
ァ

イ
ル

①
-
1



部
門

設
定

 (
外

来
部

門
）

1
2

3
4

5
6

7
8

外
来

診
療

科
名

内
科

整
形

外
科

産
婦

人
科

泌
尿

器
科

脳
神

経
外

科
呼

吸
器

科
リ

ウ
マ

チ
科

耳
鼻

咽
喉

科

平
成

1
6
年

6
月

の
延

べ
外

来
患

者
数

合
計

：延
べ

14
30

0人
延

べ
20

00
人

延
べ

80
0人

延
べ

30
00

人
延

べ
10

00
人

延
べ

20
00

人
延

べ
15

00
人

延
べ

25
00

人
延

べ
15

00
人

外
来

患
者

の
診

療
科

各
診

療
科

ご
と

に
、

延
べ

外
来

患
者

数
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
な

お
、

診
療

科
は

あ
る

が
、

平
成

1
6
年

6
月

の
外

来
患

者
数

が
0
人

の
場

合
は

、
「
0
人

」
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

入
力

フ
ァ

イ
ル

①
-
2



部
門

設
定

 (
レ

セ
対

応
）

診
療

科
コ

ー
ド

0
1

内
科

0
2

精
神

科

0
3

神
経

科

0
4

神
経

内
科

0
5

呼
吸

器
科

0
6

消
化

器
科

0
7

胃
腸

科

0
8

循
環

器
科

0
9

小
児

科

1
0

外
科

1
1

整
形

外
科

1
2

形
成

外
科

1
3

美
容

外
科

1
4

脳
神

経
外

科

1
5

呼
吸

器
外

科

1
6

心
臓

血
管

外
科

1
7

小
児

外
科

1
8

皮
膚

ひ
尿

器
科

1
9

皮
膚

科

2
0

ひ
尿

器
科

2
1

性
病

科

2
2

こ
う

門
科

2
3

産
婦

人
科

2
4

産
科

2
5

婦
人

科

2
6

眼
科

2
7

耳
鼻

い
ん

こ
う

科

2
8

気
管

食
道

科

2
9

（
欠

）

3
0

放
射

線
科

3
1

麻
酔

科

3
2

（
欠

）

3
3

心
臓

内
科

3
4

ア
レ

ル
ギ

ー
科

3
5

リ
ウ

マ
チ

科

3
6
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科

皮
膚

科
、

ひ
尿

器
科

美
容

外
科

、
形

成
外

科

○○

内
科

、
神

経
内

科

○

○○

貴
病

院
の

入
院

部
門

貴
病

院
の

外
来

部
門

内
科

、
神

経
内

科

診
療

報
酬

請
求

時
の

診
療

科
毎

に
、

対
応

す
る

貴
病

院
の

部
門

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
（
部

門
と

診
療

科
コ

ー
ド

が
1
対

1
対

応
の

時
は

、
○

印
を

記
入

）
（
複

数
の

部
門

が
1
つ

の
診

療
科

コ
ー

ド
と

対
応

す
る

場
合

は
、

す
べ

て
記

入
）

入
力

フ
ァ

イ
ル

①
-
3



部
門

設
定

 (
中

央
診

療
部

門
）

貴
院

の
部

門
名

手
術

第
１

手
術

室

第
２

手
術

室

第
３

手
術

室

・・
・

検
査

中
央

検
査

室

・・
・

画
像

診
断

放
射

線
科

・・
・

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
リ

ハ
ビ

リ
室

人
工

透
析

透
析

室

薬
剤

薬
剤

科

栄
養

栄
養

科

地
域

連
携

地
域

連
携

室

中
央

診
療

部
門

１
IC

U

中
央

診
療

部
門

２

中
央

診
療

部
門

３

中
央

診
療

部
門

４

中
央

診
療

部
門

５

貴
院

の
、

手
術

に
関

す
る

部
門

名
を

記
入

貴
院

の
、

検
査

に
関

す
る

部
門

名
を

記
入

貴
院

の
、

画
像

診
断

に
関

す
る

部
門

名
を

記
入

貴
院

の
、

そ
の

他
の

中
診

部
門

名
を

記
入

入
力

フ
ァ

イ
ル

①
-
4



部
門

設
定

 (
補

助
・
管

理
部

門
）

貴
院

の
部

門
名

医
事

医
事

課

・・
・

用
度

用
度

課

・・
・

総
務

庶
務

課

・・
・

施
設

管
理

情
報

管
理

診
療

情
報

室

図
書

室
図

書
室

補
助

・
管

理
部

門
１

受
付

補
助

・
管

理
部

門
２

補
助

・
管

理
部

門
３

補
助

・
管

理
部

門
４

補
助

・
管

理
部

門
５

補
助

・
管

理
部

門
６

補
助

・
管

理
部

門
７

貴
院

の
、

医
事

に
関

す
る

部
門

名
を

記
入

貴
院

の
、

用
度

に
関

す
る

部
門

名
を

記
入

貴
院

の
、

総
務

に
関

す
る

部
門

名
を

記
入

貴
院

の
、

そ
の

他
の

補
助

管
理

部
門

名
を

記
入

入
力

フ
ァ

イ
ル

①
-
5



施
設

全
体

収
支

デ
ー
タ

費
目
１

費
目
２

費
目

３
平

成
1
6
年

6
月

分
平

成
1
6
年

4
月

～
平

成
1
7
年

3
月

合
計

医
業
収
益

入
院
料

収
益

0
円

0
円

入
院
診

療
収

益
0
円

0
円

室
料
差

額
収

益
0
円

0
円

外
来
診

療
収

益
0
円

0
円

保
健
予

防
活

動
収

益
0
円

0
円

医
療
相

談
収

益
0
円

0
円

受
託
検

査
・
施

設
利

用
収

益
0
円

0
円

そ
の
他
の

医
業

収
益

0
円

0
円

保
険
査

定
減

0
円

0
円

医
業
費
用

給
与
費

常
勤
医

師
給

0
円

0
円

常
勤
看

護
職

給
0
円

0
円

常
勤
医

療
技

術
員

給
0
円

0
円

常
勤
事

務
員

給
0
円

0
円

常
勤
技

能
労

務
員

給
0
円

0
円

非
常
勤

医
師

給
0
円

0
円

非
常
勤

看
護

職
給

0
円

0
円

非
常
勤

医
療

技
術

員
給

0
円

0
円

非
常
勤

事
務

員
給

0
円

0
円

非
常
勤

技
能

労
務

員
給

0
円

0
円

退
職
給

与
引

当
金

繰
入

0
円

0
円

法
定
福

利
費

0
円

0
円

材
料
費

医
薬
品
費

0
円

0
円

給
食
用

材
料

費
0
円

0
円

診
療
材

料
費

0
円

0
円

医
療
消

耗
器

具
備

品
費

0
円

0
円

経
費

福
利
厚
生

費
0
円

0
円

旅
費
交

通
費

0
円

0
円

職
員
被

服
費

0
円

0
円

通
信
費

0
円

0
円

消
耗
品

費
0
円

0
円

消
耗
器

具
備

品
費

0
円

0
円

車
両
費

0
円

0
円

会
議
費

0
円

0
円

光
熱
水

費
0
円

0
円

修
繕
費

0
円

0
円

賃
借
料

0
円

0
円

保
険
料

0
円

0
円

交
際
費

0
円

0
円

諸
会
費

0
円

0
円

租
税
公

課
0
円

0
円

徴
収
不

能
損

失
0
円

0
円

雑
費

0
円

0
円

委
託
費

検
査
委
託

費
0
円

0
円

給
食
委

託
費

0
円

0
円

寝
具
委

託
費

0
円

0
円

医
事
委

託
費

0
円

0
円

清
掃
委

託
費

0
円

0
円

保
守
委

託
費

0
円

0
円

そ
の
他
の

委
託

費
0
円

0
円

研
究
研
修
費

研
究
材

料
費

0
円

0
円

謝
金

0
円

0
円

図
書
費

0
円

0
円

旅
費
交

通
費

0
円

0
円

研
究
雑

費
0
円

0
円

減
価
償
却
費

建
物
減

価
償

却
費

0
円

0
円

建
物
付

属
設

備
減

価
償

却
費

0
円

0
円

構
築
物

設
備

減
価

償
却

費
0
円

0
円

医
療
用

器
械

備
品

減
価

償
却

費
0
円

0
円

車
両
船

舶
減

価
償

却
費

0
円

0
円

そ
の
他
の

器
械

備
品

減
価

償
却

費
0
円

0
円

放
射
性

同
位

元
素

減
価

償
却

費
0
円

0
円

そ
の
他
の

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

費
0
円

0
円

無
形
固

定
資

産
減

価
償

却
費

0
円

0
円

本
部
費

0
円

0
円

役
員
報
酬

0
円

0
円

収
益
小
計

0
円

0
円

費
用
小
計

0
円

0
円

平
成

1
6
年

6
月

時
点

で
の

、
費

目
別

に
、
施

設
全

体
収

支
デ
ー
タ
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

同
時

点
で
の

デ
ー
タ
が

採
れ

な
い
場

合
は

、
平

成
1
6
年

4
月

～
平

成
1
7
年

3
月

間
全

体
の

デ
ー
タ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

入
力

フ
ァ
イ
ル

①
-
6



入
力
フ
ァ
イ
ル

②

［
内

容
：
医

業
収

益
、
給

与
費

の
直

接
計

上
］



医
業

収
益

(入
院

部
門
、
外
来
部
門
　
直
接
計
上
分
）

●
入
院
部
門
へ
の

直
接

計
上

病
棟
１

病
棟
２

病
棟
３

病
棟
４

病
棟
５

費
目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
西
３
階

東
４
階

西
４
階

東
５
階

西
５
階

入
院
料
収
益

0
円

入
院
診
療
収
益

0
円

室
料
差
額
収
益

0
円

外
来
診
療
収
益

0
円

-
-

-
-

-
-

-
-

保
健
予
防
活
動
収

益
0
円

医
療
相
談
収
益

0
円

受
託
検
査
・
施
設
利
用

収
益

0
円

そ
の
他
の
医
業
収
益

0
円

保
険
査
定
減

0
円

収
益
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

●
外
来
部
門
へ
の

直
接

計
上

1
2

3
4

5
6

7
8

費
目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
内
科

整
形
外
科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

呼
吸

器
科

リ
ウ
マ
チ
科

耳
鼻

咽
喉

科
入
院
料
収
益

0
円

-
-

-
-

-
-

-
-

入
院
診
療
収
益

0
円

-
-

-
-

-
-

-
-

室
料
差
額
収
益

0
円

-
-

-
-

-
-

-
-

外
来
診
療
収
益

0
円

保
健
予
防
活
動
収

益
0
円

医
療
相
談
収
益

0
円

受
託
検
査
・
施
設
利
用

収
益

0
円

そ
の
他
の
医
業
収
益

0
円

保
険
査
定
減

0
円

収
益
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

入
力

フ
ァ
イ
ル

②
-
1



医
業

収
益

(中
央

診
療

部
門

　
直

接
計
上
分
）

●
中

央
診

療
部

門
へ

の
直

接
計

上

費
目

３
平

成
1
6
年

6
月

分
第

１
手

術
室

第
２
手

術
室

第
３
手

術
室

・
・
・

中
央

検
査

室
・
・
・

放
射

線
科

・
・
・

リ
ハ
ビ
リ
室

透
析
室

薬
剤
科

栄
養
科

地
域
連
携

室
IC
U

入
院
料
収

益
0
円

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
入
院
診
療

収
益

0
円

室
料
差
額

収
益

0
円

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
外
来
診
療

収
益

0
円

保
健
予
防

活
動

収
益

0
円

医
療
相
談

収
益

0
円

受
託
検
査

・
施

設
利

用
収

益
0
円

そ
の
他
の

医
業

収
益

0
円

保
険
査
定

減
0
円

収
益
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参

照
し
て
い
ま
す
）

入
力

フ
ァ
イ
ル

②
-
2



給
与

費
(入

院
部

門
、
外
来
部
門
　
直
接
計
上
分
）

●
入
院
部
門
へ
の

直
接

計
上

病
棟
１

病
棟
２

病
棟
３

病
棟
４

病
棟
５

費
目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
西
３
階

東
４
階

西
４
階

東
５
階

西
５
階

常
勤
医
師

給
0
円

常
勤
看
護
職
給

0
円

常
勤
医
療
技
術
員

給
0
円

常
勤
事
務

員
給

0
円

常
勤
技
能
労
務
員

給
0
円

非
常
勤
医

師
給

0
円

非
常
勤
看
護
職
給

0
円

非
常
勤
医
療
技
術

員
給

0
円

非
常
勤
事
務
員
給

0
円

非
常
勤
技
能
労
務

員
給

0
円

退
職
給
与
引
当
金

繰
入

0
円

法
定
福
利
費

0
円

給
与
費
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

●
外
来
部
門
へ
の

直
接

計
上

1
2

3
4

5
6

7
8

費
目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
内
科

整
形
外
科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

呼
吸
器

科
リ
ウ
マ
チ
科

耳
鼻
咽

喉
科

常
勤
医
師

給
0
円

常
勤
看
護
職
給

0
円

常
勤
医
療
技
術
員

給
0
円

常
勤
事
務

員
給

0
円

常
勤
技
能
労
務
員

給
0
円

非
常
勤
医

師
給

0
円

非
常
勤
看
護
職
給

0
円

非
常
勤
医
療
技
術

員
給

0
円

非
常
勤
事
務
員
給

0
円

非
常
勤
技
能
労
務

員
給

0
円

退
職
給
与
引
当
金

繰
入

0
円

法
定
福
利
費

0
円

給
与
費
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

医
師
の

給
与

費
は

、
記
入
不

要
で
す
。

医
師
の

給
与

費
は

、
記
入
不

要
で
す
。

入
力

フ
ァ
イ
ル

②
-
3



給
与
費

(中
央

診
療

部
門

　
直

接
計

上
分

）

●
中

央
診

療
部

門
へ

の
直

接
計

上

費
目

３
平

成
1
6
年
6
月
分

第
１
手
術
室

第
２
手
術
室

第
３
手
術

室
・
・
・

中
央

検
査

室
・
・
・

放
射

線
科

・
・
・

リ
ハ

ビ
リ
室

透
析

室
薬

剤
科

栄
養

科
地

域
連

携
室

IC
U

常
勤

医
師

給
0
円

常
勤

看
護

職
給

0
円

常
勤

医
療

技
術

員
給

0
円

常
勤

事
務

員
給

0
円

常
勤

技
能

労
務

員
給

0
円

非
常

勤
医

師
給

0
円

非
常

勤
看

護
職

給
0
円

非
常

勤
医

療
技

術
員

給
0
円

非
常

勤
事

務
員

給
0
円

非
常

勤
技

能
労

務
員

給
0
円

退
職

給
与

引
当

金
繰

入
0
円

法
定

福
利

費
0
円

給
与

費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

（
入

力
フ
ァ
イ
ル
①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

医
師
の
給
与
費
は
、

記
入
不
要
で
す
。

入
力
フ
ァ
イ
ル
②
-
4



医
業

収
益

(中
央

診
療

部
門

　
直

接
計
上
分
）

●
中

央
診

療
部

門
へ

の
直

接
計

上

費
目

３
平

成
1
6
年

6
月

分
第

１
手

術
室

第
２
手

術
室

第
３
手

術
室

・
・
・

中
央

検
査

室
・
・
・

放
射

線
科

・
・
・

リ
ハ
ビ
リ
室

透
析
室

薬
剤
科

栄
養
科

地
域
連
携

室
IC
U

入
院
料
収

益
0
円

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
入
院
診
療

収
益

0
円

室
料
差
額

収
益

0
円

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
外
来
診
療

収
益

0
円

保
健
予
防

活
動

収
益

0
円

医
療
相
談

収
益

0
円

受
託
検
査

・
施

設
利

用
収

益
0
円

そ
の
他
の

医
業

収
益

0
円

保
険
査
定

減
0
円

収
益
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参

照
し
て
い
ま
す
）

入
力

フ
ァ
イ
ル

②
-
2



給
与

費
(入

院
部

門
、
外
来
部
門
　
直
接
計
上
分
）

●
入
院
部
門
へ
の

直
接

計
上

病
棟
１

病
棟
２

病
棟
３

病
棟
４

病
棟
５

費
目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
西
３
階

東
４
階

西
４
階

東
５
階

西
５
階

常
勤
医
師

給
0
円

常
勤
看
護
職
給

0
円

常
勤
医
療
技
術
員

給
0
円

常
勤
事
務

員
給

0
円

常
勤
技
能
労
務
員

給
0
円

非
常
勤
医

師
給

0
円

非
常
勤
看
護
職
給

0
円

非
常
勤
医
療
技
術

員
給

0
円

非
常
勤
事
務
員
給

0
円

非
常
勤
技
能
労
務

員
給

0
円

退
職
給
与
引
当
金

繰
入

0
円

法
定
福
利
費

0
円

給
与
費
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

●
外
来
部
門
へ
の

直
接

計
上

1
2

3
4

5
6

7
8

費
目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
内
科

整
形
外
科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

呼
吸
器

科
リ
ウ
マ
チ
科

耳
鼻
咽

喉
科

常
勤
医
師

給
0
円

常
勤
看
護
職
給

0
円

常
勤
医
療
技
術
員

給
0
円

常
勤
事
務

員
給

0
円

常
勤
技
能
労
務
員

給
0
円

非
常
勤
医

師
給

0
円

非
常
勤
看
護
職
給

0
円

非
常
勤
医
療
技
術

員
給

0
円

非
常
勤
事
務
員
給

0
円

非
常
勤
技
能
労
務

員
給

0
円

退
職
給
与
引
当
金

繰
入

0
円

法
定
福
利
費

0
円

給
与
費
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

医
師
の

給
与

費
は

、
記
入
不

要
で
す
。

医
師
の

給
与

費
は

、
記
入
不

要
で
す
。

入
力

フ
ァ
イ
ル

②
-
3



給
与
費

(中
央

診
療

部
門

　
直

接
計

上
分

）

●
中

央
診

療
部

門
へ

の
直

接
計

上

費
目

３
平

成
1
6
年
6
月
分

第
１
手
術
室

第
２
手
術
室

第
３
手
術

室
・
・
・

中
央

検
査

室
・
・
・

放
射

線
科

・
・
・

リ
ハ

ビ
リ
室

透
析

室
薬

剤
科

栄
養

科
地

域
連

携
室

IC
U

常
勤

医
師

給
0
円

常
勤

看
護

職
給

0
円

常
勤

医
療

技
術

員
給

0
円

常
勤

事
務

員
給

0
円

常
勤

技
能

労
務

員
給

0
円

非
常

勤
医

師
給

0
円

非
常

勤
看

護
職

給
0
円

非
常

勤
医

療
技

術
員

給
0
円

非
常

勤
事

務
員

給
0
円

非
常

勤
技

能
労

務
員

給
0
円

退
職

給
与

引
当

金
繰

入
0
円

法
定

福
利

費
0
円

給
与

費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

（
入

力
フ
ァ
イ
ル
①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

医
師
の
給
与
費
は
、

記
入
不
要
で
す
。

入
力
フ
ァ
イ
ル
②
-
4



給
与
費

(補
助

、
管

理
部

門
　
直

接
計

上
分

）

●
補

助
・
管
理
部
門
へ
の
直
接
計
上

費
目

３
平
成
1
6
年
6
月
分

医
事
課

・
・
・

用
度
課

・
・
・

庶
務
課

・
・
・

診
療

情
報

室
図

書
室

受
付

常
勤
医
師
給

0
円

常
勤
看
護
職
給

0
円

常
勤
医
療
技
術
員
給

0
円

常
勤
事
務
員
給

0
円

常
勤
技
能
労
務
員
給

0
円

非
常
勤
医
師
給

0
円

非
常
勤
看
護
職
給

0
円

非
常
勤
医
療
技
術
員
給

0
円

非
常
勤
事
務
員
給

0
円

非
常
勤
技
能
労
務
員
給

0
円

退
職
給
与
引
当
金
繰
入

0
円

法
定
福
利
費

0
円

給
与
費
合
計

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入
力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

医
師

の
給

与
費

は
、

記
入

不
要

で
す
。

入
力

フ
ァ
イ
ル

②
-
5



入
力
フ
ァ
イ
ル

③

［
内

容
：
材

料
費

の
直

接
計

上
］



材
料

費
(入

院
部

門
、
外
来
部
門
　
直
接
計
上
分
）

●
入
院
部
門
へ
の

直
接

計
上

病
棟
１

病
棟
２

病
棟
３

病
棟
４

病
棟
５

費
目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
西
３
階

東
４
階

西
４
階

東
５
階

西
５
階

医
薬
品
費

0
円

給
食
用
材
料
費

0
円

診
療
材
料
費

0
円

医
療
消
耗
器
具
備

品
費

0
円

材
料
費
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

●
外
来
部
門
へ
の

直
接

計
上

1
2

3
4

5
6

7
8

費
目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
内
科

整
形
外
科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

呼
吸

器
科

リ
ウ
マ
チ
科

耳
鼻

咽
喉

科
医
薬
品
費

0
円

給
食
用
材
料
費

0
円

診
療
材
料
費

0
円

医
療
消
耗
器
具
備

品
費

0
円

材
料
費
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

入
力

フ
ァ
イ
ル

③
-
1



材
料
費
(中

央
診
療
部
門
　
直
接
計
上
分
）

●
中

央
診

療
部

門
へ

の
直

接
計
上

費
目

３
平
成
1
6
年
6
月
分

第
１
手
術
室

第
２
手
術
室

第
３
手

術
室

・
・
・

中
央

検
査

室
・
・
・

放
射

線
科

・
・
・

リ
ハ
ビ
リ
室

透
析
室

薬
剤
科

栄
養
科

地
域
連
携
室

IC
U

医
薬

品
費

0
円

給
食

用
材

料
費

0
円

診
療

材
料

費
0
円

医
療

消
耗

器
具

備
品

費
0
円

材
料

費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入
力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

入
力

フ
ァ
イ
ル

③
-
2



材
料
費
(補

助
、
管
理
部

門
　
直
接
計
上
分
）

●
補
助
・
管
理
部
門
へ
の

直
接
計
上

費
目
３

平
成
1
6
年
6
月
分

医
事
課

・
・
・

用
度
課

・
・
・

庶
務
課

・
・
・

診
療
情
報
室

図
書
室

受
付

医
薬
品

費
0
円

給
食
用
材
料

費
0
円

診
療
材
料

費
0
円

医
療
消

耗
器
具
備
品

費
0
円

材
料

費
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入
力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参
照
し
て
い
ま
す
）

入
力
フ
ァ
イ
ル
③
-
3



入
力
フ
ァ
イ
ル
④

［
内

容
：
経

費
、
委

託
費

、
研

究
研

修
費

の
直

接
計

上
］



経
費
、
委

託
費

、
研

究
研

修
費

(入
院
部
門
、
外
来
部
門
　
直
接
計
上
分
）

●
入

院
部

門
へ

の
直

接
計

上
病

棟
１

病
棟

２
病
棟
３

病
棟
４

病
棟
５

費
目

２
費

目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
西

３
階

東
４
階

西
４
階

東
５
階

西
５
階

経
費

福
利

厚
生

費
0
円

旅
費

交
通

費
0
円

職
員

被
服

費
0
円

通
信

費
0
円

消
耗

品
費

0
円

消
耗

器
具

備
品

費
0
円

車
両

費
0
円

会
議

費
0
円

光
熱

水
費

0
円

修
繕

費
0
円

賃
借

料
0
円

保
険

料
0
円

交
際

費
0
円

諸
会

費
0
円

租
税

公
課

0
円

徴
収

不
能

損
失

0
円

雑
費

0
円

経
費

合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

委
託

費
検

査
委

託
費

0
円

給
食

委
託

費
0
円

寝
具

委
託

費
0
円

医
事

委
託

費
0
円

清
掃

委
託

費
0
円

保
守

委
託

費
0
円

そ
の

他
の

委
託

費
0
円

委
託

費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

研
修

研
究

費
研

究
材

料
費

0
円

謝
金

0
円

図
書

費
0
円

旅
費

交
通

費
0
円

研
究

雑
費

0
円

研
修

研
究

費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参

照
し
て
い
ま
す
）

●
外

来
部

門
へ

の
直

接
計

上
1

2
3

4
5

6
7

8
費

目
２

費
目

３
平

成
1
6
年

6
月

分
内

科
整

形
外

科
産
婦
人
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

呼
吸
器
科

リ
ウ
マ
チ
科

耳
鼻

咽
喉
科

経
費

福
利

厚
生

費
0
円

旅
費

交
通

費
0
円

職
員

被
服

費
0
円

通
信

費
0
円

消
耗

品
費

0
円

消
耗

器
具

備
品

費
0
円

車
両

費
0
円

会
議

費
0
円

光
熱

水
費

0
円

修
繕

費
0
円

賃
借

料
0
円

保
険

料
0
円

交
際

費
0
円

諸
会

費
0
円

租
税

公
課

0
円

徴
収

不
能

損
失

0
円

雑
費

0
円

経
費

合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

委
託

費
検

査
委

託
費

0
円

給
食

委
託

費
0
円

寝
具

委
託

費
0
円

医
事

委
託

費
0
円

清
掃

委
託

費
0
円

保
守

委
託

費
0
円

そ
の

他
の

委
託

費
0
円

委
託

費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

研
修

研
究

費
研

究
材

料
費

0
円

謝
金

0
円

図
書

費
0
円

旅
費

交
通

費
0
円

研
究

雑
費

0
円

研
修

研
究

費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参

照
し
て
い
ま
す
）

入
力
フ
ァ
イ
ル
④
-
1



経
費

、
委

託
費

、
研

究
研

修
費

 (
中

央
診

療
部

門
　

直
接

計
上

分
）

●
中

央
診

療
部

門
へ

の
直

接
計

上

費
目

２
費

目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
第

１
手

術
室

第
２

手
術

室
第

３
手

術
室

・
・
・

中
央

検
査

室
・
・
・

放
射

線
科

・
・
・

リ
ハ

ビ
リ

室
透

析
室

薬
剤

科
栄

養
科

地
域

連
携

室
IC

U
経

費
福

利
厚

生
費

0
円

旅
費

交
通

費
0
円

職
員

被
服

費
0
円

通
信

費
0
円

消
耗

品
費

0
円

消
耗

器
具

備
品

費
0
円

車
両

費
0
円

会
議

費
0
円

光
熱

水
費

0
円

修
繕

費
0
円

賃
借

料
0
円

保
険

料
0
円

交
際

費
0
円

諸
会

費
0
円

租
税

公
課

0
円

徴
収

不
能

損
失

0
円

雑
費

0
円

経
費

合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

委
託

費
検

査
委

託
費

0
円

給
食

委
託

費
0
円

寝
具

委
託

費
0
円

医
事

委
託

費
0
円

清
掃

委
託

費
0
円

保
守

委
託

費
0
円

そ
の

他
の

委
託

費
0
円

委
託

費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

研
修

研
究

費
研

究
材

料
費

0
円

謝
金

0
円

図
書

費
0
円

旅
費

交
通

費
0
円

研
究

雑
費

0
円

研
修

研
究

費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

（
入

力
フ

ァ
イ

ル
①

-
6
を

参
照

し
て

い
ま

す
）

入
力

フ
ァ

イ
ル

④
-
2



経
費
、
委
託
費
、
研
究
研

修
費
(補

助
、
管
理
部
門
　
直
接
計
上
分
）

●
補
助
・
管
理

部
門
へ
の

直
接
計

上

費
目
２

費
目
３

平
成
1
6
年
6
月
分

第
１
手

術
室

第
２
手

術
室

第
３
手

術
室

・
・
・

中
央

検
査

室
・
・
・

放
射

線
科

・
・
・

リ
ハ

ビ
リ
室

透
析

室
薬

剤
科

栄
養

科
地

域
連

携
室

IC
U

経
費

福
利
厚
生

費
0
円

旅
費
交
通

費
0
円

職
員
被
服

費
0
円

通
信
費

0
円

消
耗
品
費

0
円

消
耗
器
具

備
品
費

0
円

車
両
費

0
円

会
議
費

0
円

光
熱
水
費

0
円

修
繕
費

0
円

賃
借
料

0
円

保
険
料

0
円

交
際
費

0
円

諸
会
費

0
円

租
税
公
課

0
円

徴
収
不
能

損
失

0
円

雑
費

0
円

経
費
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

委
託
費

検
査
委
託

費
0
円

給
食
委
託

費
0
円

寝
具
委
託

費
0
円

医
事
委
託

費
0
円

清
掃
委
託

費
0
円

保
守
委
託

費
0
円

そ
の
他
の
委
託
費

0
円

委
託
費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

研
修
研

究
費

研
究
材
料

費
0
円

謝
金

0
円

図
書
費

0
円

旅
費
交
通

費
0
円

研
究
雑
費

0
円

研
修
研
究

費
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

（
入
力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参

照
し
て
い
ま
す
）

入
力

フ
ァ
イ
ル

④
-
3



入
力
フ
ァ
イ
ル

⑤

［
内

容
：
減

価
償

却
費

の
直

接
計

上
］



減
価
償
却
費
(入

院
部
門
、
外
来
部
門
　
直
接
計
上

分
）

●
入
院

部
門

へ
の
直

接
計

上
病
棟

１
病
棟
２

病
棟

３
病
棟
４

病
棟
５

費
目

３
平

成
1
6
年

6
月
分

西
３
階

東
４
階

西
４
階

東
５
階

西
５
階

建
物

減
価
償

却
費

0
円

建
物
付

属
設
備

減
価

償
却

費
0
円

構
築

物
設
備

減
価
償

却
費

0
円

医
療

用
器
械

備
品
減

価
償

却
費

0
円

車
両

船
舶

減
価

償
却

費
0
円

そ
の

他
の

器
械
備

品
減
価

償
却
費

0
円

放
射

性
同

位
元
素

減
価
償

却
費

0
円

そ
の

他
の
有

形
固

定
資

産
減
価
償

却
費

0
円

無
形

固
定

資
産

減
価

償
却

費
0
円

減
価

償
却
費

合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参

照
し
て
い
ま
す
）

●
外

来
部
門

へ
の
直

接
計

上
1

2
3

4
5

6
7

8
費
目

３
平

成
1
6
年

6
月
分

内
科

整
形
外
科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

脳
神

経
外

科
呼

吸
器

科
リ
ウ
マ
チ
科

耳
鼻

咽
喉

科
建

物
減
価
償

却
費

0
円

建
物
付

属
設
備

減
価

償
却

費
0
円

構
築

物
設
備

減
価
償

却
費

0
円

医
療

用
器
械

備
品
減

価
償

却
費

0
円

車
両

船
舶

減
価

償
却

費
0
円

そ
の

他
の

器
械
備

品
減
価

償
却
費

0
円

放
射

性
同

位
元
素

減
価
償

却
費

0
円

そ
の

他
の
有

形
固

定
資

産
減
価
償

却
費

0
円

無
形

固
定

資
産

減
価

償
却

費
0
円

減
価

償
却
費

合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参

照
し
て
い
ま
す
）

入
力

フ
ァ
イ
ル

⑤
-
1



減
価

償
却

費
 (
中

央
診

療
部

門
　

直
接

計
上

分
）

●
中

央
診

療
部

門
へ

の
直

接
計

上

費
目

３
平

成
1
6
年

6
月

分
第

１
手

術
室

第
２

手
術

室
第

３
手

術
室

・
・
・

中
央

検
査

室
・
・
・

放
射

線
科

・
・
・

リ
ハ

ビ
リ

室
透

析
室

薬
剤

科
栄

養
科

地
域

連
携

室
IC

U
建

物
減

価
償

却
費

0
円

建
物

付
属

設
備

減
価

償
却

費
0
円

構
築

物
設

備
減

価
償

却
費

0
円

医
療

用
器

械
備

品
減

価
償

却
費

0
円

車
両

船
舶

減
価

償
却

費
0
円

そ
の

他
の

器
械

備
品

減
価

償
却

費
0
円

放
射

性
同

位
元

素
減

価
償

却
費

0
円

そ
の

他
の

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

費
0
円

無
形

固
定

資
産

減
価

償
却

費
0
円

減
価

償
却

費
合

計
0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

（
入

力
フ

ァ
イ

ル
①

-
6
を

参
照

し
て

い
ま

す
）

入
力

フ
ァ

イ
ル

⑤
-
2



減
価

償
却

費
(補

助
、
管

理
部

門
　
直

接
計

上
分

）

●
補
助
・
管
理
部
門
へ
の

直
接

計
上

費
目
３

平
成

1
6
年

6
月

分
医

事
課

・
・
・

用
度

課
・
・
・

庶
務

課
・
・
・

診
療
情

報
室

図
書

室
受

付
建
物

減
価
償
却

費
0
円

建
物
付
属
設
備

減
価

償
却

費
0
円

構
築
物
設
備

減
価

償
却
費

0
円

医
療
用
器

械
備
品

減
価
償

却
費

0
円

車
両
船

舶
減
価

償
却

費
0
円

そ
の
他
の
器

械
備
品
減

価
償

却
費

0
円

放
射
性
同
位
元
素

減
価
償

却
費

0
円

そ
の
他
の
有
形
固
定

資
産

減
価
償

却
費

0
円

無
形
固
定

資
産
減

価
償
却

費
0
円

減
価
償

却
費
合
計

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

0
円

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

（
入

力
フ
ァ
イ
ル

①
-
6
を
参

照
し
て
い
ま
す
）

入
力

フ
ァ
イ
ル

⑤
-
3



入
力
フ
ァ
イ
ル

⑥

［
内

容
：
基

礎
情

報
を
記

入
］



入
院
部
門
（
基

礎
情
報
）

病
棟

１
病
棟
２

病
棟
３

病
棟
４

病
棟
５

平
成

1
6
年

6
月
分

西
３
階

東
４
階

西
４
階

東
５
階

西
５
階

医
師

数

看
護

師
数

職
員

数
面
積

物
品
払
出

量
（
医
療

品
、
診
療

材
料

等
）

給
食

食
数

情
報
処
理

機
器

端
末

台
数

※
「
医
師

数
」
、
「
看

護
師

数
」
、
「
職

員
数

」
は

、
常

勤
換
算
値
を
記
入
く
だ
さ
い
。

※
｢職

員
数

」
と
は

、
該

当
部
門

に
勤

務
す
る
全

て
の
職

種
の
合
計

を
指

し
て
い
ま
す
。

※
「
情
報
処
理

機
器

端
末

台
数

」
に
、
サ

ー
バ

は
含

み
ま
せ
ん

入
力

フ
ァ
イ
ル

⑥
-
1



外
来
部
門
（
基

礎
情
報
）

1
2

3
4

5
6

7
8

平
成

1
6
年

6
月

分
内

科
整

形
外
科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

呼
吸
器
科

リ
ウ
マ
チ
科

耳
鼻

咽
喉

科

医
師

数

看
護

師
数

職
員

数
面

積
物
品
払
出

量
（
医
療

品
、
診
療

材
料

等
）

給
食

食
数

情
報
処
理

機
器

端
末

台
数

※
「
医
師

数
」
、
「
看

護
師

数
」
、
「
職

員
数

」
は

、
常
勤
換
算
値
を
記
入
く
だ
さ
い
。

※
｢職

員
数

」
と
は

、
該

当
部
門

に
勤

務
す
る
全

て
の
職

種
の
合
計

を
指

し
て
い
ま
す
。

※
「
情
報
処
理

機
器

端
末

台
数

」
に
、
サ

ー
バ

は
含

み
ま
せ
ん

入
力

フ
ァ
イ
ル

⑥
-
2



中
央
診

療
部

門
（
基

礎
情

報
）

平
成
1
6
年
6
月
分

第
１
手

術
室

第
２
手

術
室

第
３
手

術
室

・
・
・

中
央
検
査

室
・
・
・

放
射
線
科

・
・
・

リ
ハ
ビ
リ
室

透
析

室
薬

剤
科

栄
養

科
地

域
連

携
室

IC
U

医
師

数

看
護

師
数

職
員

数
面

積
物
品
払
出
量

（
医
療
品
、
診
療
材
料
等
）

給
食

食
数

情
報
処
理

機
器
端
末
台

数

※
「
医
師
数
」
、
「
看
護
師

数
」
、
「
職

員
数

」
は

、
常

勤
換

算
値

を
記

入
く
だ
さ
い
。

※
｢職

員
数
」
と
は
、
該

当
部

門
に
勤

務
す
る
全

て
の

職
種

の
合

計
を
指

し
て
い
ま
す
。

※
「
情
報
処
理
機
器
端

末
台

数
」
に
、
サ

ー
バ

は
含

み
ま
せ

ん

入
力
フ
ァ
イ
ル
⑥
-
3



補
助

、
管

理
部

門
（
基

礎
情

報
）

平
成

1
6
年

6
月

分
医

事
課

・
・
・

用
度
課

・
・
・

庶
務
課

・
・
・

診
療
情
報
室

図
書
室

受
付

医
師

数

看
護

師
数

職
員

数
面

積
物
品

払
出

量
（
医

療
品

、
診

療
材
料

等
）

給
食

食
数

情
報

処
理

機
器
端

末
台
数

※
「
医

師
数

」
、
「
看

護
師

数
」
、
「
職

員
数

」
は

、
常

勤
換

算
値
を
記

入
く
だ
さ
い
。

※
｢職

員
数

」
と
は

、
該

当
部

門
に
勤

務
す
る
全

て
の

職
種

の
合

計
を
指

し
て
い
ま
す
。

※
「
情

報
処

理
機

器
端
末

台
数

」
は

、
記

入
不

要
で
す
。

入
力
フ
ァ
イ
ル
⑥
-
4
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